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　さあ、幕を開こうじゃないかヒューイ・ラフォレット。




　今回は、いつものように君の暴ぼう走そうを止める友人はいない。

　思うままに自分の欲よく望ぼうをさらけ出し、存ぞん分ぶんに自分の傲ごう慢まんさを感じ取るといい。




　そして、当然だが……君を救う友人もいない。

　ああ、そうさ。あの不ぶ気き味みな笑顔中毒者スマイル・ジヤンキーは、この街にはいない。

　とても喜ばしい事じゃないか。

　君は自分の醜しゆう態たいを友人に見られる心配はないし──




　私は単に、嫌いやな奴やつの顔を見ないで済むんだからね。













接続章　流れには逆らえない







ＮＹ某ぼう所しよ　カジノ




　単純に状況を表すなら、『混乱』という二文字で済まされる。




　その瞬しゆん間かん、マルティージョ・ファミリーの幹かん部ぶであるフィーロ・プロシェンツォの心は、何なん層そうもの蜘く蛛もの巣に搦からめ捕とられたような不ぶ気き味みな違い和わ感かんに包まれていた。

　二十数年の人生の中で、長期的にも短期的にもここまで混こん沌とんとした状況に包まれたのは初めての経験であり、フィーロは上う手まく自分の心を目の前の現実に追いつかせる事ができずにいた。

　もっとも、若くしてカモッラという組織の幹部になる事ができた彼だからこそ、まだ現実を理解しようと頭を働かせる事ができたのかもしれない。

　フィーロの人生を巨きよ大だいな海だと喩たとえるならば──その大おお海うな原ばらには、いくつかの『渦うず』がある。

　マルティージョ・ファミリーの一員となった事は、人生という大たい海かいに流れを生み出した。

　だが、『不ふ死し者しや』となる事によって、海かい流りゆうの間に生まれた大おお渦うずに巻き込まれる。

　ここ数年その大渦に囚とらわれていたフィーロだが、数ヶ月前まえ、アルカトラズに行く事で一いち段だん階かい渦の内側に引き込まれる結果となった。

　更さらに、今日きようという一日で彼は完全に渦の中心に引き込まれた形となる。

　カジノ荒し。

　スロットをイカサマで当てたと思おぼしき男。

　ラッド・ルッソやクリストファーの来訪。

　そして、上じよう司しであり、不死者の先せん達だつでもある男──マイザー・アヴァーロ。その弟であるグレット・アヴァーロにそっくりな青年が『敵』として目の前に現れた。

　これだけでも十分に『渦』の中に吞み込まれかねない状況だったのだが、だめ押しとばかりにマイザーの口から一つの事実が告げられた。




「外に飛行機がって……どういう事ですか、マイザーさん」

　混乱するフィーロに、マイザーは淡たん々たんと外の状況を説明する。

　現在、ＮＹの空に複数の戦せん闘とう機きが現れ、機き銃じゆうを撃うち放っているとの事だ。

　実際に街が破は壊かいされた様よう子すがない事から、マイザーは空くう砲ほうではないかと言っていたが──

　この瞬しゆん間かん、フィーロ・プロシェンツォの人生にまた一つ渦が追加され、いよいよもって彼の意い識しきは混こん沌とんの流れに引きずり込まれそうになった。

　しかし、彼はパニックには陥おちいらない。

　マルティージョ・ファミリーの幹かん部ぶであるという責せき務むとプライド、そして、ファミリーの敬けい愛あいすべき幹部二人が傍そばにいるという状況が、辛かろうじてフィーロを正しよう気きの域いきに立ち止まらせた。

　考える事を一いつ旦たん放ほう棄きし、絶ぜつ叫きようを上げながら手て近ぢかな物を壊こわして回れば、少しはスッキリするかもしれない。だが、それで事じ態たいが解決する見込みは欠片かけらもない。

　フィーロは気付いていたからだ。

　ここで自分がその『渦』に沈む事になれば、巻き添えで自分の大だい事じな人々まで溺おぼれさせる事になるのだと。




「マイザーさん、顔色が悪いですけど、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　自分自じ身しんを落ち着かせる意味合あいを込めて、フィーロは敢あえて他た者しやの異常を指し摘てきする。

　すると、指摘されたマイザーが、ハッと息を吞み、答えた。

「そうですか？　……ああ、いえ、混乱しているのは確かですね。外の事もですが、今しがた、知人に良く似た人とすれ違ったものですから……」

「ええ、解ってます、マイザーさん」

　フィーロが力強く頷うなずいた事で、マイザーもまた彼かれ自身の『渦』に身を囚われる。

　他た人にんのそら似だと思いたかったが、この状況では単なる偶ぐう然ぜんとも言いがたい。

「……。彼は、何者ですか？　流石さすがに本人ではないというのは解わかります」

「ああ、いや、詳しく話せば長くなるんですけど……簡単に言うと、ルノラータ・ファミリーの身み内うちらしいです」

「ルノラータの……？」

　マイザーが眉み間けんの皺しわをますます深くした所で、横よこ合あいから別の声が響ひびく。

「その話は、カジノの後あと始し末まつが終わってからにしたらどうだ？」

「ロニーさん」

　マイザーと同じ上級幹かん部ぶの一人であるロニー・スキアートの言葉。

　カジノの後始末、という言葉を聞いて、フィーロは改めて周囲を見渡した。

「とりあえず……俺おれの使ってる若い連れん中ちゆうにカジノは片付けさせます。全部の台が壊こわれたわけじゃないんで、上う手まくすれば、明日あしたには営業再さい開かいできますよ」

　すると、それまで横で話を聞いていた男──カジノで暴あばれた張ちよう本ほん人にんの一人であるラッド・ルッソが声を上げる。

「マジで悪かったな、フィーロ。なんだったら、明日までに代わりの台を調ちよう達たつしてやるぜ？」

「あんたが持ってきた台なんておっかなくて使えねえよ」

「慎しん重ちようなこった。まあ、慎重なのは悪いことじゃねえ。……ところで、その兄にいちゃん達は誰だれだ？　紹しよう介かいしてくれよ」

　ロニーとマイザーを見ながら笑うラッドに、フィーロは困った顔をして固まった。

「フィーロ、こちらの方々は？」

　マイザーからもラッドやグラハムについて問われたフィーロは、ラッドからもマイザーからも視線をずらす。

「まあ、後で紹介しますよ。ラッドも、いいからちょっと待っててくれ」

　とりあえずマイザーとラッドにそう言った所で、フィーロも疑問に気付く。

　客も皆みな逃げたこの状況で、そもそもカジノという場所に似につかわしくない顔があると。

　──そもそも、クリストファーがなんでここに？

　──クリストファーの横にいる二人のガキはなんだ？

　──ていうか、片っぽのガキ、すげえ傷だな。

　それどころではないという気もしたが、まずは冷静さを取り戻す為ために、細かい疑問から整理していこうと思うフィーロ。

　後でと言ったが、やはり先にマイザー達とラッド達の顔かお繫つなぎをするべきだろうか。

　──いや待て、その前に、その子供とかが部ぶ外がい者しやって可能性もあるな。

　──ロニーさんと一いつ緒しよに来てたような気がするけど……。

　一応は確かく認にんしておかねばと、ロニーに確認する事にしたのだが──

「ところでロニーさん、そいつらは知り合いで……。……ん？」

　ふと、ある顔を見つけて言葉を止めた。

「ひっ!?」

　フィーロが視線を止めたのは、ロニーの傍そばにいた刺青いれずみ顔がおの少年。

　何な故ぜか悲鳴を上げた刺青少年を見て、フィーロは半分独ひちり言ごとのように口を開いた。

「お前……その刺青、なんか見覚えあるな」

「ひぃぁっ!?　ご、ごめんなさいすいません許して下さい！」

　その言葉と悲鳴を皮かわ切きりに、別の少年が新たな『渦うず』へと巻き込まれる。

　もっとも、その少年──ジャグジー・スプロットもまた、既すでに彼かれ自身の人生の中で、別の大おお渦に溺おぼれかけていたのだが。




　そして、物語は更さらに動き出す。




　カジノを巡るトラブル。

　これは、フィーロ・プロシェンツォを取り巻く渦だ。

　しかし、歴史という大たい海かいは誰だれもが共きよう有ゆうしている。

　フィーロの周りにいる者達もまた、それぞれの渦に巻き込まれつつあった。

　互いの人生の渦が重なり合い、もはや誰にもその流れの行き着く先を予想する事はできない。

　果たして、その渦の中心に何があるのか──

　あるいは、それぞれの渦の底にあるものは同じなのか──

　何なに一つ底が見えぬまま、彼らはただ、人生を漂う。




　渦から逃のがれるべきなのか、身を任せて『底』を覗のぞくべきなのか。

　そんな根本的な事すらも解わからぬまま。

　彼らはまだ、大きな流れに漂い続ける事しかできなかった。













余話２　想おもい人びとはあどけない







２００３年　『不ふ死し者しや』図書館長ちようダルトンの昔むかし語がたり




　昔の話をしよう。




　知っているだろうが、私はかつて錬れん金きん術じゆつ師しだった。今でもそうなのかもしれんが、図書館長の方が本ほん業ぎようと言えるだろうな。

　周囲にどう誤ご魔ま化かしているのか？　いくらでも誤魔化しようはあるさ。

　それを詳しく話してもいいんだが、この話はこの話で長くなってしまうのでな、またの機き会かいにするとしよう。

　だが、こうして不死者……つまりは、人ならざる身となっても、まだ錬金術師ではあろうとし続けるのだからな。おかしなものだ。

　自分が不死者になった事で幸福になったのか、それとも不幸になったのか。

　何度も考えたが、結局は解わからんというのが正直な所だ。

　禍か福ふくはあざなえる縄なわのごとし、という東とう洋ようのことわざがあるが、まさにその通り。不ふ死し者しやなりの幸福を感じた事、不幸を感じた事、どちらもそれなりに経験している。

　死ぬ間ま際ぎわならともかく、普通の人間に「貴方あなたの人生は幸せだったか」と聞いても、すぐに答えを出せる者は少ないだろう。また、結けつ論ろんも当とう然ぜん人によって違うだろうな。それは不死者も同じ事だ。幸福と不幸のバランスなど人それぞれだからな。

　そうだな……。

　味わった瞬しゆん間かんは幸せだと気付かなかったが、振り返ってみれば幸福だと言い切れる経験は私も多い。

　私は、最初に不死になってから暫しばらく世界を巡ったよ。

　工こう房ぼうの弟で子し達たちと共に様さま々ざまな分野の深しん淵えんを目め指ざしたが、その心しん髄ずいに到るには、我々には知識も経験も、何より圧あつ倒とう的てきに……時間が足りなかった。

　バットゥータという知ち人じんから、『不死の酒』の存在を聞いた時には、最初はからかわれているのかと思ったが……。実際に『不死者』というものの存在を見せつけられた瞬しゆん間かんから、私はそれの虜とりこになった。

　錬れん金きん術じゆつ師しの中には、そもそも不ふ老ろう不死を目指す者も居るのだが──私の場合は本ほん末まつ転てん倒とうだったな。不死になれば、無限の時間が手に入る。結果が出るまで１００年、１０００年かかる実験とて、自分自じ身しんの目で最後まで結果を追う事ができる。素直にそう思ったよ。

　既すでにこうして髪かみも髭ひげも真まっ白しろになっていたからな。

　死んで無に還かえる事に恐きよう怖ふはあまり無かった。ただ、研究を中ちゆう途と半はん端ぱに終わらせ、結けつ末まつを見る事ができないというのは考えたくもなかった。

　結果として、私は九人の弟子達と共に『悪あく魔ま』を呼び出し不死者となったわけだ。

　錬金術師が悪魔召しよう喚かんとは、今でこそ笑えない冗じよう談だんだが……悪魔崇すう拝はいや神しん秘ぴ主義と同どう一いつ視しされた時代は確かにあったし、魔ま術じゆつ師しと見分けの付かない者もいたよ。

　不死になった私は、それから５００年もの間……色々なものを観みて来た。

　常じよう人じんの知り合いが次々に死んでいくのを見るのは、最初こそ辛つらいものだったが、次し第だいに慣なれてしまったよ。もっとも、過去に不死者になった者の中には慣れる事ができず、再び悪魔を呼び出して殺して……つまりは『喰って』貰もらった者も多くいるらしいがね。少なくとも私の弟子には居なかったな。

　ああ、長い時の中で、本当に色々な物を見てきた。

　名めい君くんに暴ぼう君くん、社会の仕組みそのものが変へん革かくする瞬間、そんな現実的な物から、世界の裏うら側がわに潜ひそむ異い形ぎようの者達もな。君には信じられんだろうが、北の方の島で人じん狼ろうや吸きゆう血けつ鬼きの類たぐいを目にした事もある。

　アイルランドで影のような首くび無なし騎き士しが数人、それぞれの騎き馬ばに跨またがり隊たい列れつを組んでいるのを見た時は流石さすがに夢かと思ったがね。いや、本当に夢だったのかもしれないが……。

　ともあれ、今までに見たことの無いものを見た時は……世界そのものが広がった気がしてな。年とし甲が斐いも無く高こう揚ようしたものだ。

　今いま思うと、あれは確かに幸福を感じていたのだろうな。




　逆に……最も不幸だと感じたのは、やはり多くの弟で子しを失った時だろうな。

　私は元々、北ほく欧おうの方で錬れん金きん術じゆつの工こう房ぼうを開いていた。

　弟子が九人……というのはさっき言ったな。

　私自じ身しんと合わせて十人が不ふ死し者しやとなったわけだが……

　正直な話、今も生き残っているのは私も含めて三人だけだ。

　ああ、ああ、そうだ。

　誰だれも悪あく魔まに喰われるという『自じ殺さつ』を選ばなかったというのは、さっき言ったな。

　そして、他の機会に不死者になった者達に喰われたわけでもない。

　身み内うちさ。

　我々は、仲間同どう士しで喰い合ったんだ。

　最初の10年は平へい穏おんな時が続いたが……今思うと、奇き跡せきのような日々だったのかもしれん。

　始まりの理由は、臆おく病びような弟子の自じ衛えい心しんと猜さい疑ぎ心しんだった。

　なまじ病気や怪け我がで死ななくなっただけに、我々にとって唯ゆい一いつの死しに神がみの鎌かまとなるもの……そう、不死者の右手を、その男は必ひつ要よう以上に怖おそれたのだよ。

　滑こつ稽けいな話だ。

『せっかく不ふ死じ身みになったのに、死にたくない』などと、笑い話のような事を考えた弟子は、その恐きよう怖ふから逃のがれる為ために……他の弟子を喰ったのさ。

　よりにもよって、自分の母親をな。

　そこからは、あっという間だった。

　いや、あっという間というのは、あくまで私の感覚だな……。何しろ、実際は３年にも渡る殺し合いだったのだから。

　理由は色々だったな。

　最初の一人と同じような疑ぎ心しん暗あん鬼きを抱いた者も居れば、物ぶつ欲よくに取り憑つかれた者もいた。あるいは、単に実験と称しようして喰らった者も居たな。

　醜みにくい喰らい合いの末、残ったのは私とルネ、そして……アルカンジェロという男だ。

　ルネというのは、錬金術師しとしては優秀なのだが、人間としては色々と欠けつ落らくしている娘むすめでな。

　危き機き感かんというものをまるで持ち合わせていなかった。

　そんな彼女が、何な故ぜ未だに生き残っているのか……。

　単純な事さ。彼女は、守られていたんだ。

　私にね。……と言いたい所だが、そうではない。

　弟で子しが喰らい合いを続ける中、私はそんな現実から目を背そむけるように研究に没ぼつ頭とうしていたのだからな。

　少なくとも、そんな私よりは遥かにまともな男だと言えるだろう。

　ルネを最後まで守り切った、アルカンジェロという男はな。

　彼が他人を喰らった理由は、愛……と言ってしまえばそれまでだ。

　アルカンジェロはルネに好こう意いを抱いていた。

　彼女を他の弟子達たちの右手から守る為ために、アルカンジェロは生き残っていた弟子達を残らず喰い尽くしたのさ。

　誠せい実じつな男だったよ。

　少なくとも、悪あく人にんではない。賄わい賂ろを一切受うけ付けない役人のような堅かた物ぶつだったな。

　堅物だからこそ、他の道を選べなかったかもしれんがね。

　しかしな……。そこまでしておいて、奴やつはルネに告こく白はくする事すらしなかった。

　ウブだったというわけじゃない。

　結果が分かりきっていたからだ。

　ルネ・パルメデス・ブランヴィリエ。

　あの女に他ひ人とからの愛を理解できるような人間らしさは無い。

　欠けつ落らく……そうだな、欠落しているのさ。生まれつきなのか、それとも何かトラウマがあったのか……それは解わからんがね。少なくとも、私の弟子になった時には既すでにそういう人じん格かくだった。

　アルカンジェロは、自分がルネを愛そうとも、その見返りは無い事を知っていたし、逆に自分がルネという研究者の枷かせになる事も理解していたのさ。

　だからこそ、彼は一歩離はなれた所からルネを守り続け──気が付いたら、彼女以い外がいの兄弟弟子を何人も喰らう結果となったわけだ。

　私にも疑ぎ念ねんの目を向けてきたが、そんな理由で喰われるのはまっぴらなのでな。私は奴と一つの取引をした。

　それが、この右手が義ぎ手しゆになっている理由だよ。

　知っての通り、不ふ死しの酒を飲んだ者同どう士しの殺し合いには右手が必要不ふ可か欠けつだ。

　私は自ら右手を切り落とし、手首に戻ろうとするソレをナイフで板に刺し付けた。

　アルカンジェロも、それを差し出されて戸と惑まどった顔をしていたな。ああ、奴があんな顔をするのは珍めずらしいからな。

　ともかく、私は自分の右手をくれてやり、奴にしか解らない場所に封ふう印いんさせた。

　敵じゃないという事を証明する為ためにな。

　奴に恐きよう怖ふしたわけではない。ただ、弟子達の殺し合いに辟へき易えきしたのは事実だ。確かに私は、あの時とき不幸だったと言えるだろう。

　ルネとは違い、私にも少しは人間らしい情じようが残っていたという事か……。

　あるいは、単に実験の助手が減ったという意味合あいで悲しかったのか……。

　どちらだったのかは、今ではもう確かめる術すべもない。

　そして、確かめる必要もない。

　過去がどうだろうと、その件けんを経て、私から人間らしさは大だい分ぶ失われてしまったのだからな。

　そうだろう？

　人間性せいが残っているのならば、何な故ぜわざわざ他人を不ふ死し者しやにしようなどと思うかね？

　……私がマイザー・アヴァーロに『悪あく魔ま』を呼ぶ術じゆつを教えたのは、いくつかの理由がある。

　いや、今となってはその理由の大たい半はんも忘れてしまったがね。

　そうそう、不死者になると、記き憶おくの容よう量りようは通つう常じようの人間よりも確かに増える。

　私が忘れたのは普通に忘れただけだが、数百年生いきて記憶がパンクしない所を見ると、やはり不死になるシステムというものの正しよう体たいは……

　おっと、また別の話に時間を割さく所だった。すまんな。年とし寄よりは話が長いと覚かく悟ごしてくれ。

　ともあれ、殺し合いが起こる可能性も踏まえた上で、私はマイザーに不死の道を与えた。

　私のした事が、マイザーやエルマー、ヒューイ……新しい弟子達に幸福をもたらしたのか、答えは解わからん。

　その結果を知るには、それこそ何百年、何千年掛かかる事だろうな。

　不死者になったからこそできる実験と言えるだろう。

　実験……ふむ、確かに、私がマイザー達に施ほどこしたのは実験と言える。

　なんの事はない。私は愛まな弟で子し達を実験体たいとしたも同どう然ぜんだ。

　……私の事を外げ道どうだと思うかね。

　ならば、君はまだ正常だ。

　出来る事ならば、こんな異常な世界に関わらない方がいい。




　君が普通の人間としての幸せを摑つかみ取る事を祈っているよ。

　何が君にとっての幸せなのかは知らんし、無む理りして知ろうとも思わんがね。













八章　不ふ死し研究者は気き兼がねない







１９３５年　シカゴ




「おい、いたか？」

「ダメ、こっちにはいないわ。私し物ぶつもいくつか無くなってる」

　白はく衣いを纏まとった男女が数名、整せい然ぜんとした研究室しつの中を慌あわただしく走り回っている。

　全ぜん米べいでも有ゆう数すうの複合企き業ぎようである『ネブラ』本社内ない。

　新しん商品開かい発はつセクションよりも機き密みつ情報に満ちあふれたとあるセクションの一つ──『不死者しや』に関する研究施し設せつ。

　その研究チームのメンバー達が、顔を青くしながらビルの通路を右う往おう左さ往おうし続けていた。

「まずいな。こりゃ本ほん気きで『出かけた』のか」

「あの人、一度出でかけると半年は帰ってこねえぞ」

　研究員達たちは愚ぐ痴ちを零こぼしつつ、『うんざり』という単たん語ごが似に合あう形で顔を顰しかめた。

「ただでさえ厄やつ介かい事ごと起こす上に、あんな状態でどうするってんだ」

　焦あせりから来る苛いら立だちを隠かくしもせずに男が言った所で、別の研究員いんが一人駆かけ込んできた。

「置き手紙があったそうです！」

「どこにだ!?」

「それが……ビルの受付の所に……。案内係がかりが『何の手紙か解わからない』と混乱していて……」

「なんでそんなとこに!?」

　研究員達たちが頭を抱えながら、報告してきた男に問いかける。

「しかしよく見つけたな？　この部ぶ署しよの名前でも書いてあったのか？」

「いや、それが……」

　言い淀よどむ男の背後から、若々しい雰ふん囲い気きの老ろう人じんがヒョコリと顔を出した。

「おう、もともとわし宛あての手紙やったもんでな」

「かっ……会長!?」

　彼らの目の前に現れたのは、まごう事なき『ネブラ』会長──カル・マイブリッジの姿すがた。

　このビルの中で最も権けん力りよくと財ざい力りよくのある男は、年ねん齢れいを重ねて深みを帯びた顔に悪戯いたずら小こ僧ぞうのような笑えみを貼はり付ける。

「でもほら、読んでみたらあれや、君らが知っとかなあかん事やん？　せやから、わしがここまで直接持もってきたんよ。まあな、ここ、一応機き密みつ情報扱あつかうとこやからホイホイ人ひと任まかせにするわけにもいかんしねぇ？」

　シカゴ訛なまりで気さくに話しかける会長だが、研究員達たちの表情は強ばったままだ。




　この部署の責任者である研究部ぶ長ちよう──ルネ・パルメデス・ブランヴィリエが姿を消した。




　それは、不ふ祥しよう事じ以外の何物でもない。

　研究員達は、ルネの部ぶ下かであると同時に『見み張はり』も兼ねている。

　彼女は不ふ死し者しやとしての知識と科学者の技術こそ卓たく越えつしているものの、その他に関してはどこか抜けている。あるいは、人間として色々と大だい事じな物が欠けつ落らくしているとも言えた。

　また、彼女は人ひと並なみ外れて間の抜けた所があり、何も無い所で自分で足を引っかけて転ぶなどは日常茶さ飯はん事じである。

　そんな彼女が必ひつ要よう以上に暴ぼう走そうしたり、あるいは無む自覚に機密を外に漏もらしたりしないように監かん視しする役目も負っていた研究員達だが、その責任を果たす事はできなかった。

　ルネが姿を消したのは、あまりにも唐とう突とつであり、研究員達はその兆ちよう候こうにすら気付く事ができなかったのである。

　以前も数回行方ゆくえ知れずになった事があるのだが、その間に何をしていたのかは会長のカルですら把は握あくできていない。拷ごう問もんしてでも吐かせるという手もあるのだが、実じつ質しつ完全な『不死者』である彼女の方が立場が上であり、『不完全な不ふ死し者しや』である研究員達たちは捕ほ食しよくされる側に過ぎない。何年も拘こう束そくすれば、それだけ研究が遅れる事になるため、結局はルネを監かん視しする事しかできないのがネブラとしての現状だった。

　もっとも、会長であるカルはそんなルネの存在を寧むしろ楽しんでいる節ふしがあるのだが。




「ほれ、これがその手紙や」

　懐ふところから取り出した封ふう書しよを研究員達に渡すカル。

　彼に敬けい意いを表しつつ、研究員達は受け取った封書の中から一通の便せんを取りだした。

　そして、次の瞬しゆん間かんに絶ぜつ句くする。

　便せんに書かれていた内容は至し極ごく単純であり、それ故ゆえに研究者達を混乱させた。




【すいません会長。久しぶりに子供達や教え子に会って来ますんで、何日か、もしかしたら何週間か留る守すにします（何ヶ月かも？）。とにかく、研究室の皆さんが怒らないように上う手まく誤ご魔ま化かしておいて下さい。お願いします。いない間の給料は無しで大だい丈じよう夫ぶです！】




「……」

　暫しばし絶ぜつ句くしていた研究員達だが──

「なんだこれ」

　一人がぼそりと呟つぶやいたのを皮かわ切きりに、一いつ斉せいに悪あく態たいをつき始める。

「何から何まで解わからん。子供って!?　ルネ部長に子供いたのか!?」

「旦だん那なは誰だれだ!?」

「教え子って何？」

「いない間の給料は無しで大丈夫です……って、なんで当たり前の事を誇らしげに書いてんすか部長は！　ていうか普通クビっすよね部長!?」

「やはり脳のう味み噌そに回るべき栄養が全て胸の方に……」

「それだ」「それだ」「それで一つ」

「そんなルネ部長の旦那が……羨うらやましい……」

　途と中ちゆうから別べつ方向に逸それ始めた愚ぐ痴ちの数々を笑顔で聞いていたカル会長だが、一ひと頻しきり言いたい事を言い終わったあたりで、ポン、と手を叩たたいて自らに注目させた。

「ハイハイ、ほな、話は分かってもらえたかな？」

「会長……」

「じゃあまあ、あれや。ルネ君はわしの依頼でイギリスに飛んでるいう事で一つ、な？」

「……はい？」

　一いつ体たい何が『一つ、な？』だというのか、意味が解らず答え澱よどむ研究員達。

　そんな彼らの様よう子すを見て、カルは溜ため息いきを吐きつつ言葉を続ける。

「いやな、手紙に書いてあるやん。あー、ほれ、そこ。『研究室の皆さんが怒らないように上う手まく誤ご魔ま化かしておいて下さい』いうてな」

「は、はぁ」

「そんで今、誤魔化したやろ、わし？　ルネ君はイギリスに行ってるて」

「え？」

　ようやく会長の意い図とに気付き、研究員達たちは手紙と会長の間で視線を往おう復ふくさせる。

「せやから、これでこの話はお終しまい。君らはわしの巧たくみな噓うそに誤魔化されて、ルネ君について何も心配せんで業ぎよう務むに戻る。あの娘こが戻ってきても何も言わん。せやろ？」

「え、いや、あの」

　一いつ体たい何を言っているんだこの爺じいさんは、という顔で顔を見合わせた研究員達。

　しかし──

「せやろ？」

　カルが笑顔のまま目を細めて呟つぶやいた念ねん押おしの声を聞いた瞬しゆん間かん、彼らは一いつ斉せいに吐き出しかけていた空気を喉のどの奥に押し戻した。

　身も凍るような冷たい威い圧あつの気け配はいが、その言葉の中に確かに込められていたからだ。

　研究員達は、唐とう突とつに思い出す。

　気さくな調子で話していた目の前の老ろう人じんが、お飾りの会長でも影かげ武む者しやでもなく、間違い無く一いち代だいで『ネブラ』という大だい企き業ぎようを作り上げた傑けつ物ぶつなのだという事を。

「は、はい……ルネ部長は、イギリスに行ってます」

「お……お土産みやげが楽しみよね！」

　乾いた笑顔でうなずき合う研究員達を見て、カルは満足そうに頷うなずき、僅わずかに覗のぞかせた圧力を完全に霧む散さんさせた。

「せやねえ、ルネ君の事やから、何かしらこう、エロい土産持もってきてくれるとええねえ」

　クワクワと下げ卑びた笑いを響ひびかせながら、軽く手を振って出て行く会長。

　会社の最高権けん力りよく者しやの背がドアの外に消えると、研究員達は一いつ斉せいに息を吐き出した。

　そして、思い出したように手紙を見直し──

　話題の中心である直ちよく属ぞくの上じよう司しに眉まゆを顰ひそめる。

「……ルネ部長、一体どこで何するつもりなんだ？」




「片かた目め無くしたのに慣なれてなくて、ますます転び易やすくなってるってのに……」





⇔






同どう時刻　列車内ない




　アメリカを縦じゆう横おう無む尽じんに走る大陸横おう断だん鉄道。

　シカゴからＮＹに向かう列車の一等客きやく室しつの中で、その女性は暇ひまを持て余あましていた。

「るんふふんるふーん♪」

　椅い子すに座ったまま足を浮かせ、鼻はな唄うたのリズムに合わせて交こう互ごに動かしている。

　気ままな女性の一人旅たびに見えるが、些いささか女には妙みような特とく徴ちようがあった。

　眼鏡めがねの下に覗のぞく彼女の眼がん球きゆう、そのうち片方は、明らかに義ぎ眼がんであった。

　とある事件で片かた目めを奪われた彼女は、オリジナルの義眼を目に嵌はめ込んでいたのである。

　瞳どう孔こうの代わりに映画などで有名な動物キャラクターの絵が描かれており、一いつ見けんすると近づきがたいのだが、彼女の纏まとうのんびりとした空気がその違い和わ感かんを打ち消している。

　窓の外には雄ゆう大だいな自然の景色けしきや街の景色が流れるが、既すでに見み飽あきているのか、彼女の視線は部屋の中を目的も無く彷徨さまよっていた。

「るんふふふー。ふふーふ。ふるるるーん♪」

　最初は適当な音楽を思い浮かべながら奏かなでていた鼻唄だが、考えるのが面めん倒どうになってきたようで、適当な音おん階かいを並べ立て始めていた。

　と、そのタイミングで、彼女の退たい屈くつな時間に変化が訪れる。

　部屋の中に、規則正ただしいリズムでノックの音が響ひびき渡ったからだ。

「はいはい。入ってますよう？」

　鼻唄を止め、どこかズレた返事をする女。

　だが、扉とびらの外の男は戸と惑まどった様よう子すもなく言葉を返した。

「なるほど。あなたが入っている事は理解しました。私が入室しても宜よろしいですか」

「あれ？　えーと。その声にその喋しやべり方ってぇ……解わかった！　エルマーさんですね！」

「違います」

「ええっ!?」

　驚く女を余よ所そに、客きやく室しつ扉がガラリと開かれ、廊下から一人の男が顔を出した。

　ボーラー帽ぼうを深く被かぶった男で、何な故ぜか帽ぼう子しを顎あご紐ひもでガッチリと止めている。

　年ねん齢れいはまだ若いが、妙みような雰ふん囲い気きの硬さが男を中ちゆう年ねんらしく見せかけていた。

　そんな男を見て、女がポンと両手を合わせる。

「ああ、アルカンジェロさんじゃないですか！　ビックリしましたよう、もう！　私なんかを驚かせてそんなに面白いんですか？」

　と、全く驚いた様よう子すの無い調子で言う女に、アルカンジェロと呼ばれた男は無む表情のまま大きな溜ため息いきを吐き出し、女の名前を口にした。

「ルネ先せん輩ぱい。一体どのように解かい釈しやくすれば私と生徒エルマーを誤ご認にんするのか御ご教きよう授じゆ頂いただきたい」

「え？　私てっきり、アルカンジェロさんのモノマネしてるエルマーさんかなーって……。アルカンジェロさんがそのまま来たら面白くないと思いますし……」

「面白くなくて申もうし訳わけないですが、更さらにつまらない話をしに来ました」

「ああ、そうなんですか。あ、どうぞ座って下さい」

　女──ルネ・パルメデス・ブランヴィリエが客室の空あいている座ざ席せきに視線を向けると、アルカンジェロは扉とびらを閉めてゆっくりと座席に腰こし掛かける。

　そんな男の挙きよ動どうを、ルネは特に焦あせった様よう子すもなく見守っていた。

　極ごく秘ひに会社を出て列車に乗った筈はずなのに、何な故ぜ彼が同じ列車に乗り合わせているのか──という疑問には思い至る事すらなく、彼女はただ淡たん々たんと話の受け手に回る。

「ルネ先せん輩ぱい。貴女あなたのここ数十年の行こう迹せきについて直ちよつ諫かんすべき事があります」

「は、はい？　なんでしょう……？　ええと、アルカンジェロさん、いつも顔が怖こわいですから、もっと笑いましょうよう？　ね？」

「生徒エルマーのような事を言わないで下さい。もっとも、ルネ先輩が私に色いろ目めを使って下さるというのならば、相そう好ごうを崩くずす事も吝やぶさかではありませんが」

「ええと、その……なんだかアルカンジェロさんの顔が怖いから嫌いやです」

　堂どう々どう巡めぐりの入口に辿たどり着いた会話を切り上げるべく、アルカンジェロは軽く咳せき払ばらいをした後、情なさけ容よう赦しやなく本ほん題だいを突きつけた。

「ルネ先輩、貴女は一いつ体たい何をしているのですか。ルクレツィア殿どのにニケ嬢じようを押しつけて急に新しん大陸に渡ったかと思えば、企き業ぎようと組んで大おお勢ぜいの人間に『不ふ死し』について研究させるなど」

　少し怒ったような問いかけに対し、ルネは小こ首くびを傾かしげて問い返す。

「……あのう、どうして答えが分かっているのに、質問したんですか？」

「？」

「私が何をしているのかって……。今アルカンジェロさんが言った通り、ニケちゃんをルクレツィアさんに預けて、ネブラさんと大勢で『不死』について研究してるだけですけど……」

「……」

　アルカンジェロは大きく溜息を吐き、話の嚙かみ合わなさに軽く目め頭がしらを押さえた。

「聞き直しましょう。何故、そのような事をなさったのですか？」

「何故って……。その方が研究が捗はかどるかなーって思って……。あ、もしかして不死者の話が広まるのを心配してるんですか？　だったら大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ？　ネブラの皆さん、私と違って口は堅いですし、ちゃんと口くち止どめとか裏うら工こう作さくとかしてくれるんですよ？」

　その答えを聞いて、アルカンジェロは少しだけ悲しげに目を伏せる。

「変わりませんね。ルネ先せん輩ぱい」

　感情の色を一いつ瞬しゆんで消し去り、男は冷たい調子で過去を語り出した。

「貴女あなたが私やダルトン先生と共に不死者になってから、もう数百年の時を経ましたが……貴女の精神からは相変わらず重要な機き関かんが抜け落ちています。寧むしろ、不ふ死しになったからこそ欠けつ落らくを埋める必要が無くなった、と言えるのかもしれませんが」

「なんの話です？」

　惚とぼけているわけではなく、心しん底そこアルカンジェロの言葉の意味が解わからないといった様よう子すのルネ。

　青年の姿すがたをした『不死者しや』は、おもむろに立ち上がると、そのままルネの頭に右手を載せた。

　悪あく魔まの手助けによって不死の酒を手に入れた者ならば、何を意味しているのか即そく座ざに解る行動。即すなわち、不死者同どう士しの『喰い合い』を意味している。

　だが、ルネは目をぱちくりさせ、きょとんとした顔でアルカンジェロを見上げるだけだった。
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「どうしたんですか？　アルカンジェロさん」

「……」

　暫しばらくその姿し勢せいのまま固まっていたアルカンジェロだが、硬い表情のまま右手を離す。

「本当に変わりませんね。長ちよう秋しゆうを経てもなお、その危き機き感かんの無さは感かん嘆たんに値します」

　淡たん々たんと言葉を紡つむいで座り直す青年に、ルネは首を傾かしげて問いかけた。

「あのう、どうして今、私を喰べなかったんですか？」

　あまりにもあっさりと紡つむがれたその質問に、アルカンジェロは黙だまり込む。

　沈ちん黙もくが一等客きやく室しつ内ないを支配し、列車の走そう行こう音おんだけが二人の間の空気を震わせた。

　このまま永えい遠えんに会話が閉ざされるかという空気の中、ガタリ、と電車が揺れたのを合あい図ずとしてアルカンジェロが口を開いた。

「……死にたかったんですか？」

　冷めた表情の男に、ルネはいつも通りのおっとりした調子で返す。

「うーん。死にたくはないですよ？　痛いのは嫌いやですし」

「なら、私に殺されかけた事に気付いた時じ点てんで、もう少し何かリアクションを取ったら如何いかがですか？」

　当然と言えば当然の物もの言いいに、ルネは顎あごに手を当てて考え込み、少しずつ言葉を漏もらした。

「ええっと……私にとってはですけど、死ぬ、っていうのと、他の不ふ死し者しやさんに『喰べられる』っていうのは、ちょっと違うんですよね」

「違う？」

「私は、個人という生命の意い義ぎを、意い志しではなく記き憶おくの累るい積せきだと考えています。科学者としての意見ではないですし、錬れん金きん術じゆつ師しとしても異い端たんですけどね。……ええと、んーっと……そうですねえ、つまり、私がアルカンジェロさんに喰べられても、私からすれば、私は死んだ事にならないんですよ。魂たましいとかそういう話じゃなくて……私の記憶の累積が、そのまま私なんです」

　辿たど々たどしい調子でありながら、ハッキリと言い放つルネ。

「よく、ぐっすりと眠って目が醒さめた後、今の自分と眠る前の自分が同じ存在かって考えたりしますよね？　同じとも言えるし、同じじゃないとも言えると思うんです。昨日きのうケーキを食べたかった自分と、今サラダを食べたい私は別べつ人じんかもしれません。細さい胞ぼうも秒単たん位いで変へん異いし続けると考えれば、同じなのは、蓄ちく積せきされた記憶の情報だけです」

「何を仰おつしやりたいんですか？」

「私にとっては、その程度の事なんですよ。他の人を喰べるのも、他の人に喰べられるのも。たとえアルカンジェロさんの記憶と混じっても、それはそれで、貴方あなたの記憶と混じるっていう、新しい経験をした私なんです。だから、アルカンジェロさんがアルカンジェロさんであると同時に私になるっていうか、うーんと、ええと……言葉に纏まとめられません、どうしましょう……」

「いえ、大体解わかりました」

　アルカンジェロは無む表情のまま一ひと際きわ大きな溜ため息いきを吐き出し、様々な感情を織り交ぜた言葉を紡ぎ出した。

「やはり、ルネ先せん輩ぱいはルネ先輩です。安あん堵どもしましたし、新たな懐かい疑ぎも抱きました。貴女あなたの行動には常に遺い漏ろうと蹉さ跌てつが付きまとう。それによる事じ象しようの悪あく化かは理解できます。しかし、自ら進んで悪あく事じに身を置くような方では無かった筈はずです」

「悪事、ですか」

「失礼ながら、ネブラでの活かつ動どう内容を見ると、そう断じるしかありません」

　ハッキリと言い放つアルカンジェロに、ルネは傾かしげていた首を反対側がわに傾げ直し、軽く困ったように呟つぶやく。

「そうですかー。今の道どう徳とく規き準じゆんだと悪い事なんですねえ。私がネブラでやってる事」

「昔の基準でも悪あく事じに入るとは思いますが……」

「なるほどー。そうですねえ。私がやってるのが悪い事なら、警察さんとか、色々な人に邪魔されるかもしれないですよねえ。気を付けないと……。わざわざ教えてくれて本当にありがとうございます、アルカンジェロさん」

「……」

　微笑ほほえみながら礼を言うルネに、青年は目を細めた。

　そして、窓の外の景色けしきを見ながら独ひとり言ごとのように口を開く。

「貴女あなたの意志ではなく、強きよう制せい的てきに研究を強いられているのであればネブラを排はい除じよするつもりでしたが、そうした事情ではないと判はん断だんします」

　世界有ゆう数すうの企き業ぎようを排除するなどと大きな事を口にしたアルカンジェロだが、ルネはそれをハッタリだなどとは受け取らず、さらりとした表情で聞き流した。

「ネブラが私の敵ではないと判断できただけで僥ぎよう倖こうです。また何かありましたらこちらから伺うかがいますので、よろしくお願いします」

　仕事の取引相あい手てにするような挨あい拶さつと共に。椅い子すからゆっくりと立ち上がるアルカンジェロ。

　去り際に、窓に流れる景色を見て、ついでとばかりに口を開いた。

「それと、ダルトン師しからの言づてが一つ」

「ダルトン先生！　うわあ、懐なつかしいですねえ。お元気ですか？」

　ルネの質問には答えず、青年は淡たん々たんと『言づて』を口にする。

「──『少しは欲を出せ』──、との事です」

　その言葉の意味を理解しているのかいないのか、アルカンジェロは無む表情のままだ。

　一方のルネは、キョトンと瞬まばたきをして、薄く笑う。

「欲ならありますよ？　今はとりあえず、娘むすめ二人がどういう状態になっているのかを見るのがとっても楽しみです」

　ルネから『娘』という単たん語ごを聞いた瞬しゆん間かん、アルカンジェロの表情が微び妙みように変化したが、ルネはそれに気付かない。

　アルカンジェロは扉とびらの前で立ち止まったまま、ゆっくりとルネの顔を見た。

「……その右目、ヒューイ・ラフォレットに抉えぐられたそうですね」

　彼の目に浮かぶのは、明確な意い思しを伴う冷たい感情だった。ヒューイという名前に対してあからさまな嫌けん悪おが込められていたのだが、ルネはやはり気付かない。

「まあ、おあいこですから。でも、酷ひどいんですよヒューイさん」

「危険なようなら、排はい除じよしましょうか？」

　つい今しがたルネの悪あく行ぎようを窘たしなめた筈はずのアルカンジェロが、物ぶつ騒そうな言葉を口にした。

「え？　どうしてですか？」

「いえ……師しに逆さからう生徒は、厳きびしく罰ばつするべきと判はん断だんしたまでであります、ルネ先せん輩ぱい」

　これまでになく硬い調子で語った男の表情からは、既すでに感情の色は消えている。

　しかし、そんな彼を窘めるようにルネは言った。

「ダメですよう、アルカンジェロさん。ヒューイ君は、ダルトンさんと貴方あなたの生徒でもあるんですよ？　どんな事があっても、生徒を見み捨すてたりしたらダメなんですからね？」

　めっ、と子供に叱しかる調子で言うルネに、アルカンジェロは軽く表情を和やわらげる。

　そして、そのまま深く一いち礼れいして扉とびらから去って行った。
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　廊下に出て、扉を閉めた瞬しゆん間かん──

　アルカンジェロは和らげていた表情を一いつ瞬しゆんで引き締め、独ひとり言ごとを口にした。

「ヒューイ・ラフォレット……」

　その呟つぶやきには、先せん刻こく以上に明確な憎ぞう悪おが込められている。

　かつての『図書館かん』の教え子であり、もっとも優ゆう秀しゆうだった生徒。

　自分達と同じ『不ふ死し者しや』という存在になった錬れん金きん術じゆつ師し。

　そして、自分が守るべき女性に、なんの愛情も無く手を出した男。

　やはり何の愛情もなく、女性に単なる実験として受け入れられた男。

　──見み極きわめさせて頂いただきましょう。

　──蠢うごめく不死者共どもの中で、誰だれがルネ先輩にとって有ゆう害がいなのかを。

　──願わくば、排除すべき者達の中に生徒ヒューイの名が連ならん事を。

　かつて、何があってもルネを守ると決意したアルカンジェロ。

　それ故ゆえに、彼女本ほん人にんからも距離を置いていた。

　だからこそ、ルネが娘むすめを孕はらんだという事実はショックだった。

　彼女にとってそれが単なる『実験』の一つだと理解はしても、簡単に納なつ得とくはできなかった。

　──もしも……。

　──もしも、あれ以上長ながくルネ先輩の頭に手を乗せていたら……私は欲望に負けていたかもしれない。

　──ルネ先輩を永えい遠えんに占せん有ゆうできる等と勘かん違ちがいして、『喰いたい』と思ってしまっていたかもしれない。

　──生徒ヒューイ。

　──君は、よくも自じ制せいできたものだな。

　ルネを守るという決意は、今も鈍にぶってはいない。

　だが、ヒューイに対する個人的な嫉しつ妬とが消えるわけでもなく、複雑な感情を渦うず巻まかせながら列車の通路を歩み続けた。




　何な故ぜ、自分には一歩踏ふみ出せなかったのかという深い後こう悔かいと共に。
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　ルネは知ち己きの錬れん金きん術じゆつ師しを見送った後、再び鼻はな唄うたを歌い出し、鞄かばんの中から布ぬの包づつみを取りだした。

　その布を開くと、中から一つのガラス瓶びんが現れる。

　ガラス瓶の中には透とう明めいな液体が湛たたえられており、クラゲのように蠢うごめく人間の眼がん球きゆうが、壁へき面めんに己おのれの身を押しつけていた。

「るふるるるふふーふ♪　やっぱり、ニューヨークですよねえ、この方向」

　ガラス内の眼球の動きを観察しながら、彼女はその先に想おもいを馳はせた。

「ミストウォールの人達のデータも集められますし、一いつ石せき二に鳥ちようですね！」

　データ収しゆう集しゆうという目的を、娘むすめに会えると言った時と全く同じ調子で口にする。

　義ぎ務む感かんと欲望の区別もつかない錬金術師の女は、蠢く眼球を眺ながめ、軽く笑いながら鼻唄を歌い続けた。

　その微笑ほほえみに何の意味もない事に、彼女自じ身しんも気付かぬまま。













九章　殺し屋は惑まどわない







　クレア・スタンフィールドが死んでから、もう数年になる。




　１９３１年の暮れ、大陸横おう断だん鉄道『フライング・プッシーフット』の車しや掌しようであったクレア・スタンフィールドは、同どう僚りようと共に、顔を全て削けずり落とされるという残ざん酷こく極まりない手しゆ法ほう（具体的な方法は不ふ明めい）でテロリストに殺さつ害がいされた──

　少なくとも、警察の記録上じようではそれが事実として記されている。

　だが、その死し体たいは実は別べつ人じんのものであり、クレアは現在、たまたま知り合った女性の殺し屋から名前を受け継ぐ形で、『フェリックス・ウォーケン』として生き続けていた。

　元々フェリックスという名はとある殺し屋のものだったようで、その男が引いん退たいすると共に名前や住処すみか──あるいは名めい声せいや悪あく名めいといった自分の『痕こん跡せき』の全てを他人に譲ゆずり渡し、十数年の間で何人もの殺し屋に受け継がれて来たのである。

　が、現在のフェリックスであるクレアとしては、大して興きよう味みの無い話だった。

　元々『葡萄酒ヴイーノ』という殺し屋の評ひよう判ばんが広がっていた身の上の彼としては、心しん機き一いつ転てん、新しい『居い場所』を手に入れられて幸運だった、程てい度どにしか考えていない。

　だが、フェリックスという名を無む駄だに広める必要もないと考えていた。

　クレア＝『葡萄酒ヴイーノ』と知っているのは極ごく々ごく限られており、今後も『葡萄酒ヴイーノ』は裏うら社会では謎なぞの殺し屋として生き続けていく。

　それだけの話だったのだが──




「フェリックス・ウォーケンだな」




　と、街まち中なかで全く聞き覚えの無い声に呼び止められた時、フェリックス──クレアは少し嫌いやそうな顔をしながら振り返った。

　知り合いであるフィーロ達には『クレアじゃない。フェリックスだ』と何度も変へん名めいを強きよう調ちようしていたのだが、当然ながら、知り合い以外に大おお声ごえで名乗り回るような真ま似ねはしていない。

　時は１９３５年初しよ頭とう。

　フィーロのカジノで騒ぎが起こる半日前まえ。

　まだ変へん名めいして数年しか経たっておらず、尚なおかつ殆ほとんど目立った活動をしていないこの時点で、自分の顔を見て『フェリックス』と呼んでくるという事は、何かしらのトラブルの種である可能性が大きい。

　面めん倒どう臭くさいとは思いつつも、恐れた様よう子すは欠片かけらも無いまま、クレアは声の主ぬしに目を向けた。

　すると──そこに立っていたのは、やはり見知らぬ男。

　正確には、見知らぬ男『達』であった。

　暗あん色しよくのスーツを身に纏まとった、見るからに屈くつ強きような集団。

　筋きん肉にくの形がパンパンに張ったスーツ越しに解わかる程ほどで、誰だれも彼もが威い圧あつ感かんを出す事を目的としたような外がい観かんをしていた。

「人ひと違ちがいだ。じゃあな」

　軽く手を振り、クレアは淡たん々たんと歩を進める。

　しかし、屈強な男の一人がそんな彼の肩をガシリと摑つかむ。

「そんな誤ご魔ま化かしがきく状況じゃないと解るだろう？」

　鼻で笑う大おお男おとこに、クレアは振り返りながら言った。

「俺おれの事に詳しいらしいが……」

　大男の手を払いのけ、ゆっくりと体を男達に向ける。

「それなら、腕わん力りよくや脅おどしがきく相手じゃないって解るだろ？」

　特に威圧感を込めて言った言葉では無いが、クレアにとってはそれで『警けい告こく』のつもりだった。自分の事を本当に良く知っている人間なら、無む理り強じいが無む駄だだと解っているだろうと判はん断だんしたのだ。

　これで男達が態度を改めて頭を下げるなら話ぐらいは聞くべきか。

　そう考えていたクレアだったが、男達はよりシンプルな道を選んだ。

「とにかく、一いつ緒しよに来て貰もらおう」

　最初に肩を摑つかんだ男が、言葉に険けんの色を含めて言う。

「男に囲まれて喜ぶ趣しゆ味みは無いんだがな。行くって、どこにだ？」

「お前が知る必要はない」

　男達の意い識しきは、クレアと周囲、そして道みち端ばたに止まった数台の車に向けられていた。

　どうやら、力尽ずくで車に乗せるつもりらしい。

「言っておくが、抵てい抗こうは無む意味だぞ」

「意味のある事だけやる人生なんて、疲れるだろ？」

　クレアは軽く溜ため息いきを吐きだすと、目の前の大おお男おとこに微笑ほほえんだ。

　同時に、相手の太い足首を高速で討うち払う。

　本来なら動く筈はずの無い威い力りよくの軽い足あし払ばらいだったが、同時に男の肩に触れられたクレアの左手に力が込められ──如い何かなる力の流れが働いたのか、重じゆう心しんをズラされた大男の体が、腰のあたりを中心としてクルリと上下に回転した。

　次の瞬しゆん間かん、クレアの右足が空中で横になった大男の側そく頭とう部ぶに乗ったかと思うと──そのまま地面に向かって踏み下ろした。

「ぼっ……がっ……」

　回転が急きゆう加か速そくし、地面に頭を叩たたきつけられる大男。

　ピクピクと痙けい攣れんした後に失しつ神しんした彼には目もくれず、クレアは残る男達に視線を向けた。

「悪いな。解わかってなかったようだから改めて言うけどよ、俺おれには力押おしも脅おどしも通じないぞ？」

　ウンウンと自分の言葉に頷うなずき、クレアは更さらに言葉を続ける。

「まあ、結局先さきに手を出したのは俺だし、それを差し引いて命は助けてやろう。でもな、怪け我がしないうちに帰るのがお勧めだぞ？」




「……っ！」

　屈くつ強きような男達は、ほんの一いつ瞬しゆんで思い知った。

　目の前の男が殺しも含めて何でもやる男とは聞いていたが、今しがたの動き──足払いに使った右足を地面につける事なくそのまま振り上げ、まだ空中にいる男の頭を踏み込むなど、とても常じよう人じんの動きには感じられない。

　誰だれもが息を吞み、自然と意い識しきを自分達の懐ふところに向ける。

　そこにしまわれた拳けん銃じゆうに手を伸ばそうか否いなか頭に思い浮かべた瞬しゆん間かん、ターゲットである『便べん利り屋やフェリックス』が先さき回まわりするように口を開いた。

「あー、言っておくけどな、銃じゆうを使うならあんま手て加か減げんできないぞ。いや、できるっちゃできるんだけど、面めん倒ど臭くさいからな」

　その言葉を聞き、男達は懐ふところに伸びかけていた手を一いつ斉せいに止める。

　ヘラリと笑いながら呟つぶやかれたフェリックスの言葉の中に、ドロリと蠢うごめくどす黒い『殺さつ気き』を感じ取ったからだ。

　便べん利り屋やは冷ひや汗あせを搔かき始めた男達の顔を見て軽く肩を竦すくめると、そのまま車の方に視線を向ける。

　そして、窓ガラスの奥に見える影を複ふく数すう確かく認にんしたフェリックスは、そちらに手を向けると、人ひと差さし指ゆびを上にクイ、と曲げ、車の中にいる者達たちを誘う。

「おーい、出てこいよ。大だい事じな手て下したをこんな場所で殺したくないだろ？」




　クレアがそう挑ちよう発はつしてから数秒後ご、車に動きがあった。

　数台並ならんだ車の一台。

　その後こう部ぶ座席の扉とびらが開き、中から一人の男が現れた。

　髪かみの大だい部分に白はく髪はつが交じった男だが、顔だけを見ると、そう老ふけているようには思えない。

　飛行機乗のりがつけるようなゴーグルを装そう着ちやくした男は、車から出ると手の動きだけで大おお男おとこ達に下がるよう指し示じを出した。

　大男達が慌あわてて道の端はしに下がり始めた頃ころ、クレアは一つの違い和わ感かんに気付く。

　──人が、いないな。

　マンハッタンの中心部ぶからはやや離れた、人ひと通どおりの少ない道を歩いていたとはいえ、道の中に一般人じんの姿すがたが欠片かけらも見当たらない。

　声を掛けられる直前までは、確かに幾いくばくかの者達が道を歩いていた筈はずだが、周囲にはそうした一般人の人ひと影かげが殆ほとんど無くなっている。

　普通ならば不ぶ気き味みに感じて萎い縮しゆくする所だが、クレアは全く動じない。

　──なるほど。家の中ならともかく、表おもてで人ひと払ばらいができるような連れん中ちゆうって事か。

　そんな真ま似ねが可能だとするならば、政せい府ふ関係者しやか、あるいは大おお手てのマフィア組織だろうか。

　様々な可能性を考こう慮りよしつつ、クレアは目の前の白髪男おとこに向かって口を開いた。

「よう、あんたがこいつらのボスか？」

　すると、白髪の男は猫ねこ背ぜだった体をぐい、と反そらし、パキパキと背せ骨ぼねの音を鳴らして姿し勢せいを整える。

「私がボス？　とんでもない。ただの中間管かん理り職しよくだよ。フェリックス・ウォーケン君」

「人ひと違ちがいだ。俺おれとあんたは会った事がないだろう？　どうして俺の名前が分かる」

「君を知っている人間に聞いた」

「なるほど。納なつ得とくできる。噓うそをついてすみませんでした。俺がフェリックス・ウォーケンです。なんかそいつらの態度が気にくわなかったので一人叩たたきのめしました」

　急に丁てい寧ねいな口く調ちようになり、驚く程ほどあっさりと謝ったクレアフエリツクス。そんな相手に白髪しらが男おとこはなんと言葉を返すべきか一いつ瞬しゆん迷った後、咳せき払ばらいをして口を開いた。

「なるほど、噓うそ吐つきなのか正直なのか良く解わからない男だ。ともあれ、会えて光こう栄えいだよ。便べん利り屋やフェリックス君」

　そんな白髪男に向かい、クレアは不ふ敵てきな笑えみを浮かべ、恭うやうやしく言い放つ。

「こちらこそ、お会い出来て光栄ですよ。ルノラータ・ファミリーの偉い大だいな首しゆ領りよう、バルトロ・ルノラータさん」

「……」

「……」「……」「……」

　クレアの発言に、白髪男や後ろに下がっていた大おお男おとこ達たちは顔を見合わせて沈ちん黙もくした。

　場の空気が固まってから数すう呼吸の後、白髪男が困ったように答える。

「いや……私はバルトロ氏しではないが……」

「……」

「……おい？」

「いやあ、すいません。なんか名前を当てられっぱなしなのが悔くやしいので適当に言いました。あ、じゃあ別に敬けい意いを払う必要はないかな？　あんた誰だれだ？」

　やはりあっさりと言い切り、砕くだけた調子に切り替えるクレア。白髪男は一いつ瞬しゆんだけ呆あつ気けに取られたあと、顔から表情を消して自らの名前を口にした。

「サロメ……サロメ・カーペンターだ」

「悪いが、こっちからすれば初めて聞く名前だ。あんた年とし上うえっぽいし、敬意を払うべきか？」

「いらんよ。私も君に敬意を払うつもりはない」

　寧むしろ僅わずかな敵てき意いを覗のぞかせながら言う男は、クレアの体を頭から爪つま先さきまで睨ねめ付けつつ口を開いた。

「……どう見ても人間の基準を逸いつ脱だつしていない。本当に君はクリストファー・シャルドレードに勝ったのかね」

「クリストファー？」

　最初は何を言っているのかと思ったが、その名前に聞き覚えがあった為ため、暫しばし考える。

　そして次の瞬しゆん間かん、何かを思い出し、ポンと両手を打ち鳴らした。

「おお！　覚えてるぞ！　あいつな！　あの目が赤くて牙きばがすげえ奴やつ！」

「……その通りだ。君は本ほん気きを出した彼の事を、ミストウォールのビルで倒したと聞いた」

「まあな！　で、それがどうした？」

　無む駄だに力強づよく答えたクレアに、サロメは薄く笑いつつ──嚙かみしめた歯をギリ、と軋きしませたあとに口を開く。

「なに、彼は私達の作品……『吸ラ血ミ鬼ア』の中でもトップクラスの実力者でね。彼が敗れたとは俄にわかに信じられないんだよ」

「人は信じた方がいいぞ。信じなかった奴やつはこうなる」

　と、クレアが足あし元もとで気き絶ぜつしたままの大おお男おとこを見下ろしなが言った。

「いやいや、私は自分の目で観察みたものしか信じられない性た質ちでね」

　サロメがそう言うと同時に、大男達たちが更さらに身を引き、クレアの視し界かいから姿すがたを消し始めた。

「……？」

　どういう事かと尋たずねかけたクレアだが、その質問は喉のどの奥に押し込める。

　質問の答えが、自分ですぐに確かく認にんできたからだ。

　──七……いや、八人か？

　自分の周囲に、人の気け配はいが増えたのを感じる。

　気配といっても死し角かく部分を超ちよう能力で透とう視ししたわけではなく、耳に入る僅わずかな足音などから判はん断だんした。

　もっとも、五メートル以上離はなれた場所にいる人間の発する僅かな音まで聞き分けていた事を考えれば、常じよう人じんから見て十分に『超ちよう能力』と言うべき範はん疇ちゆうなのかもしれないが。

　ゆっくりと振り返りながら視線を周囲に巡らせると、確かに、無む人じんと化していた筈はずの通りにに八人ほど人ひと影かげが増えていた。

「なんだ、お前ら？　さっきの無む個性な連れん中ちゆうと比べて、随ずい分ぶんと自じ己こ主張の激しそうな奴らだな」

　クレアの視し界かいに映るのは、一般人じんとは些いささか異なる風ふう貌ぼうの者達だった。

　異い形ぎようというわけではないが、先せん刻こくの黒くろ服ふくの大男達以い上じように『カタギの人間ではない』と解わかるような雰ふん囲い気きを纏まとっている男女のグループ。

　ダンスパーティーにでも出るかのような燕えん尾び服ふくを着た男から上じよう半はん身しん裸はだかの男、美しい刺青いれずみを顔や腕にいれ、優ゆう雅がなドレスを纏った若い女、ニット帽ぼうを目の下まですっぽりと被かぶった厚あつ着ぎの少女、髑髏どくろのマスクを被った男か女かも分からない者まで様々だ。

　そんな奇き妙みような男女の群に取り囲まれたクレアだが、焦あせった様よう子すもなければ、逆に彼らの異い質しつな姿を見て嘲あざける事もない。

　ただ、何となく彼は昔の事を思い出した。

　──ああ、なんかサーカスの連中を思い出した。

　──普通のサーカスっつうより、こんな感じの変わり者の集まりって感じだったからな。

　──みんな、元気にしてるかな。

　しみじみと過去に浸ひたっていると、サロメが両手を広げながらゆっくりと口を開く。

「彼らはクリストファーと同じ『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんだよ。仲間であるクリストファーに膝ひざを折らせたという君に何か思う所があるようだ」

「へえ。確かにそんなノリだな、こいつら」

「彼らに対して、何か言う事があるかね？」

　自分の絶対的な優ゆう位いを信じているのか、サロメの顔には余よ裕ゆうの色があった。

　ただの妙みような服装の面めん々めんではないという事はクレアにも解わかる。

　恐らくは誰だれもが何かしらの分ぶん野やの一いち流りゆうなのだろう。そうした空気も含めてサーカス時代の仲間達たちと良く似ていた。

　だからこそ、クレアは僅わずかな親しみを込め、彼らに微笑ほほえみ──

「あー……あれだっけ、お前らの仲間のクリストファー？　確かに、俺おれがこてんぱんに叩たたきのめしてやった」

　何な故ぜか照れたよう頰ほおを搔かきつつ、あっさりと告げた。

「ちょっとこっぱずかしいが、褒ほめてくれるってんなら、ありがたく褒められとくわ」

「……？」「？」「？」

　戸と惑まどう奇き人じん達を前に、クレアは両手を広げながら極めてフレンドリーに──

　挑ちよう発はつのつもりなど欠片かけらも無くその言葉を言い放った。




「さあ、思う存ぞん分ぶん、俺を賞賛してくれ」





⇔






古ふるアパート　屋上




　そんな『便べん利り屋や』と『研究者』。そして『便利屋』の言葉に固まる『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんを、六階建てのビルの屋上から眺ながめる影があった。

「彼が、例のクリストファーをあしらったという人ですか」

「そうなりますね」

「リーザやシャムに聞いていた印いん象しようでは、もっと怪かい物ぶつじみた人かと思っていましたが……存ぞん外がい、普通の外がい見けんですね」

　燃えるような赤あか毛げの男を上から見下ろしつつ、楽しげに笑う黒くろ髪かみ金きん眼がんの男。

　清せい潔けつ感かんのある服装と片かた目めに巻かれた包ほう帯たいが、男に妙みような雰ふん囲い気きを醸かもし出させていた。

　男──ヒューイ・ラフォレットに対し、横に立つ、頭にバンダナを巻いた男が告げる。

「人は見た目じゃない、って事を思い知らせてくれるような奴やつですよ。恐らく、リーザにとってもトラウマだったんじゃないですかね。……フェリックス・ウォーケンと名な乗のっちゃいますが、恐らくは偽ぎ名めいで……」

「クレア・スタンフィールド」

「……はい？」

　唐とう突とつに呟つぶやかれた人じん名めいに、ヒューイの子こ飼がい部ぶ隊たい『妖怪ラルウア』の隊たい長ちようであるティムが、僅わずかに眉まゆを顰ひそめた。

「それがあの赤あか毛げの青年の本ほん名みようですよ。もっとも、公こう的てきな記録では既すでに死んだ事になっているので、フェリックスさんと呼んだ方がいいのかもしれませんが」

「……」

　──この狐きつね野や郎ろう。俺おれより詳しいんじゃねえかよ。

　不満を心しん中ちゆうに溜ため込みつつ、ティムは溜ため息いき一つで抗こう議ぎの代わりとする。

　そして、ティムは眼がん下かの通りにいる『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんを見て言った。

「……俺の知らない顔もいますね」

「ええ、まだ『妖怪ラルウア』に組み込む前の人達もいますからね。いずれ紹しよう介かいしますよ。貴方あなたの新しい部ぶ下かとしてね」

「お飾りの上じよう司しである俺に、拒きよ否ひ権けんは無さそうですね」

　今度は胸の奥にしまわず、ティムは刺とげを隠かくさずにヒューイに答える。

「そんな事はありませんよ。あなたが嫌いやだというなら、彼らはどこにも行けずにクビになるだけです。この不ふ況きようの世の中に放ほう逐ちくされるのかと思うと、少し心が痛みますが」

　全く心を痛めた様よう子すもないヒューイに、ティムは更さらに苛いら立だちを募つのらせかけたが、

　──まあ、『廃はい棄き処しよ分ぶんするだけだ』とか抜かさないだけマシと取るべきか。

　と、これ以上の私し憤ふんを募らせる事にも意味はないと判はん断だんし、怒りを緩やかに収しゆう束そくさせた。

「それで、どうなさるんですか。あの『便べん利り屋や』を」

「どうなるんでしょうね」

「ふざけているんですか？」

「まさか。彼は私の部下ではありません。私がどうにかするなどおこがましい事ですよ。働きかけはしますが、彼がどのような行動を辿たどるか……その結果を観察する事こと自体が、ある意い味み私の目的でもあります。まあ、彼に限らず、多くの物もの事ごとに対して言える事ですが」

　薄く微笑ほほえみつつも、ヒューイは冷めた調子で語り続ける。

「本当ならあそこにアデルさんやフランク、チーさん達も居れば良かったのですけどね。仮に全員潰つぶれる結果となっては、ティムさんが困るでしょう？」

　あそこにいるメンバーなら潰れても構わない。

　そんな物もの言いいをする雇やとい主ぬしの男に、ティムは眉を顰めつつ言った。

「あんた……何がしてえんだよ」

　およそ雇い主に向けたものとは思えぬ言葉遣づかいで、ストレートに問う。

　ヒューイは気分を害した様子もなく、さらりとした調子で口を開いた。

「私は知りたいだけですよ。色々な事をね」

　そして、最後は独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

「あの捻ひねくれた『悪あく魔ま』のようにね」

「……『悪魔』？」

「なんでもありませんよ。とにかく、私の行動原げん理りは知識欲よくに過ぎません」

　微笑ほほえみながら言うヒューイに、ティムは小さく首を振った。

「違う。あんたには、その先がある筈はずだ」

「ほう？」

「何かもっと明確な目的があって、ありとあらゆる事を知ろうとしてる。そんな気がしますよ」

「そういう鋭さは嫌きらいじゃありませんよ」

　肩を竦すくめながら部ぶ下かを賞しよう賛さんし、ヒューイはそんな部下の問いに対して堂どう々どうとはぐらかす。




「まあ、個人的な事なので、秘ひ密みつという事で」




　と、まるで恋人の存在を隠かくす少年のような調子で。

　普ふ段だんは感情を全て消し去った笑えみを浮かべる男が、この時だけは笑みに何らかの感情が込められていたようにも感じられた。

　だからこそ、ティムはそれ以上は何も聞いても無む駄だだろうと確かく信しんし、無む言ごんのまま眼がん下かに広がる光こう景けいに目を向け直す。




　するとそこでは、タイミング良く動きが起こり始めていた。





⇔






路ろ地じ




　時間は、ティムが屋上からクレア達に目を向ける数十秒前まえに遡さかのぼる。




「……驚いたよ。まさか、このタイミングでそんな安い挑ちよう発はつをするとは思わなかったね」

　サロメが肩を竦めながら言うと、呆あつ気けにとられていた奇き人じん達たち──『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんの表情に、明確な怒りの色が浮かび始めた。

　その様よう子すを見回したクレアは、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ、言った。

「話が違う」

　と、ただ一ひと言こと。

「……何が違うと言うのかね、便べん利り屋やフェリックス君」

「いや、あのクリストファーって奴やつが喧けん嘩か売ってきた時にさ、俺おれ、あいつに聞いたんだよ。その喧嘩を買って俺に何の得があるんだって。お前に勝つと何かいいことあるのかって」

　周囲の怒りが心しん外がいだという不満を込め、クレアは堂どう々どうと過去の約やく定じようについて語り続ける。

「そしたら、あいつ言ったんだよ。『僕に勝てば、【吸ラ血ミ鬼ア】のみんなに自じ慢まんできる』ってさ。普通そう言われたら、お前らに自慢したら賞しよう賛さんしてくれると思うだろ？　だって俺に得な話だって言うんだからよ。自慢して怒られたら俺がマゾヒストでも無い限り得じゃないよな？」

「……」「……」「……」「……」「……」「……」「……」「……」「……」

　クレア以外の九人が、纏まとめて沈ちん黙もくする。

　──目の前の男は馬ば鹿かなのではないか？

　そんな目でクレアの事を見る者が多かった。

　彼らを代表する形で、サロメが率そつ直ちよくに自分の心しん情じようを語る。

「クリストファーもクリストファーだが……。君は、そんな理由で彼と殺し合ったのかね？」

「ん？　ああ、向こうは殺しに来てたけど俺は殺す必要無なかったし、殺し合いって言い方はちょっと違うんじゃないか？　……ああ、悪い悪い、揚あげ足あしを取った。まあ、ぶっちゃけ、そんな理由であいつと戦って勝ったのに、今こうやって怒られてるのは心しん外がいなわけだ」

　すると、それまで沈ちん黙もくしていた『吸ラ血ミ鬼ア』の一人──顔に刺青いれずみを入れた女が問いかけた。

「会った事も無い私達に褒ほめられる為ためにクリスと？　正しよう気き？」

　クレアはクルリと声の方に向き直り、両手を広げながらその場にいる全員に宣せん言げんする。

「もちろん！　俺は賞賛される事が大好きだ！　お世せ辞じでも、噓うそでもだ！　だから、俺に対しては褒め殺しが有効だぞ？　それに、あのクリストファーって奴やつがお前らの大だい事じな仲間なら、あいつを噓吐つきにしない為ために、表おもて向むきは俺を褒めた方がいいんじゃないか？」

　ペラペラと講こう談だん師しのように喋しやべり続けるクレアだが、ふと何かを思い出し、人ひと差さし指ゆびを天に向けて説明を加えた。

「ああ、でも『天てん才さい』って褒め言葉は嫌きらいだから気を付けてくれ。俺は才さい能のうじゃなくて、努力で今の力を得たわけだからな。天才だとなんか怠なまけ者が何もしないのに強いみたいでイメージ悪いだろ？　悪いよな？」

　まるで『もう自分を褒める事は決定している』とでも言いたげな注意事じ項こうをまくし立てられ、『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんはどうしたものかと混乱する。

　言葉だけでペースに吞まれかけた『吸ラ血ミ鬼ア』達に、サロメは深い溜ため息いきを吐いた後、言った。

「もういい。『実験』を始めるとしよう。ただし、殺すんじゃあないぞ。あくまで、我々に与えられた仕事はその男を連れん行こうする事だからな」

　もはや問もん答どう無む用ようといった態度のサロメに、クレアは肩を竦すくめた。

「普通に頭下げて頼めば、無む傷きずで済むぞ？　お前らが」

「それでは実験にならんのでね。それに、場合によってはこれから同じ人物の下で働く事になるんだ。どちらの序じよ列れつが上か確かく認にんしておくのも悪くないだろう？」

　サロメの言葉が終わると同時に、クレアの周囲の空気が変わる。

　どうやら、煙けむに巻かれかけていた『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんが自分の仕事を思い出し、改めてクレアの事を敵だと認にん識しきしたようだ。

「身み勝がつ手てな奴やつだ。おいお前ら、あんな奴やつの手て下したなんて大変だな。同どう情じようするぞ」

　そんな彼らに、クレアは問う。

「同情ついでに聞くけどよ。お前らさ、本当にそれでいいのか？」

「？」

「どうもそこのオッサンは俺おれの実力を試したいらしいが、ここで俺にやられても、単なる嚙かませ犬で終わるわけだぞ？　ここで意い表ひようをついて、俺の味み方かたにつくって生き方があってもいいと思うんだが……どうだ？」

　彼らの上じよう司しであるサロメの目の前で、堂どう々どうと離り反はんを呼びかける便べん利り屋や。

　まさかそんな提案をされるとは思っていなかったのか、数人は戸と惑まどった顔を見せるが──残りの者は、顔にあからさまな嫌けん悪おの色を浮かべた。

　刺青いれずみ女が言う。

「クリストファーに勝ったからって、随ずい分ぶん調子にのってるじゃないか」

「そうか？　クリストファーをへこませる前から俺はこんな感じだぞ？」

「……私達の事を随ずい分ぶん舐なめてるみたいだけどさ、私達の中にあんたより強い奴がいるとは思わないのかい？」

「ああ、そういう可能性もあるかもしれないな。確かに俺は凄すごく強いし、誰だれにも負けないという自信はある。何より、愛するシャーネの為ためにも俺は誰よりも強くなければならないんだが……まあ、可能性そのものは否定しない」

　己おのれの人生を振り返るかのような物もの言いいで語り続けるクレア。

「だけどな、仮にお前らが俺より強いとしたら、だ……」

　ふむ、と周りの男女を見回し、今度は僅わずかに目の色に蔑さげすみの色を含め──一ひと言こと。




「自分より弱い奴を八人がかりで袋ふくろ叩だたきとか……恥はずかしくないのかお前ら？」
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「……なんで始まらないんだ？」

　ビルの下にいる者達たちの様よう子すを見て、ティムが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。

　すぐに乱らん闘とうが始まると思ったが、何やら全員動うごかずにいるままだ。

　サロメが得意の長なが口こう上じようを続けているのかとも思ったが、それにしても妙みようだ。

　元からの仏ぶつ頂ちよう面づらを更さらに険けわしくするティムに、横にいたヒューイが言う。

「これは面白い。単に兇きよう猛もうな男というわけではないようですね」

「そうとは限りませんよ。もしかしたら必ひつ死しに命いのち乞ごいでもしてるのかもしれない」

「それはそれで面白いので構いませんよ」

　飄ひよう々ひようと言うヒューイに、ティムは片かた眉まゆを上げて何か文もん句くを言おうとしたが──結局何なにを言っても無む駄だだろうと判はん断だんし、そのままビル下の路ろ地じに視線を戻した。
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「おい、サロメ。こいつ殺していいか？　殺していいよね？」

　明確な殺さつ意いの籠こもった刺青いれずみ女の声に、サロメよりも先に『便べん利り屋や』が答えた。

「まあ落ち着け。他にも八対たい一を避けたい理由はある」

　クレアは腕を組み、一人で納なつ得とくしながらウンウンと頷うなずく。

「俺おれは、このままお前らを蹂じゆう躙りんする。まあ、手て早ばやく言うとボコボコにするってわけだが……流さす石がに俺一人ひとりに負けたら、お前らも面子めんつが立たないだろう」

「……？」

　何を言い出すんだこいつはという顔をする面めん々めんの前で、『便利屋』は更さらに続けた。

「そこでこうしよう！　そこのゴーグルのオッサンも数に含めて、俺とお前らで五対五のチーム戦だ！　そうすればどっちが勝ってもフェア……正せい々せい堂どう々どうと戦ったと言える！　やった！」

　なんといいアイディアを思いついたんだと会かい心しんの笑えみを浮かべる『便利屋』に対し、周りの者達はようやく気が付いた。

　この男は、先せん刻こくから自分達を挑ちよう発はつしようとして奇き妙みような言げん動どうを繰り返しているのではない。

　本当に、心の底から思った事を言っているだけなのだと。

　まるで状況をより自分にとって楽しくする為ために、これからなるべき運命そのものを口にしているかのように。

　世界の支配者どころではない。自分が自分の運命を決める絶対神しんであるかのような傲ごう慢まんさだ。

　ただの馬ば鹿かとしか思えない言動も、それに見合った裏付けがあるとするならば全く意味合あいが変わってくる。

　少なくとも、こちらの心を揺さぶろうという安い駆かけ引きをしているわけではない。

　本当に単なる妄もう想そう癖へきのある馬ば鹿かならば良かったとも思うが、クリストファーを倒しているという事じ前ぜん情報がその可能性を打ち消した。

　舐なめていたのはこの『便べん利り屋や』の男ではない。自分達たちの方だ。

　この瞬しゆん間かんまでは、クリストファーが負けたのは何かの偶ぐう然ぜんか、彼独どく特とくな気まぐれがそうさせたのだと思っていた。しかし、自分達の方こそ考えていなかったのだ。目の前の男が──本当に強大な敵であるという可能性を。

　訓くん練れんされた軍ぐん人じんならば、そんな油ゆ断だんはしなかったかもしれない。

　しかし、『吸ラ血ミ鬼ア』──特にこの場にいる面子めんつは、自分達よりも身しん体たい能力、戦せん闘とう能力に優れた者と戦った事がなかったのだ。

　せめてチーやシックルといった、敗北の経験がある面子がいるならば話は違ったかもしれないが──

「残念ながら、この場にはいないってわけか。チーなら『それが全てだ』と言って終わらせる所だな」

　舌した打うちをする刺青いれずみ女を始め、周囲の面めん々めんから『便利屋』への怒りは消えている。

　その代わりに、より研とぎ澄すまされた殺さつ気きを路ろ地じに張り巡らせた。

　彼らは今、正確に認にん識しきしたのだ。

　目の前にいる男は──自分達が今まで経験した事の無い『敵』であると。




　粘ねん度どを増し、全身に絡みつく殺気を受けるクレア。

　彼は先せん刻こくまでと違う笑えみを浮かべ、『吸ラ血ミ鬼ア』達に言った。

「じゃあ、お前とお前と君と……あとあんたが俺のチームな」

　本当に『チーム分け』をするつもりのようで、目に付いた四人を適当に指し名めいしていく。

　燕えん尾び服ふくの男に髑髏どくろマスク、ニット帽ぼうの厚あつ着ぎ少女、そして、最も敵てき意いを剝むき出しにしている刺青ドレスの女だ。

　しかし、もはや『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんがその言葉に惑まどわされる事はない。

　純じゆん粋すいに命令を待ち続ける彼らに、完全に無む表情になったサロメが手を掲かかげた。

　もはや部ぶ下か達たちの『殺さつ意い』を止める事は不ふ可能だと察したのだろう。

　サロメは感情を極きよく力りよく消し、目の前の光こう景けいを余あますこと無く観察しようと覚かく悟ごし、告げた。




「実じつ験けん開始だ」




　淡たん々たんと呟つぶやかれたその言葉が終わるか終わらないかという所で、『吸ラ血ミ鬼ア』の中の数名が地面を蹴けり──

　人ひと払ばらいされた路地に、人間達の熱が弾はじけ満ちた。




　それに呼こ応おうする形で、クレアはゆっくりと両手を広げる。

　憎ぞう悪おが込められた熱を全身に浴びながら──彼は、殺さつ意いすらも愛いとおしいとばかりに、口を開いた。

「ようこそ、俺おれの世界へ」

　底そこ知しれぬ寒さむ気けを感じさせる、凶きよう悪あくな微笑ほほえみを浮かべながら。




「……歓かん迎げいするぜ、端役諸君エキストラ」
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「やっと始まったか」

　ティムはその様よう子すを見て、やれやれと息を吐く。

「人ひと死じにが出なきゃいいが」

「ティムさんは、『吸ラ血ミ鬼ア』が不利だと？」

「さてね。何しろ俺も知らない連れん中ちゆうなんで」

「根に持ちますね。これを機会に知ってあげて下さい」

　皮ひ肉にくを軽く受け流しつつ、ヒューイも眼がん下かで繰り広げられる乱らん戦せんに目を向けた。

　そして、気付く。

　見た瞬しゆん間かん、それを『乱戦』だと判はん断だんした自分に。

「ほう」

「あん……？　なんだ？」

　ヒューイから数秒遅おくれて、ティムも気付く。

　サロメを除いた八人が、便べん利り屋やフェリックス一人を押さえ込むという話だった筈はずが、何か複雑な状況になっているという事に。

「仲間割われ……？　いや、違うな……」

　不ふ可か解かいな光こう景けいに、ティムは首を傾かしげる。

　何しろ、『便利屋』は確かに『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんと戦っているのだが、何な故ぜかそのうち四人としか戦っていない。

　屋上から俯ふ瞰かんで眺ながめているからこそ、その異常を理解する事ができた。

　確かに『吸ラ血ミ鬼ア』は八人がかりで『便利屋』に攻こう撃げきを仕掛けている。

　だが、『便利屋』はその猛もう攻こうを受け流しつつ、自分からは特とく定ていの四人にしか反はん撃げきを加えていないではないか。

　離れた場所に立っているサロメも数に含めるなら、五対たい五で乱らん戦せんしていた片方のチームが仲間割われを起こし、後ろから仲間を襲おそっている──

　そう思って『仲間割れ』と思わず呟つぶやいたティムだったのだが、元もと々もと仲間ではない『便べん利り屋や』と『吸ラ血ミ鬼ア』の間で仲間割れもへったくれも無い。

　どこか楽しげに路ろ地じを眺ながめるヒューイを余よ所そに、ティムは改めてあの『便利屋』が不ぶ気き味みな存在だと思い知り、眉み間けんの皺しわをますます深めながら呟いた。




「一いつ体たい、下で何が起こってんだ……？」
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　ティムが混乱を続けるこの状況は、会話を聞いていた者達たちにとっては実にシンプルだった。

　クレアが一方的に『仲間』だと指定した四人の『吸ラ血ミ鬼ア』メンバー。

　もちろんその四人もクレアに攻こう撃げきを加えようとするのだが、それを器き用ように躱かわしながら、『敵』として分ぶん類るいした四人に反はん撃げきを試みている。

『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんの動きは、当然ながら単に殴なぐる蹴けるだけではない。

　この時代のアメリカでは殆ほとんど知られていない異い国こくの格かく闘とう技ぎの動きをする者、異い様ように長い足を手のように操あやつる男、人ひと並なみ外はずれた動どう体たい視し力りよくを用いて、クレアの動きを読んでその延長線せん上じように複数のくないを投げる者など様々だ。

　だが、それを上回る形で──クレアの動きと判はん断だん力りよくは常識の埒らち外がいだった。

　自分が走る先を読むかのように飛んでくる刃やいばを避けつつ、時にそのくないを摑つかみ取って別の敵に向かって投げ放つ。

　更さらには、自分が避けたら味み方かたと指定した『吸ラ血ミ鬼ア』に当たるという状況では、その『吸ラ血ミ鬼ア』を守る形で敢あえて地面に叩たたき落とすというマネをしてみせた。

　彼は一方的に味方だと指定した者に手を出さないだけでなく、しっかりと仲間として守ろうとしたのである。




　そんな『便利屋』の行動は『吸ラ血ミ鬼ア』達のプライドをズタズタにする行為なのだが、彼らにはそれを気にする暇ひますらなかった。

　──本当に、私は一人と戦ってるのか？

　刺青いれずみ女が、背に冷ひや汗あせを滲にじませる。

　闘たたかい始めて僅わずか数十秒だというのに、尋じん常じようではない疲労が蓄ちく積せきしていた。

　まるで、屈くつ強きような格かく闘とう家かの集団を同時に相手にしているかのような感覚。

　精神的なプレッシャーは肉体の疲労よりも大きく戦せん闘とう意い欲よくを揺さぶり、自分達たちの目の前にいるのは、人間に化けた猛もう獣じゆうか何かなのではないかという妄もう想そうに囚とらわれる程ほどだった。

　──畜ちく生しよう。シックルの姐あね御ごが居れば……。

　思わずこの場にいない仲間の事を考えてしまった自分を恥はじつつ、刺青いれずみ女は上じよう半はん身しんを捻ひねる。

　やはり常じよう人じん離ばなれした筋きん肉にくの柔らかさと関かん節せつの稼か働どう範はん囲いにより、一八〇度を超えてねじ曲げると──刃やいばを手に捻ひねりを反はん転てんさせ、回転の勢いを利用してムチさながらの勢いで『便べん利り屋や』の背を斬きり付けた。

　だが、紙かみ一ひと重えでかわされたかと思うと、『便利屋』の姿すがたが視し界かいから消える。

「！」

　──何ど処こだ!?

　刺青女を始め、『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんが敵の姿すがたを追うと──

　『便利屋』は、味み方かたと指定したニット帽ぼうの少女の背後に回り、その肩に手を置いていた。

　筋肉か神しん経けいのツボでも押さえているのか、どうやら少女は肩を軽く押さえられているにも関わらず腕を上に上げられないらしく、腕をプルプルと震わせて固まっている。

　そんなニット帽の少女に、『便利屋』は穏おだやかに笑いながら言った。

「毒はダメだ」

「!?」

「そこから撒まいたら同どう士し討うちになるだろ？」

「……っ！」
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　ニット帽のせいで目は見えないが、少女が驚きよう愕がくした事を周囲の誰だれもが理解する。

　少女だけではない、彼女の特とく性せいを知る『吸ラ血ミ鬼ア』の面々は皆揃そろって驚愕した。

　彼女の特とく技ぎは、厚あつ着ぎの下に隠かくした様々な『毒どく』の散さん布ぷだ。

　しかし、それを知っているのはサロメ率ひきいる研究チーム『リズム』と、『吸ラ血ミ鬼ア』の仲間だけだ。報告を受けていればヒューイ・ラフォレットも知っているだろうが、目の前の『便利屋』が知っている道どう理りは無い。

　ましてや、彼女はまだ具体的になんの動きも見せていなかったのだから。

「……どうして……解わかったの？」

　消え入りそうな少女の声に、クレアは答える。

「え？　いや、嬢じようちゃんの体格なら格闘技ぎやゴツイ銃じゆうを使うって感じじゃないし、爆ばく弾だんとか毒とかだろうなーって思ってたんだよ。そしたら、ずーっと俺おれから見て風かざ上かみに立とうとしてたからさ、ああこりゃ確かく定ていだなーって」




　『便べん利り屋や』の放った言葉を聞き、離れた場所で観察していたサロメの目が変わった。

　ほんの数十秒の乱らん戦せんの中でそんな所にまで意い識しきを向け、彼女が毒どくを使用しようとする瞬しゆん間かんに動きを封じたという事実。それを見て、サロメは目の前にいるのが今までの検人体間とは全く違う異い質しつな存在だと確かく信しんしたのである。

　──『完かん璧ぺきな人間』。

　そんな安っぽい単たん語ごが研究者の頭を過よぎったが、即そく座ざに、的まと外はずれな妄もう想そうだと否定した。

　しかし、常じよう人じん離ばなれしているという一点においては認めざるを得ない。

　──クリストファーは私の傑けつ作さくだ。ここにいる者達たちも、基本的な身しん体たい能力や反射神しん経けいではクリストファーに劣っていない。

　──だが……人間が、それを八人も相手にして……しかも特とく殊しゆな条件を己おのれに課した状態で、尚なおも上回ると言うのか？

　──馬ば鹿かな……人間の定てい義ぎが崩くずれるぞ。

　ニット帽ぼうの少女を押さえ込まれた事が原因で、『便利屋』を囲む『吸ラ血ミ鬼ア』達の動きが止まっている。冷れい酷こくな暗あん殺さつ者しやとして育てたわけでは無い為ため、仲間を見み捨すててでも敵を倒すという事は教えていない。寧むしろ、仲間意識が人間以い上じように強い『吸ラ血ミ鬼ア』の実験体たい達たちでは、そのような戦い方を教える事自じ体たいが無む意味かもしれないが。

　サロメは胸きよう中ちゆうに過ぎる様々な思いを抑え付け、淡たん々たんと皮ひ肉にく混まじりの賞しよう賛さんを口にした。

「まったく。ここまで厄やつ介かいな被ひ検けん体たいだとはね。まるで君の方が本ほん物ものの吸きゆう血けつ鬼きのようだ」

　賞しよう賛さんと皮ひ肉にくを交えた言葉に、クレアは笑って答える。

「俺おれのサーカスにも自じ称しよう吸血鬼はいたが、お前らほど妙みような格かつ好こうはしてなかったぞ？　せいぜいキラキラした帽ぼう子しとスーツを着てたぐらいだ」

　殺さつ意いに囲まれたまま世せ間けん話ばなしのノリで話すクレアに、サロメも薄く笑う。

「吸血鬼の服装の趣しゆ味みなど知らんよ。さて……私は君の敵チームだったな」

　薄い笑えみを地面に向け──サロメは、ゆっくりと両手を広げた。

「そろそろ私もゲームに加わらなければ、手て抜ぬきと思われてしまうねえ」

　そして、『吸ラ血ミ鬼ア』達を見回しながら、残念そうに首を振る。

「しかし……私としたことが、実験器き具ぐの選せん定ていをしくじってしまった。ここは一いつ旦たん……実験をリセットした方がよさそうだ」





⇔






屋上




「埒らちがあかねえ……っていうか、おいおい、サロメの奴やつ……っ！」

　屋上からサロメの動きを見ていたティムが、焦しよう燥そうに満ちた声をあげた。

　──あの実験馬ば鹿か、アレをやる気か!?

　──なんの為ために人ひと払ばらいしたと思ってんだアホ！

　どうやらティムはサロメが何をしようとしているのか理解しているらしく、それがもたらす結果について怒りをわき上がらせているようだ。

　──『吸ラ血ミ鬼ア』の連れん中ちゆうごと壊こわす気か、あの野や郎ろう！

　──ていうか、それであの『便べん利り屋や』だけ無ぶ事じだったらどうすんだ！

　──それどころじゃない、俺達もここに残ってたらやばい！

　心しん中ちゆうで叫んでから、目の前でサロメにそれを言った所で無む駄だだと推すい測そくする。

「まずいっすよ、サロメがアレをやったら、流石さすがに捜そう査さ局きよくに感づかれ……」

　とりあえずこの場から離れる事を進しん言げんしようとしたティムは、勢い良くヒューイの方に顔を向けたのだが──

　そこには誰だれもおらず、殺さつ風ぷう景けいな屋上の景色けしきが広がるだけだった。

「え？」

　──ヒューイの奴やつ、先に逃げたのか!?

　頰ほおを引きつらせながら勢い良く上じよう下げ左さ右ゆうに視線を巡らせるティムだったが、直後、自分の推すい測そくが間違っていた事に気付く。

　一いつ瞬しゆんだけ視し界かいの隅すみに映る人ひと影かげを追った結果──その人影が、向かいのビルとの間に落ちていくものだと確かく認にんできたからだ。

「ひゅっ……ヒューイ!?」

　慌あわてて身を乗り出すと、そこにはビルの屋上を軽やかに落ちていくヒューイの姿すがたが見えた。

　まるで、舞い落ちる羽は根ねのように軽やかに、落ちながらビルの突とつ起きや窓まど枠わくを蹴けり、勢いを絶ぜつ妙みように殺しながら下か降こうしていくヒューイの身体からだ。

　それが落ちているのではなく、彼なりに最も速い方法で降りているのだと理解したティムは、天を仰あおいで頭を抱えた。

　──成り行きを見守るんじゃなかったのかよ！

　続く不満は、歯は軋ぎしりと共に口に出す。




「大体、アンタが前ぜん線せんに出てどうすんだよ！」
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「っ!?」

　サロメの挙きよ動どうを見て、『吸ラ血ミ鬼ア』達が身を強ばらせる。

　ニット帽ぼうの少女の肩を摑つかんでいたクレアは、彼女の全身が恐きよう怖ふに震え出すのを感じ取った。

　──何か、する気だな。

　目を細めるクレアを余よ所そに、刺青いれずみ女が叫ぶ。

「ちょっとサロメ！　何するつもりなのさ！」

　するとサロメは、ゴーグルの奥で悔かい恨こんの色に満ちた瞳ひとみを潤うるませ、言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ、君達の事は愛している……ああ、愛しているとも！　だから、安心したまえ！」

　──まずいな。毒どくよりヤバイことをしてきそうだ。

　クレアは当然ながら『ここで自分が死ぬかもしれない』とは微み塵じんも考えてはいなかったものの、先せん刻こく自分で『味み方かた』と認にん定ていした四人の『吸ラ血ミ鬼ア』を守り切るのは難しいと判はん断だんした。

　元々敵てきだろうが何だろうが、自分自じ身しんが決めた『ルール』に従わないのは恥はずべき事だ。クレアはそう考える。それ故ゆえに、四人を見み捨すてずに助ける方法を考えた。

　そして、僅わずか一秒足たらずで決けつ断だんする。

　──何かやる前に……潰つぶすか。

　クレアの行動は素す早ばやかった。

　ニット帽少女の肩から手を離すと、彼女の腕を軽く引く。

　すると、その手の先には、先せん刻こく彼女が使おうとしていた毒どく薬やくの小こ瓶びんが握られていた。

「あ……」

　小さく声を上げた少女に、クレアが小こ声ごえで謝る。

「死ぬ毒だったらゴメンな」

　別に彼女にその毒を使うわけではないのだが、場合によっては少女の上じよう司しであるサロメという男を死なせる結果となる。

　そうした意味で先に謝しや罪ざいをしたクレアは、あとは問もん答どう無む用ようとばかりに、恐きよう怖ふで力が抜けていた少女の手から小瓶を上う手まく掠かすめ取った。

　瓶の中なか身みは粉こなであり、恐らく風に乗せて使うつもりだったのだろう。

　その瓶を直接サロメの顔面に投げつけようと、神しん速そくで投とう擲てきの構えに移行したクレアだが──

　彼の類たぐい希まれなる動どう体たい視し力りよくと反射神しん経けいが、寸すん前ぜんでその行為を中ちゆう断だんさせた。

　サロメがクレアの肩の上あたり、つまりはクレアの背後やや上方に視線を向けて驚愕し、その動きを止めた事に気が付いたからだ。

　彼が具体的に何をしようとしていたのかまでは解わからないが、確かな事は、こちらの後ろで何かが起きたという事だ。

　クレアは小瓶を手にしたまま、勢い良く背後を振り返る。

　そこで彼の視し界かいに飛び込んできたのは──

　路ろ地じに突とつ然ぜん現れた一人の優やさ男おとこが、機き械かい的な笑えみを浮かべている姿すがただった。

「なっ……」「馬ば鹿かな……」「どうしてここに？」

　クレアに続いてその男を視し認にんした『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんが、一いち様ように驚きよう愕がくの声を上げる。

　優男はそんな『吸ラ血ミ鬼ア』の面々に軽く視線を送った後、自分から見て一番遠とおい場所に立っていた男に声をかけた。

「サロメさん。乱らん暴ぼうはいけませんよ」

　優しい調子で紡つむがれた言葉に、サロメは目を見開き、慌あわてて謝罪の言葉を口にした。

「もっ……申もうし訳わけ……申し訳ございません！」

　今までの余よ裕ゆうに満ちた態度はどこへやら、顔を青くして冷ひや汗あせを搔かいている。

　そんなサロメの態度から、目の前の男がどうやらこの一件の黒くろ幕まくらしいと気付いたクレアだが、その追及よりも先に、気になった事を口にした。

「あんた……上から降りてきたのか？」

「ええ。……昔は、仮か面めんを被かぶって軽かる業わざ師しの真ま似ね事ごとをしていたものですから。慣なれてましてね」

　何な故ぜか感かん慨がい深ぶかげに言うと、男はクレアに視線を向け──

　柔にゆう和わだが筋すじの通った声で、謝罪の言葉を告げる。

「彼らの雇やとい主ぬしとして謝罪させて頂いただきます。身み内うちの御ご無ぶ礼れいをお許し下さい」




　ボスであるヒューイ・ラフォレットの謝しや罪ざいを聞き、刺青いれずみ女を始めとする『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんは身を震わせた。

　いつも通りの、爽さわやかささえ感じる声。

　だが、彼が国こつ家かを敵に回すテロリスト、ヒューイ・ラフォレットだという事を知っている身からすれば、その笑えみの内側にあるのは果てしない空くう虚きよではないかという疑ぎ念ねんを抱かざるを得ない。涼すずやかな威い圧あつ感かんとでも言うのだろうか、ヒューイが優しげな声を出せば出す程ほどに背せ筋すじに冷たい汗あせが滲にじみ出る。

『便べん利り屋や』も常じよう人じん離ばなれして勘かんの鋭い男だ。ヒューイの本ほん質しつなどあっという間に見み極きわめた事だろう。

　──だが……いくらヒューイ師しでも、こいつに手た綱づなをつけるのは無む理りだ。

　刺青女が、そう確かく信にんする。

　この『便利屋』フェリックスという男は異常だ。

　恐らくは、心の底から『この世は自分の所しよ有ゆう物ぶつだ』と信じ切っている。

　そんな相手に、脅おどしの類たぐいが通じる筈はずもない。

　不ふ滅めつの肉体を持つヒューイの肉体を、もしかしたら殺しきる事ができるのではないかと思わせる程ほどの存在、まさに人類にとっての特とく異い点てんとでも言える男だ。

　支配者と不ふ死し者しや。

　どちらが勝つにせよ、ただで終わるわけがない。

　互いの全てを懸かけた奪うばい合いが始まる。

　結果がどうなるにせよ、自分達はそれを目に焼きつけなければならない。

　人と人ならざる者。

　その間に漂う『不ふ完全な不死者』として生み出された自分達がどう生きるべきなのか──これから始まる闘とう争そうから、それを摑つかむ事ができるかもしれない。

　唾つばを吞み込み、『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんはフェリックスから一歩離はなれ、事じ態たいの成り行きを見守る事にした。

　嫌いやな風がビルの合間を吹き抜ける。




　そして──

　風かざ音おとが止むのを待っていたかのように、『便利屋』フェリックスが口を開いた。

「その目と顔立ち……」

「？」「？」「[image: はてな]」

　全く予想外がいの切り出し方に、ギャラリーと化したサロメ達の脳のう裏りに疑問符ふが浮かぶ。

「もしかして……シャーネのお兄にいさんですか？」

　唐とう突とつに切り出された固こ有ゆう名詞。

　シャーネというのは、ヒューイの娘むすめの名だ。

　答えを知っているが故ゆえに、刺青いれずみ女達たちはますます混乱する。

　ヒューイはリアクションに戸と惑まどっている部ぶ下か達を前に、堂どう々どうと相手の間違いを指し摘てきした。

「いいえ、父ちちです。よく若く見られるのですが……不ふ死し者しやなもので、申もうし訳わけない」

　その言葉に対する『便べん利り屋や』の反応は劇げき的てきだった。

　背せ筋すじをピシリと伸ばすと、外がい交こう官かんさながらの動きで右手を差し出す。

「初めまして、フェリックス・ウォーケンです。お会い出来て光こう栄えいです」

　彼はそれまでの傲ごう慢まんさを完全に消し去り、どこにでもいる一人の男として目の前の男──未来の義ぎ父ふになる者の手を取った。

「いやあ……ありがとうございます。シャーネを俺おれの世界に生うんでくれて、本当にありがとうございます！」

　堅い握手と共に述べられる、厚く篤あつい感謝の言葉。

　むしろ、普通の男よりもテンションが幾いく分ぶん高く感じられる。

「娘さんと交際させて頂いただいているので、どうぞよろしく。正直、結婚を考えています」

「それはそれは。不束ふつつかな娘ですが、宜よろしくお願いします」

　微笑ほほえみと共に答えたヒューイは、表情を変えぬまま別の話を切り出した。

「ところで、便利屋であるフェリックスさんに仕事を依頼したいのですが……」

「それはそれは。お伺うかがいしましょう？」

　上じよう機き嫌げんで『商しよう談だん』を進めるフェリックスの言葉を聞き、ヒューイは周囲を見回し、告げる。

「こんな道みち端ばたではなんですから、場所を変えませんか？　娘に初めてできた恋人です。是ぜ非ひ、食事でも奢おごらせて下さい」

「喜んで！」

「では……サロメさんの車、二人乗のれますか？」

　突とつ然ぜん話を振られたサロメは、ハッと正しよう気きに戻り、服の裾すそとゴーグルの位置を直しながら咳せき払ばらいをした。

　そして、彼は気持ちを完全に切り替え、整せい然ぜんたる足取りで車に向かう。後部座ざ席せきの扉とびらを開き、サロメは慇いん懃ぎんな調子で二人を迎え入れる準備を整えた。

「それでは、会食の場までご案内させて頂きます」

　執しつ事じのように振る舞うサロメを待たせる事なく、ヒューイとフェリックスは歩き出した。

　固まったままの『吸ラ血ミ鬼ア』の横を、何事もなかったかのように通り過ぎる二人だが──

　フェリックスはニット帽ぼうの少女の横に立ち止まると、彼女の手に先せん刻こくの毒どく薬やく瓶びんを握らせた。

「これ、ありがとな。毒は危ないから、取り扱いに気を付けろよ？」

「え……？　……あ、はい……」

　少女の返事に満足したのか、フェリックスは鼻はな唄うた混まじりでヒューイと共に歩いてゆく。

「シャーネのどこが気に入ったんですか？」

「全部です」

「それは凄すごい」

　と、和なごやかな会話を続けながら、二人は車に乗り込み──

　多くの者達を現げん場ばに残したまま、何事も無かったかのように現場から消え失うせた。




「……」

「…………」

「………………？」

「？　!?　[image: はてな]　？　……!?」

　放ほう心しん状態となった『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めん。

　ヒューイとフェリックスが乗り込んだ後、サロメも助手席せきに乗り込み、残された者達たちに何を告げる事もなく去ってしまった。

　現場に放ほう置ちされる事となった彼らは、ただ、沈ちん黙もくを続ける。

　あまりと言えばあまりな展開に状況の整理が追いつかず、暫しばらく動く事ができずにいた。

　そんな彼らに、横から声がかけられる。

「よう、『妖怪ラルウア』を取り仕切ってる、ティムってもんだ。よろしくな」

　バンダナを頭に巻いた男は、眼鏡めがねをクイ、と直しながら皆に告げる。

「新しい上じよう司しとして、今の作さく戦せん行動の結果について一ひと言ことだけ伝えとくぞ」

　続いて紡つむがれた言葉は──

　まるで、自分自じ身しんに言い聞かせているようだった。




「あの赤あか毛げの事は、全部悪わるい夢だと思って忘れろ。以上だ」













十章　逃とう亡ぼう者しやの塒ねぐらに毛布は無い







　アメリカという国にも、他の国と同どう様ように様々な顔がある。

　華はなやかなイメージもあれば、当然貧ひん困こん層そうも存在し、未み曾ぞ有うの大だい不ふ況きようの前ではそうした負の側面が社会を広く蝕むしばみつつあった。

　政府はニューディール政策などでその影と闘たたかい続けているが、国こつ家かの経済が回復するのはもう少し先の話となる。

　大だい恐きよう慌こうが始まってから数年。

　各地では食糧を求める者達による暴ぼう動どうが繰り返されていたが、暴動ができる者達はまだましな状況だった。

　ある州では失しつ業ぎよう者しや達たちの空くう腹ふくが続き、デモをする事すらできなくなったというケースが報告され始め、電気代だいを払えぬ者達が増えた結果、夜に電気一つ点つかない区く画かくが点てん在ざいする事じ態たいとなる。

　裕ゆう福ふくな層の人間達は、不況でも煌きらびやかな明かりに包まれ、暖房で寒さを凌しのぐ事ができた。しかし、貧困層の者達は、職を探せども存在しないという状況から中々抜ぬけ出せずにいた。

　悲ひ愴そう感かんが漂う中、いくつもの救きゆう貧ひん院いんがパンクし、多数の放浪者ベイグラントが街に溢あふれかえる。

　多くの人々が不ふ況きようの影に命を縛しばられ続ける中、政府は福ふく祉し宿泊施し設せつの増ぞう設せつなども含め、様々な対策で不況の影と闘たたかい続けていた。




　そんな中──政府ではなく、ある医い者しやの出しゆつ資しにより急きゆう場ばしのぎで造られた宿泊施設。

　ニューヨークの外はずれにあるその施設では、富ふ豪ごう達たちが住むミリオネア・ロウとは全く異なる空気が漂っており、家を失った者やその家族が身を寄せ合って暮らしていた。

　フレッドという医者によって作られたこの施設は、廃はい業ぎようしたホテルをそのまま買い取って使っている。元々は病院として再さい利用するつもりだったらしいが、街に溢れる失しつ業ぎよう者しや達の寒さを凌しのぐ場として不況が終わるまではと宿泊施設として利用したらしい。

　最さい低てい限げんの家や賃ちんで部屋を貸してはいるが、経けい費ひなどを考えれば赤あか字じ覚かく悟ごのボランティアという形となる。

　ただ、この不況だというのに、まだここの宿泊施設に出入りしている者は餓うえ死じにを心配せずに済んでいると言えた。

　その理由は、つい先日まで、彼らは一時的に職についていたからだ。

　マンハッタン島に程ほど近ちかい海岸沿ぞいに建つ、『ラーズランス』と渾あだ名なされる先せん鋭えい的なビル。

　多た目もく的てき商業ビルとして完成したそのビルの建築に、この地に住む多くの人間が駆かり出されたからだ。

　既すでに除じよ幕まく式しきは済んでいるが、まだ地下の一部は工事中ちゆうらしく、この宿泊施設からも多くの人じん員いんが工事現げん場ばに働きに出ている。

　中にはその工事で稼かせいだ金で、より良いねぐらを求めて宿泊施設を出る者も居たため、日によって部屋に空あきが生まれるという事もあった。




　そしてこの日──

　たまたま空いた部屋に、滑すべり込むように入り込んだ男が一人。




　最低限のベッドと家具だけが置かれた、部屋というにはあまりに狭い個室。

　部屋の隅すみでは蜘く蛛もとネズミが喰らい合っており、四し方ほうからは怒ど号ごうや泣き声、時に悲鳴のようなものも響ひびき渡ってくる。

「……まあ、前に俺おれが見かけた福祉施設に比べりゃマシか」

　金の尽きた娼しよう婦ふやチンピラ崩くずれが寄り集まり、電気もつかない部屋が殆ほとんどという名ばかりの宿泊施設。蠟ろう燭そくの火に明かりを求めた結果多おおくの火災が発生し、たびたび人ひと死じにが出ようとも待たい遇ぐうが改善される事はない。

　そんな場所に比べればここは良い環かん境きようだと自分自身に言い聞かせ、男は疲れたようにベッドへ腰を下ろした。

　──ああ、そうだな。周りから怒ど鳴なり声だの悲鳴だの聞こえるってこたぁ、まだ騒さわぐ元気はあるって事だからな。

　──寧むしろ、泣き叫びてえのにその気力すらねえのは俺おれの方だ。

　──……まあ、屋根もねえとこに寝ね泊とまりしてる連れん中ちゆうが山ほど居る中じゃ、幸せな方か……。

　──これで……追われてさえいなきゃな……。

　男──ネイダー・シャズクールは、改めて自分の立場を顧かえりみる。

　ラッド・ルッソという男に半なかば攫さらわれる形でＮＹに来たのだが、考えてみれば、その時点で何か良くない流れに足を搦からめ捕られていたのかもしれない。

　──あのラッドって奴やつに絡まれさえしなきゃ、今いま頃ごろはよ……。

　──……。

　──今頃、どうだったってんだ？

　そこで、気付く。

　自分には、もはや行くべき場所など無かったのだと。

　元々、ネイダー自身が刑けい務む所しよから出たかったわけではない。

　捜そう査さ局きよくに説得され、流石さすがに『幽霊レムレース』の残ざん党とうも自分の事など忘れているだろうと考えたのだが、今になって、ネイダーはそれが甘い考えだった事を思い知らされた。

　──そもそも、刑務所を出た後に俺らを見み張はってたのは誰だれだったんだ？

　謎なぞの追つい跡せき者しや、カジノでのトラブル、そして──

　──あんな、どこにでもいそうなウエイトレスの女まで……あの組織の……『ヒルトン』の仲間だったなんてよ……！

　カジノの外でたまたま出会った少女。彼女がこちらを見た瞬しゆん間かん、そのあどけなさの残る顔が、みるみる内に殺さつ意い混まじりの憎ぞう悪おに染そまっていった。

　その光こう景けいが、半日経たった今でも頭から離れない。




　あれからひたすら走り続けた後、仕事を終えた移動労働者ホーボーの集団に紛まぎれ込んだ結果、この宿泊施し設せつへと辿たどり着いた。

　食糧配はい給きゆうを行っていた職しよく員いんらしき男に尋たずねた所、丁ちよう度ど部屋に空あきが出て募ぼ集しゆうをかけようとしていた所だったらしい。

　切せつ羽ぱ詰つまった表情をするネイダーに気け圧おされたのか、あるいは配給の足しにしてくれと紙し幣へいを数枚差さし出したのが功こうを奏そうしたのか、とりあえず小さな部屋を借りる事ができた。

　手て近ぢかな店から枕まくらを買い、そこから綿わたを抜いて、カジノで手に入れた札さつ束たばを詰めていく。

　そんな作業をしながら、ネイダーは疲れた顔で溜ため息いきを吐き出した。

　──とんだお笑い草ぐさだ。

　──今まで目め上うえの連れん中ちゆうを騙だまして騙してのし上がってきた俺おれが……。

　──こんな所で、今度は金があるのに貧びん乏ぼう人にんのフリして周りを騙さなきゃならねえなんてよ。




　ネイダー・シャズクールは詐さ欺ぎ師しだ。

　詐欺師と言っても、金持ちに出しゆつ資し詐欺を持ちかける類たぐいの事は一度しかやっていない。

　職業というよりも、生き方と言った方がいいだろう。

　強きよう者しやに対して『自分は使える人間だ』と騙して取り入り、それまで自分が所しよ属ぞくしていた組織を潰つぶさせる。そして、取り入った先の組織で自分の地ち位いの限界を感じたら、組織の外に目を向け、より強い組織を探し出し──何の躊躇ためらいも無く自分を売り込み始める。

　そうした裏うら切ぎりを繰り返して、階段を上るように、より強い組織へと身を置いてきた。

　しかし、ヒューイ・ラフォレットの率ひきいる『幽霊レムレース』を踏み台にする事はできず、階段から足を滑すべらせるハメになる。

　奇き跡せき的てきに命を長らえる事ができたとは言え、このままでは破は滅めつする事に変わり無い。

　一体何な故ぜこうなったのか。枕まくらに金を詰め込みながら、改めて考える。

　何故、自分は詐欺師などになってしまったのか。

　自分にとって、最初の詐欺はなんだったのか。

　ヒューイの手て下したの報ほう復ふくを怖おそれ、刑けい務む所しよに匿かくまわれている間も──彼は怯おびえながら、ずっとそんな事を考えていた。

　もしもその『始まり』が無ければ、自分はこんな目に遭あう事も無く、父のトウモロコシ畑を継いで──幸せかどうかは解わからないが、少なくとも平へい穏おんに暮らせていたのではないだろうか。

　しかし、考えれば考えるほど、同じ答えに辿たどり着く。

　今もまた、開いた枕の端はしを縫ぬい合わせた所で、変わらぬ答えが頭に浮かぶ。

　それは、懐なつかしき故こ郷きようの風景。

　自分が最初に働いた詐欺は、幼おさな馴な染じみの──しかも、自分よりだいぶ年とし下したのあどけない少女についた噓うそだ。

　──「俺、おっきくなったらヒーローになるんだ！」

　──「ワイアット・アープや、ジェシー・ジェームズみたいにさ！」

　──「見てろよ、すっげえ強くなってやるからな！」

　──「そしたらよ……お前の事も、守ってやってもいいぜ？」

　誰だれかに虐いじめられて泣いていた少女を慰なぐさめる為ために──彼女を安心させる為についた小さな噓。

「噓のつもりは……無かったんだけどよ」

　ネイダーは金の詰まった枕をベッドに落とし、独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

　少なくとも、あの言葉を口にした瞬しゆん間かんは、ネイダーの想おもいは噓ではなかった。

　本当にヒーローになって、彼女の事を守る。それがネイダーの夢だったのである。

　しかし、結果は陳ちん腐ぷな詐さ欺ぎ師しで、大たい金きんをせしめる事すらできず、元もとテロリストの裏うら切ぎり者ものとして救きゆう貧ひん院いんのような宿やどに身を隠かくしている。

　ヒーローという物もの差さしで測るならば、カジノで大たい金きんを得たばかりの自分よりも、清せい廉れんなまま飢うえ死じにしそうになっている者の方がより近い場所にいる筈はずだ。

　子供の頃ころは本ほん気きでそう想おもっていたとしても、今がこれでは彼女に噓うそをついた事に他ならない。

　──「すごい！」

　──「すごいね、かっこいいね、ネイダー！」

　──「ネイダーなら、きっとすっごくつよくなれるよ！」

　──「やくそくだよ、ネイダー！」

　無む邪じや気きな笑顔で喜ぶ幼おさな馴な染じみの姿すがたが思い浮かび、その度たびに罪ざい悪あく感かんが彼の心を締め付ける。

　心の底からネイダーを信じていたからこそ浮かんだ彼女の笑顔。

　しかし、十年もの時が経たってしまった今、所々思おもい出もぼやけている。

　もっとハッキリと彼女の顔を思い出さなければ。

　自分自じ身しんの恐きよう怖ふを少しでも和やわらげようと、故こ郷きようの思い出に耽ふけろうとしたネイダーだが──

　幼馴染みの顔が突然憎ぞう悪おに歪ゆがみ、ネイダーに呪じゆ詛その言葉を吐き出した。

　──「裏切り者には、死を」

　歪んだその顔は──あのウエイトレスにそっくりだった。




「ぬあぁっ!?」

　全身をビクリと震わせ、ベッドから転げ落ちるネイダー。

　背中を床に打ち付けた痛みが気き付つけとなり、ネイダーは自分がいつの間にかベッドに座ったまま眠りかけていた事に気付く。

「ゆっ……夢か……」

　全身に冷ひや汗あせが滲にじんでおり、全力疾しつ走そうした直後のように呼吸が荒くなっていた。

　幼馴染みの顔が記き憶おくから一時的に消え去り、あのウエイトレスの顔が上うわ書がきされる。

　──くそっ！

　──なんなんだよ……。あいつら……一度俺おれを殺しかけて……他に裏切った連れん中ちゆうはみんな殺して……それでも、それでもまあ俺が許せねえってのかよ！

「……」

　ベッドに座り直して一分近ちかくかけて呼吸を整えた後、ヒューイの一いち味みらしきあの女の事を考える。

　あるいは、これから自分がどうすべきなのかを。

　最初からネイダーを探していたわけではなく、本当に偶ぐう然ぜん出会ったような感じだったが、それはそれで問題だ。

　あの男の一いち味みが、こんな町中で偶ぐう然ぜん出会う程ほどに蔓延はびこっているという事なのだから。

　数人だけマンハッタンにいたヒューイの手て下したと、本当にたまたま遭そう遇ぐうした……という可能性ももちろんあるのだが、どちらにしろ、一いち度ど見つかってしまった時点で危険度どは変わらない。

　すぐに島を出る事も考えたが、橋などには見み張はりがついている可能性もある。

　そして何より──また一人で逃げ出した所で、結局はジリ貧ひんである事に変わりはないのだ。ならば、今すぐに考えなければならない。

　どうすれば、自分が助かるのかを。

　何をすれば、全て無かった事にできるのかを。

　食と職を求めて全米を移動する浮浪者トランプや移動労働者ホーボーの集団に紛まぎれてしまえば、ある程てい度ど姿すがたは眩くらませるかもしれない。実際、先せん刻こくのカジノで偶ぐう発はつ的てきに手に入れた金がなければ、逃亡云うん々ぬんを抜きにしてもそうした生活をする可能性は大きかった事だろう。

　だが、奇き妙みような運命の巡り合わせによって手に入れた７７７スリーセブン一ひと揃そろえ分の大たい金きんだ。暫しばらく食糧と宿に困る事はないし、上う手まくすればこの不ふ況きように何か事業を興おこす事ができるかもしれない。

　しかし、強ごう盗とうにでも襲おそわれればお終しまいだ。

　銀行に預けるという手もあったが、出しゆつ所しよしてすぐに大金を預けたとなれば捜そう査さ局きよくに怪あやしまれるかもしれないし、何よりヒューイの一派の情報網もうに引っかかる怖おそれがあった。

　──畜ちく生しよう……。なんだよ……なんなんだよ。

　──なんで、俺おれみたいな下したっ端ぱを……こんな、何年も追い回して……なんの得があんだよ！

　怒りが浮かぶが、恐きよう怖ふを乗り越えられる程ほどではない。

「くそ……」

　──とりあえず休んで……それから考えよう。

　ろくに頭が回らないのは、純じゆん粋すいに休息が足りない事もあるだろう。せっかく手に入れた寝ね床どこを享きよう受じゆしようと考え、ネイダーはベッドの上に横になる。

「……毛布はねえのか」

　寒い季節の中、凍こごえてしまうと思ったものの、再び毛布を買いに外に出る勇気は無かった。

　今しがた枕まくらに金を隠かくしたばかりだし、下へ手たに目を離しては事情を知らない枕泥どろ棒ぼうに狙ねらわれかねない。かといって、枕を抱えて外出するのはあまりにも不ふ自然だろう。

「つーか……考えてみりゃ、こんな時間に開いてる店はねえか……」

　東の空が僅わずかに白しらんでいるものの、外はまだ暗く、深夜からようやく早朝に入れ替わったという時間だ。

　──……。管理人にんでもいりゃ、借りれる毛布があるか聞くんだがな……。

　そんな事を考えていると、部屋の中にノックの音が鳴り響ひびいた。

　ボロ扉とびらが叩たたかれる音は狭い部屋の中に存ぞん外がい大きく響き、ネイダーの心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにする。

「……っ！　……っっ！」

　慌あわてて枕まくらを背に隠かくしながら、呼吸を殺してドアを睨にらみ付ける。

　──誰だれだ!?

　──こんな朝っぱらから普通の客が来る筈はずがねえ！

　簡かん易い的てきな鍵かぎが掛かっているとはいえ、壊こわそうと思えばハンマー一つで壊せるような代しろ物ものだ。

　もしも自分を始し末まつしに来たヒューイの手て下しただとしたら、自分の運命はここで終わる。

　──いやいやいや、終わってたまるか馬ば鹿か野や郎ろう！

　息を止めたまま背後を振り返り、窓を見る。

　ここは三階だが、飛び降りる事は可能だろうか？

　そんな事を考えていたネイダーだが、扉とびらの外から聞こえてきたのは、存ぞん外がいにのんびりとした声だった。

「おーい。なんかすげえ音したけど、大だい丈じよう夫ぶかい？」

「……」

　大きな音というのは、先せん刻こくベッドから落ちた時のものだろう。

　あの音がそこまで響ひびくとは、音は筒つつ抜ぬけと考えた方が良さそうだ。

「……ああ、大丈夫。ちょっと転んだだけですよ。起こしてしまったなら申もうし訳わけない」

「いや、いいさ。……あー、俺おれは下の部屋のもんだけどさ、ここの管理手て伝つだいをやってるんだ。あんた、今日きよう入ってきた人だろう？　挨あい拶さつさせてくれ」

「……」

　──どうする？

　──罠わな、か？

　──だが、ここで断った所で、鍵を壊されれば同じだしな……。

　更さらに言うならば、もしも違った場合ここを拠きよ点てんとして使いづらくなる。

　暫しばし迷った結果、ネイダーは枕をベッドの下に隠した後、ゆっくりと扉の鍵を開けた。




　隙すき間まから覗のぞいた顔を見て、安あん堵どする。

　見み覚おぼえの無い顔だが、屈くつ強きような男には見えない。

　見るからに不ふ健康そうで、ネイダーにも簡単に殴なぐり倒せそうな男だった。

　──……？　こいつ、今はまともだが……。

　──昔は、麻ジ薬ヤ中ン毒キ者ーだったんじゃねえか？

　独どく特とくな顔色の悪さをしているが、目はハッキリとしている。

　今いま現在麻ま薬やくに嵌はまっているわけではなさそうだと判はん断だんしたネイダーは、扉を広く開いた後、男の背後などを確かく認にんしながら口を開いた。

「俺はグースだ。あんたは？」

　適当な偽ぎ名めいを口にしたネイダーに、若い男は瘦やせこけた頰ほおを笑顔で歪ゆがませ、自分の名前を口にする。




「俺おれはロイ・マードックだ。何かトラブルがあったら、気き兼がねなく言ってくれ」





⇔






数すう時間後ご　宿泊施し設せつ　食堂




　瞬しゆん間かん的てきな睡すい眠みんである程てい度ど眠ねむ気けが取り払われてしまったのか、ネイダーは結局寝ね付つく事ができなかった。

　そして、階下から食しよく欲よくをそそる匂においが漂ってきた所で、彼は昨日きのうの昼から何も食べていないという事に気付き、フラフラと匂いのする方角に足を向ける。

　廃はいホテルのロビーを改かい造ぞうしたと思おぼしき食堂では、既すでに多くの人物が顔を出していた。大たい半はんは住人だろうが、ただ傍そばを徘はい徊かいしているだけの浮浪者トランプも紛まぎれ込んでいるように思える。

　酒の臭においも漂っており、確実に何人かは朝から酔よっている状態だ。

　──この不ふ景けい気きに、朝あさ酒ざけかよ。

　とは思ったものの、中には明らかに質の悪い酒の臭いや、中には工業用ようや医い療りよう用と思おぼしきアルコール臭しゆうも混じっていた為ため、それ以上は考えない事にした。

　──これ、どこで金払はらえばいいんだ？

　ネイダーがどうすべきか迷っていると、先せん刻こく部屋に来た管かん理り手伝いの男が声を掛けてくる。

「よう、グース。あのまま起きてたのか」

　先刻名な乗のった偽ぎ名めいで呼びかけられ、一いつ瞬しゆん誰だれのことか戸と惑まどいかけたが、焦あせりを表おもてに出す事なく軽い作り笑いを浮かべてみせた。

「……ああ、目が醒さめちまってな。あー、ロイだっけか？」

「ああ、とりあえずここの朝あさ飯めしはタダだ。家や賃ちんに入ってるからな。気兼ねなく食ってくれ」

　ロイは自分とネイダーの二人分ぶん朝食を運び、手て近ぢかなテーブルの上に並べたてる。

「今け朝さは食堂が空すいててラッキーだったな。昨日きのう、なんか知らねえけど飛行機が空を飛び回ってな、戦争が始まったのなんだの夜中まで騒いでた連れん中ちゆうがまだ寝てるらしい」

「そうなのか。……しかし、朝飯がタダとは、随ずい分ぶんとサービスがいいじゃねえか」

　──そういえば、昨日も夜よ中なか近くまで配はい給きゆうみたいな事やってたな。

　自分の隠かくれている場所の情報を知っていて損はなかろうと、ロイの傍そばに座りながらネイダーは詳しく聞いてみる事にした。

「そんなに、ここの大おお家やは景気がいいのかい」

「ま、腕のいい医い者しやの先生でな。意い外がいと金持ちの顧こ客きやくが多いらしい。……その金で、俺らみたいなどん詰まり連れん中ちゆうを安く見てくれるってんだから、ありがたいこった」

「そいつは随ずい分ぶんなお人ひと好よしだな」

「同どう感かんだな。俺おれみたいな元麻薬中毒者ジヤンキーあがりに、まっとうな仕事を世せ話わしてくれてんだからよ。この宿泊施し設せつはボランティアみたいなもんなんだが、半分ぐらいはあの先生に世話になって、そのまま居着いたって感じの連中さ」

　そこまで言った後、ロイはコップに入れた牛乳を一ひと口くち飲のみ、潤うるおった喉のどで話を続ける。

「もっとも、お医い者しや先生の金だけじゃねえ。ほら、シカゴの大おお手てマフィアなんかも、近所の商しよう店てん街がいに金とか出させて、大だい々だい的な炊たき出しやって民みん衆しゆうの支し持じを得たろ？　あれと同じでな。近場のギャングがいくつか共同出しゆつ資ししてんだよ」

「共同出資……？」

「そんだけ、ここのオーナーは顔が広いって事さ。ギャングからしても、餓うえた民衆の不満が自分達じゃなくて政府の方に向くって旨うまみがあるわけさ」

　ロイは自分の分の食事を軽く口にしながら、ネイダーの義ぎ手しゆに目を向けた。

「まあ、シカゴの大おお物ものみてえに、数千人に炊き出しできる程ほどじゃあねえんだけどな。とにかく、うちの医者先生も怪け我が人にん病人にゃ甘いからよ。……そういや、係員があんたをあっさり入居させたのは、あんたの義手を見たからじゃないかな」

「……ああ。こいつか」

　指の動かぬ義手を腕の力で動かし、ネイダーがコツコツと机つくえを叩たたきつつ答える。

「まあ……もうだいぶ慣なれちゃいるけどな」

「クスリの後こう遺い症しようで時々全ぜん身しんが動かなくなる俺よりゃマシだけどよ……このご時じ世せい、義手じゃ仕事探さがすのも大変だろうよ」

　──ああ、やっぱりこいつ、クスリやってたのか。

　──今はすっかりクスリ抜けてるっぽいけどな。

　なにげなくロイを観察するネイダーだが、そんな彼を逆に観察しながら、管かん理り手伝いの男が言った。

「顔の火傷やけどといい、事故かなんかか？」

「！」

　──糞くそ。うっかりさっき顔を洗っちまった。

　──いや、それとも……もうとっくに冷ひや汗あせで流れちまってたか。

　ネイダーの火傷は、かつて『幽霊レムレース』の面子めんつに爆ばく弾だんで殺されかけた時のものだ。

　共に裏うら切ぎった者達の死体を盾たてにし、爆ばく発はつを見かけた通りすがりの医者に助けられた為ため、奇き跡せき的に生せい還かんすることができたのだ。

　火傷の傷を化け粧しようで隠かくしているのは、ヒルトンを始めとする『幽霊レムレース』の残ざん党とうにバレないようにする為だ。

　しかし、考えてみればヒルトンを除いて『幽霊レムレース』の面子めんつが知っているのは火傷やけどをする前の顔だけだ。逆に化け粧しようで隠かくさない方がいいのではないだろうか？

　そんな事を考えていると、ロイが申もうし訳わけなさそうに口を開く。

「いや、答えにくいならいいけどよ」

「……ああ、ちょっと、昔……マフィア連れん中ちゆうに殺されかけてな」

　ネイダーは、半分だけ真実を混ぜて伝える事にした。

　なまじ隠かくし通して怪あやしまれるより、相手の善ぜん意いを半はん分ぶん利用した方が良いと判はん断だんしたのである。

「殺されかけたって……マジかよ」

「ああ。まだ、そのマフィアが俺おれの事を追ってるかもしれないからよ……。なるべく、火傷と義ぎ手しゆの男がここに寝ね泊とまりしてるって事ぁ広めねえで欲しいんだがな」

「安心しろって。ここにゃそんな奴やつはいねえさ」

「解わかるもんかよ。マフィアが賞金でもかけりゃ……」

　言いかけて、実際にヒルトン達が自分に賞金を懸かける事じ態たいを想そう像ぞうしてしまい、ネイダーはどうしようもない寒さむ気けに囚とらわれた。

　だが、それを言葉通どおり『マフィアを怖こわがる逃とう亡ぼう者しや』と受け取ったロイが、ネイダーを安心させる言葉を告げる。

「大だい丈じよう夫ぶだって。そんな奴がいたら、ここのヤバイ連れん中ちゆうに真まっ先さきにぶち殺されるぜ」

「ヤバイ連中？」

「言ったろ、ここを経営してる医い者しやの先生はお人ひと好よしだってよ。白はく人じんだろうと黒こく人じんだろうと黄おう色しよく人じん種しゆだろうと、金持ちだろうと貧びん乏ぼう人にんだろうと、一いつ切さい関係なく診みてくれんだ」

　──よっぽどの偽ぎ善ぜん者しやか、頭のネジが飛んでるかのどっちかだな。

　──……あるいは、本当に英えい雄ゆうって奴か……。

　皮ひ肉にくを思い浮かべたつもりが、途と中ちゆうから思し考こうが自じ虐ぎやく的てきな方向に流れてしまう。

　これではならぬと自分を抑えつつ、ネイダーは自然な調子で相あい槌づちを打った。

「……そりゃ大したもんだ、それで？」

「人種とか老ろう若にやく男なん女によ、金持ちか貧乏か……それだけじゃなくて、職しよく種しゆとか善ぜん悪あくも拘こだわらない人でな……。俺みたいな無む一いち文もんの麻ジ薬ヤ中ン毒キ者ーから、撃うち合いで怪け我がしたギャング、返り討うちにあった殺し屋なんてもんまで分け隔へだて無く治ち療りようしてくれてさ」

　ロイはそこで軽く周りを見回し、小声になりながら苦く笑しようした。

「そんな訳わけあり連中もかなり住んでるわけでさ……お互いに見なかったフリってのが暗あん黙もくの了りよう解かいなんだよ。そんな所で密告チクリなんかやらかしたら……どうなるか解るだろ？」

「……ああ、俺も肝きもに銘めいじとくよ」

　そう答えたネイダーは、内ない心しん思う。

　──なるほど……こりゃ、運が向いてきたかもな。

　──ヒューイの手て下したは金かね回まわりは良かったからな。こんな場所には近づかねえだろうし……。

　──ある意味、訳わけあり連れん中ちゆうの間に身を隠かくせるのは助かるぜ。

　内ない心しんでほくそ笑えみ、ネイダーは左手に持ったスプーンで朝食を貪むさぼる。

　挽ひき肉にくが少なめのチリコンカーンではあったが、トマトや豆にほどよく辛から味みが絡みついており、食べれば食べる程ほどに胃いの奥から食しよく欲よくが沸わき立って来た。

「……美う味まいな、これ」

「だろ？」

　肩を竦すくめて笑うロイに、ネイダーは今度は心の底からの笑みを浮かべ、食事の手を進める。

　出しゆつ所しよしてから初めての食事らしい食事。

　空くう腹ふくの補ほ正せいはあるかもしれないが、なんとなく故こ郷きようを思い出し、心安らぐ味だった。

　──……。……？

　こんな食事を提てい供きようしてくれた医い者しやを偽ぎ善ぜん者しやだの頭のネジが飛んでいるだのと、自分は一体何なに様さまなのだと自己嫌けん悪おを覚えたネイダーだが──そんな事を考える自分に、少なからず驚いた。

　今まで散さん々ざん裏うら切ぎりを続けて来た自分が、今さらこんな小さな事で自己嫌悪などするとはお笑いぐさにも程ほどがある。

　あれから色々ありすぎたのかもしれない。

　自分が歩んでいた人生が全て否定され、逃げる事すら許されずに過去のツケがまとわりつく。

　追われる恐きよう怖ふに首くび輪わを付けられ、自分の業ごうに対する奴ど隷れいとなった今だからこそ解わかる。

　やはり自分は、どこかで間違えたのだと。

　──俺おれは……。なんで……。どこで……。

　後こう悔かいが堂どう々どう巡めぐりし、頭がそれ以外考かんがえられなくなりそうになった。

　これは不ま味ずいと思ったネイダーは、食べる事に集中して気を紛まぎらわせようとする。

　──そうだ。ここはとりあえず安心なんだ。

　──この場所は……俺が辿たどり着いた一いち番ばん新しい場所だ。

　──だから、ここには俺の過去はまだ来てねえ。

　ネイダーは、そう心の中で繰り返しながらチリコンカーンを口に運び続けた。




　しかし、彼は忘れていた。

　自分はまだ、逃げる事にすら全力を出そうとしていなかったのだという事を。

　逃げたのではなく、ただ流れに流された結果としてこの街に来たのだという事を。

『不ふ死し者しや』を取り巻く奇き妙みような渦うずに、少しでも巻き込まれたならば──結局は、同じような場所に流れ着いてしまうのだと。

　渦から逃げようと藻も搔がかなかった結果として、彼の前に、一つの運命が訪れる。

　限り無く偶ぐう然ぜんに近く、さりとて必ひつ然ぜんとも言える運命が。




「いや……本当に美う味まいな、これ」

「今日きようの食事係がかりに言ってやれよ」

　何度も同じ事を言うネイダーに、ロイが笑いながら言った。

「その朝食係も、やっぱりワケありで怪け我がした奴やつなんだけどな、ここで朝食係やりながら昼間は働いてる。金を貯ためてなんかの楽がつ器き奏そう者しやになりたいなんて言ってたな」

「へえ……頑がん張ばってる奴なんだな」

「まあな。……って、おお、話をすりゃ、丁ちよう度ど来たよ」

　ロイが、ネイダーの背中越ごしに遠くを見ながら手を上げた。

「おーい、こっち来いよ。新しん入いり紹しよう介かいするから」

　彼の呼びかけに対し、ネイダーの後こう方ほうから嘆たん息そく混まじりの声が聞こえてくる。

「なんですか、新入り紹介って。毎日入いれ替わるのにそんな事言いうなんて珍めずらしいじゃないですかロイさん」

「いやぁ、この新入り君がさ、お前のメシ気に入ったらしいぜ」

「そりゃどうも。喜んで貰もらえたら嬉うれしいですよ」

　管理人補ほ佐さであるロイの声に、朝食係の男が恭うやうやしく礼を言う。

　顔ぐらいは見せて挨あい拶さつした方がいいだろうか。

　ネイダーはそう思って背後をゆっくりと振り返る。

　ほぼ同時に、ロイがネイダーの名前を呼んだ。

「紹しよう介かいしとくぜ、こちら、グースさんだそうだ」

　そこで、一いつ旦たん振り向きかけていた身体からだが止まる。

　──……。

　──……ああ、そうか、偽ぎ名めいだったな。

　自分が先せん刻こく名な乗のった偽名。食堂に入ってきた時から僅わずか数分だというのに再び忘れかけていた事に気付き、しっかりしなければと反省するネイダー。

　──にしても、偽名にグースは無かったな……。

　かつて自分を殺しかけた直ちよく属ぞくの上じよう司しの名前を偽名に使ったのは失敗だったなどと考えつつ、ネイダーが再び振り返ろうとした所で、ロイが首を傾かしげながら朝食係に言った。

「どうした？　なに驚いた顔してんだアパム」

　アパム。

　その名前を聞いて、ネイダーが上じよう半はん身しんの動きを完全に止めた。

「ああ、いえ、昔の上司と同じ名前だったんで」

　明るく笑う朝食係の声に、ネイダーは嫌いやな予よ感かんを覚えた。

　声に聞き覚えのあるなしなど、今の自分には解わからない。

　あの頃ころの自分でさえ、聞き分けられたか自信は無い。

　最初から裏うら切ぎり、踏み台にするつもりだった仲間の声など覚えはしない。

　だが、アパムという名前には聞き覚えがあり──その男が、グースという固こ有ゆう名詞に『昔の上じよう司しと同じ名前だ』と反応した。

　嫌いやな予よ感かんがネイダーの背せ骨ぼねを軋きしませる。

　逃げるか、それとも誤ご魔ま化かすか。

　一いつ瞬しゆんの迷いを見せている間に、事じ態たいは更さらに悪あつ化かする。

「……あれ？」

　テーブルの横まで来てしまった朝ア食パ係ムが、こちらの横よこ顔がおを見て、眉まゆを顰ひそめた。




「お前……もしかして、ネイダーか……？」




　終わった。

　それが、ネイダーの心に去きよ来らいした言葉だった。

　自分は結局、どこまでもピエロだったという事だ。

　──なんで……なんでこいつがここに！

　横よこ目めに見た朝食係がかりの顔には、確かに見み覚おぼえがあった。

　『幽霊レムレース』の下したっ端ぱだった青年で、暇ひまがあればシャーネの事を見ていた男だ。

　気の弱そうな所を見て御ぎよしやすいと踏み、かなり初期に『裏切り』を持ちかけた相手。

　しかし、結けつ局きよく裏切られたのは自分の方で、人生の足あし場ばと右手を失う結果となった。

　その事について恨うらみが無いかというと噓うそになるが、今のネイダーの心しん中ちゆうは、そんな些さ末まつな事に囚とらわれはしない。

　ただ、一つ確実な事は──

　朝食を口にした瞬しゆん間かんに感じた仮かり初そめの安あん堵ど感かんが、本当に仮初めのまま、蜃しん気き楼ろうのように消え去ってしまったという事だけだった。




　刹せつ那な、ネイダーは、左手のスプーンをフォークに持ち替え、椅い子すをひっくり返す勢いでアパムへと躍おどりかかる。

「おい!?」

　ロイの声が食堂に響ひびいた時には、既すでにネイダーはアパムの背中に組み付き、背後からその首くび筋すじにフォークの先せん端たんを突きつけ終えていた。

　フォークでアパムの喉のどを突き割く覚かく悟ごを決めながら、ネイダーは焦しよう燥そうを交え、問う。

「……ヒルトンに言われて、俺おれを殺しに来たのか？」

　少し考えれば先せん刻こくのロイの説明と矛む盾じゆんすると解わかっただろうが、今のネイダーからすれば、『幽霊レムレース』のメンバーであるアパムは自分を殺しに来た刺し客かく以外の何者でもなかった。

　当然ながら、今しがた相手がネイダーだと気付いたアパムからすれば寝ね耳みみに水みずの話である。

「はぁ!?　お、落ち着けよ！　そもそも、なんでお前が生きてんだよ！　ネイダー！」

　と、自らも混乱したまま言うが、ネイダーは歯をカチカチと震わせながら叫んだ。

「惚とぼけるなよ……。ヒルトンの差さし金がねでもなきゃ、こんな所で『幽霊レムレース』のメンバーがうろちょろしてるわけねえだろうが！」

　優ゆう位いに立っているのは確実にフォークを突きつけるネイダーなのだが、彼の方がアパムよりも遥かに怯おびえている。

　その錯さく乱らんっぷりが伝わるからこそ、アパムは必ひつ死しに言葉を紡つむぐ。

「待て！　俺おれはもう『幽霊レムレース』の一員じゃねえ！　とっくに辞やめてる！　お前こそ、なんだってグース師しの名前なんか使ってこんな所に……！」

「黙だまってろ！」

　ただでさえ頭が状況を処理しきれずにいるのに、相手の質問に答えている余よ裕ゆうなどない。

　この後どうすれば良いのかも解わからぬまま、ネイダーは食堂内ないの人々の視線に晒さらされ続けた。

「いいから、フォークを置け、グース……いや、ネイダー？　どっちでもいいけどよ」

　ロイが、そんなネイダーを落ち着かせるように両手を挙げながらそう告げた。
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「この施し設せつじゃ、喧けん嘩かは御ご法度はつとなんだ。お前らの間に昔何なにがあったのかは知らないけどよ、ここに住んでる間は、過去なんて下らねえもんは忘れろ。俺おれはお前に危き害がいを加えないし、アパムもお前に危害を加えるつもりはない。解わかるな？」

「……」

　呼吸を荒げながらも、ロイの目を見て沈ちん黙もくするネイダー。

　とりあえずアパムの動きを封じたものの、この後のプランがあるわけではない。

　いっそのこと、ここで彼を殺して刑けい務む所しよに逆ぎやく戻もどりした方が安全なのではないか？　過か剰じような怯おびえがそんな妄もう想そうを抱かせ始め、アパムの喉のどに添えられたフォークに徐じよ々じよに力が込められていく。

「お、おい、やめろネイダー！　やめてくれ！」

　悲鳴に近い声を上げるアパムに、ネイダーは黙だまれと怒ど鳴なりつけようとした。

　しかし、その言葉は、強きよう制せい的てきに喉の奥に押し込められる事となる。

　ゴリ、と、自分のこめかみに冷たいものがあたる感かん触しよくがあり──それが、大口径の銃の先端であると判断したからだ。




　呼吸すら止まったネイダーに、横から低い男の声が掛けられる。

「フォーク一本で立て籠こもりとは、中々に狂くるった奴やつだ」

「……ぁ……ぅぁ……」

　口をパクパクさせるネイダーの頭に、ショットガンの銃じゆう口こうを押しつけていた男は、鋭い目つきのまま言葉を紡つむぎだした。

「貴き様さまの狂きよう気きは嫌きらいじゃないが、俺の狂気を妨さまたげる器うつわではないな。怯えた殺さつ意いで食堂を満たすな。こっちの殺意の純じゆん度どが落ちる」

　わけのわからない言葉を並べ立てる男の横にはまだ顔に幼さの残る金きん髪ぱつの少年が立っており、ショットガン男を横よこ目めで見上げながら口を開く。

「素直に『食事の邪じや魔まするな』って言えばいいじゃないですか、師し匠しよう」

「黙だまれ、弟で子し一号」




　そんな会話を聞きながら、ネイダーは全身に粘ねばついた汗あせが滲にじむのを感じていた。

　自分の頭部の横に、明確な『死』がある。

　しかも、会話の内容を信じるならば、ヒルトンだの『幽霊レムレース』だのとは関係なく、『食事の邪魔』という、ただそれだけの理由で『死』を突きつけられているらしい。

　──冗じよう談だんじゃない。

　──こんな所で……そんな理由で死ぬ為ために、俺は惨みじめったらしく逃げ続けたわけじゃねえ！

　泣きそうになるが、こめかみに突きつけられた銃の恐きよう怖ふで全身が強ばり、涙るい腺せんすらまともに機き能のうしなくなったようで、目は乾く一方だ。

　アパムの喉に突きつけたフォークを突き刺さす事も捨てる事もできず、呪のろいで石にされたかのように固まってしまっている。

「スミスの旦だん那なも挑ちよう発はつしないで！　銃じゆうを収めてくれ！　洒落しやれにならねえって」

　ロイが叫ぶが、スミスと呼ばれた男は冷めた表情で首を横に振る。

「いいか、一度抜ぬき放たれた狂きよう気きを収めるには、二つの敬けい意いが必要だ。一つは、まだ狂気の器うつわたる俺おれが存在する事を許きよ容ようしてくれる世界への敬意。もう一つは……」

　下へ手たな吟ぎん遊ゆう詩し人じんのように、小こ難むずかしい言葉を並べ立てる男の声を聞くことしかできないネイダーだったが──

　その瞬しゆん間かん、彼の周りに強きよう烈れつな酒さけ臭くささが充じゆう満まんするのを感じ取った。

「……？」

　見ると、銃を突きつけるスミスとは反対側がわに、いつの間にか一人の老ろう人じんが立っており、酒に顔を染そめ、隠かくす事こと無く酒しゆ気きを周囲に振りまいている。

「酒ぐらい……静かに吞ませい。なぁ？」

　片手に持ったウィスキーの瓶びんを直じかで呷あおる老人に、ネイダーは酔よっ払ぱらいを相手にしている暇ひまはないと視線をスミスに戻しかけ──

　唐とう突とつに、顔面に強い衝しよう撃げきが走る。

　一いつ瞬しゆんショットガンで撃うたれたのかとも思ったが、それならば意い識しきがある筈はずがない。

　何も解わからぬまま、ネイダーの視し界かいが痛みと共にぐにゃりと歪ゆがみ──そのままフォークを取り落とし、糸の切れた人形のように食堂の床に崩くずれ落ちる結果となった。




「……おい、アル中野郎アルキー。俺おれの口こう上じようの途と中ちゆうだぞ」

「お前さんの馬ば鹿かげた口上は、二日酔いの頭に響ひびくもんでなあ」

　顔面に酒さか瓶びんを叩たたきつけられたネイダーを挟んで、酒臭い老人とショットガン男が対たい峙じする。

「そもそも、不ふ意い打うちで仲間ごとガンドールを撃とうとした奴やつの言う事ではないわなあ」

「貴き様さま……今さらそれを持ち出すか？　そもそも、あのメキシコ女は仲間でもなんでもない」

　あからさまに不ふ機き嫌げんになるスミスだが、老人は気に掛けた様よう子すも無い。

「昨日きのうの事のように思い出せるわい。お前さんのそのご大たい層そうな顔の傷も、要は返り討うちにあった証あかしじゃからな」

　鼻で笑いながら、老人は酒瓶に口をつけた。

　そんな老人の態度にスミスはこめかみを引きつらせるが、間に入った少年とロイが二人を宥なだめながら引き剝はがす。

　頭ず上じようでそんなやりとりが行われるのを見て、意識が暗あん転てんしかけていたネイダーは思う。

　──ああ……なんだよ。

　──俺にトドメ刺さしにこねえのかよ。

　銃を持った男も酔っ払った老人も、既すでに自分など眼がん中ちゆうにないようだ。

　この二人が刺し客かくではなかった事を確かく信しんしたネイダーの耳に、ロイの声が響ひびく。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか。グース……いや、ネイダー？」

「ったく、わけわかんねえ勘かん違ちがいしやがって……。おい、生きてるか？」

　首をさすりながら、アパムまでがこちらを気き遣づかう言葉を口にした。

　──ああ、やっぱりな……。

　とんだピエロとなっている自分に気付いたネイダーは、自然と笑えみを漏もらしていた。

　──俺おれは、どう足あ搔がいてもヒーローってもんにはなれないらしい。

　そして、ネイダーの意い識しきは完全に暗あん転てんした。




　まるで、自分の弱さを目まの当たりにした事による気き恥はずかしさから逃げ出すように。

　あるいは──どう足搔いても英えい雄ゆうになれないという現実から、ひたすら目を背そむけるように。













十一章　役者は揃そろうも嚙かみ合わない







ミリオネア・ロウ




　マルティージョ・ファミリーの賭と場ばの騒そう動どうから半日。

　夜が明けた後、ジェノアード家の別べつ荘そうに住まう不ふ良りよう集団が目を醒さまして広ひろ間まに集まると──

　そこに、奇き妙みような光こう景けいが広がっていた。

「……なんだこれ？」

　誰だれもが同じ反応を示し、暫しばし固まる。

「みんな、そんなとこで固まってどうしたヨ。……なにこレ」

　朝食を作ろうとキッチンに向かうファン・リンシャンが、広間の中を覗のぞいて立ち止まる。

　彼の目に映ったのは、整せい然ぜんと畳たたみ並べられたタキシードや燕えん尾び服ふく、そして、ハンガーにかけられた多た種しゆ多た様ようなドレスだった。

　十着ほどのドレスを掛ける専せん用ようハンガーが部屋の中にある事にまず驚いたが、何よりも服の質と量に愕がく然ぜんとする。

　この不ふ況きようの最さ中なかだというのに、粗そ悪あく品ひんらしさが欠片かけらもない高級な布ぬの地じ、一流を感じさせる流りゆう麗れいなデザイン、新しい布地独どく特とくの香り──そんなものに満ちている高級礼れい装そう。

　ミリオネア・ロウに建つジェノアード家の別べつ荘そうになら、確かにあってもおかしくない代しろ物ものなのだが──現在の住人である不ふ良りよう少年達たちからすれば、一生縁えんが無いと思っていたものだ。

「えーと……」

　更さらに彼らを混乱させたのは、ちょっとした高級洋よう服ふく店てんのようになった広ひろ間まの隅すみで、膝ひざを抱えて丸まっているリーダー、ジャグジー・スプロットの姿すがただった。

「ジャグジー？　どうした、ジャグジー？」

「訪問販はん売ばいでも来てこの服を買わされたのか？」

「いや……一人で持ってこれる量じゃねえだろこれ」

「少なくとも早起きした私が６０２７秒前まえにこの部屋の前を通った時には、こんな服の山、影も形もありませんでしたよー？」

「ていうか、ジャグジーが運んできたのかこれ全部」

「ぬあ、ジャグジー、力持もち」

「ヒャッハア？」「ひゃっはぁ！」

　仲間達の呼びかける声が続くが、ジャグジーに反応はなく、膝を抱えたまま大きな溜ため息いきをつくだけだ。

　どうやら、半分寝ねぼけながら落ち込むという器き用ような真ま似ねをしているらしい。

　マルティージョ・ファミリーへの上じよう納のう金きんが払えなくなり、仕事の無む心しんに出かけた筈はずのジャグジーが、いつの間にか戻って来ていたと思ったらこの始し末まつだ。

　一体何なにがあったのかと、少年少女達はジャグジーを揺り起こそうともせず、無む責任な推すい測そくを語り始める。

「むが……、ジャグジー、仕事貰もらえたのか」

「これを売りさばくって仕事か？」

「でも、この不況で誰だれに売るんだよ」

「……イブちゃんとか？」

「こんなタキシードと大人おとな用ようのドレスなんか売ってもしょうがねえだろ」

「ダラスの野や郎ろうに売るか？　あいつか」

「他に金持ちにツテがあんなら、そっち行ってるしなあ」

「ヒャッハァ！」

　と、この服の数々を『商品』と捉とらえる者達がいる一方──

　別のグループは、この服を『盗とう品ひん』だと捉えていた。

「そうか、ジャグジー……お前、金が無いからってとうとうやっちまったか……」

「……いやー、流石さすがにカタギの洋服屋やから洋服泥どろ棒ぼうってのはどうかと思うぜ」

「そんなに追い詰められてたんなら、俺おれらに言ってくれりゃ手伝ったのによ……」

「ていうか、これ、どこでサバけばいいんだ？」

「ひゃっはぁ」

　好き勝かつ手てな事を言う少年少女に、やはりジャグジーは反応しない。

　まるで、眠り続ける事で現実そのものから逃とう避ひしようとしているかのように。




「何を騒さわいでるんですか？　皆さ……ん？」

　すると、遅れて部屋に入ってきたニースが同じように驚いた顔をした。そして、周りの会話を聞いて、彼らが何も知らないと判はん断だんすると、率そつ先せんしてジャグジーを揺り起こす。

「ジャグジー、ジャグジー！　起きて！　しっかりして！　何があったの!?」

「うう……う……？　うわあぁっ!?　ニース!?　あ、あれ、僕、寝てた？」

「変なうなされ方してたよ。一体何なにがあったの？」

　ニースに言われたジャグジーは、慌あわてて部屋の中を見回した。

　そして、部屋の中にある大量の礼れい服ふくを見て、あうあうと口を震わせた。

「ああああああ、やっぱり……やっぱり夢じゃなかったぁぁあ」

「落ち着いてジャグジー。あの服、なんなの？　どこから持ってきたの？」

「え……あ……うん、ああ……」

　優しく肩をさするニースに宥なだめられ、ジャグジーは少しずつ冷静さを取り戻す。

　しかし、何な故ぜか落ち着けば落ち着くほど顔が青くなっていった。

「どうしよう……。あの服……説明したいんだけど、改めて考えると、凄すごくまずい事に足を突っ込んじゃったっていうか……」

「どういうこと？」

「あ、あの服は、その……借り物なんだ」

「借り物？　……誰だれから？」

『なんの為ために』、というよりも先に、『誰からか』という事を重要視しするニース。

　そこで出てくる名前によって、ジャグジーがどれほど深い泥どろ沼ぬまに足を踏み入れたという事が判はん断だんできると考えたのだが──

「マルティージョ・ファミリーの……ロニーさん」

　出て来た答えは、底なし沼にも等しかった。

　固まるニースを余よ所そに、ジャグジーは更さらに言葉を続ける。

　底なし沼の奥に、どんな絶望が待ち受けているのかという事を。




「それで……みんなでこれを着て、マフィアの賭と場ばに参加する事になっちゃって……」





⇔






数すう時間前まえ




「お前……その刺青いれずみ、なんか見み覚おぼえあるな」

「ひぃぁっ!?　ご、ごめんなさいすいません許して下さい！」

　悲鳴を上げて大おお袈げ裟さに後あと退ずさる刺青顔がおの少年に、フィーロが思わず眉まゆを顰ひそめる。

「いや、なんで謝んだよ」

「す、すいません、ごめんなさい！」

「謝るなっつってんだろ」

「ひっ！　ご、ごめ……いや、や、あ、あああ謝らないから許してください！」

　火を前にした小しよう動物のようなパニックを起こしている刺青顔の少年を見て、フィーロは『なんだこの異常に女め々めしい……つーか女々しいなんて言ったら女に失しつ礼れいだってぐらいの弱々しい奴やつは』とは思いつつも、顔には出さずに改めて問いを投げかけた。

「あー……何度か会った事あるよな。何年か前……列車から足引ひき摺ずって降りてきてたし……ミストウォールの最上階にもいたよな？」

「そ、そんなところで!?」

「ロニーさんに聞いたが、お前あれだっけ？　不ふ良りようのガキどものリーダーで、名前は……えーと……」

「じゃ、ジャグジー。ジャグジー・スプロットです」

　ミストウォールはともかく、『フライング・プッシーフット』から降りる所まで見られていたとは知らなかったジャグジーは、相手が恐ろしい情報通つうのような気がして、更さらに気き後おくれする。

「そうか。俺おれはフィーロだ。よろしくなジャグジー。で、お前はなんでこんな所にいんだ？　しかも、ラッドの知り合いっぽかったが……」

　フィーロは横よこ目めでラッドを見るが、彼は落ち着きを取り戻したグラハムやルーアと何か話しており、こちらの会話には耳を傾けていないようだ。

「ぼ、僕はその、ルッソ・ファミリーから賞しよう金きんをかけられて……それでラッドさんに電車の中で後あと回まわしにされて、モルサさんに言われてロニーさんと来たらラッドさんが居て……」

　恐きよう怖ふにより混乱しているのか、上う手まく事の経けい緯いを説明できなくなっているジャグジー。

　全く説明らしい説明の成さぬまま、彼は精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そ笑わらいを浮かべて締めくくった。

「そういうわけで、これからよろしくお願いします！」




「……何を言ってるのかサッパリわかんねえんだが……」

「ひぃっ！」

　目を細めながらフィーロに言われ、全身を強ばらせるジャグジー。

　──ししし、しまった。全ぜん然ぜん説明できてなかった！

　──だ、だってなんでラッドさんがここにいるのかよく解わからないし……！

　──こ、この人……ラッドさんともあの赤い目の怖こわい人とも知り合いってどういう事!?

　ラッドが友人だといい、クリストファーも友人だといい、背後にはロニー・スキアートやモルサ・マルティージョが控ひかえている童どう顔がんの男。

　ジャグジーにとっては、年ねん齢れい的てきにさして変わらぬ見た目をしているこの青年に対して、まるで地じ獄ごくの悪あく魔ま達たちを使し役えきする魔ま王おうであるかのような印いん象しようを抱いていた。

　──あ、あれ、でも……そういえば、フィーロって名前、前にも聞いた事が……。

　──アイザックさん達が良く話に出してたような……。

「あ、あの……アイザックさん達とお知り合いですか？」

「あぁ？　なんでアイザックの名前が出てくんだよ。……っていうか、俺おれが質問してたつもりだったんだけどな……、なんで俺に逆に質問してんだ？」

　更さらに目を細め、表情を消すフィーロ。

「うわあああ、ご、ごめんなさい！　すいません！　殺さないで下さい……！」

「だーかーらー、簡単に謝んなつってんだろ！」




　埒らちの明かないジャグジーに溜ため息いきを吐き、フィーロはロニーに声をかけた。

「ロニーさん、こいつ一体なんなんですか？」

「ふむ……自分の関係者の紹しよう介かいは後あと回まわしにしておきながら、俺にはジャグジーを紹介しろとは、相そう当とう心に余よ裕ゆうが無くなっているようだな。まあいい」

「……すいません」

　つい先せん刻こくラッドとの顔つなぎを『後でやりますんで』と断ったばかりな事を思い出し、自分の失しつ態たいに苛いら立だちつつ謝しや罪ざいの言葉を口にする。

「まあいい、と言っただろう。簡単に謝るな」

「……」

　ジャグジーに言ったばかりの事を指し摘てきされ、フィーロは沈ちん黙もくしたまま恥はじ入った。

　そんなフィーロを見て、ロニーはニヤリと口元を歪ゆがませる。

「冗じよう談だんだ。気にするな。……ともあれ、ジャグジー・スプロットとレイル、リカルド・ルッソ。そしてクリストファー・シャルドレードの四人は俺がこの店に連れて来た」

　すると、ロニーの言葉の中で名前を呼ばれた者が一人反はん応のうする。

「あれ？　僕あの人にフルネーム言ったっけ？」

「どうだっていいだろ」

　クリストファーが口を挟もうとするが、リカルドに裾すそを引っ張られて黙だまり込む。

　そんな光こう景けいを視し界かいの端はしで捉とらえつつ、ロニーは更さらに言葉を続ける。

「フィーロ、お前の仕事を手伝わせる為ためにな」

「……。……えっ？」

　大人おとなしく話を聞いていたフィーロだが、最後の言葉を聞いて思わず顔を上げて聞き返した。

「いやあの、ロニーさん……こいつらを……なんですって？」

「２月半なかばの例のイベントがあるだろう。そこで、彼らにお前を手伝って頂いただくというわけだ。実際には、そこにいるレイル君をはじめ、ジャグジー君の仲間を含めた大おお人にん数ずうだがな」

「……ええっ!?」

　例のイベントというのは、つい先せん刻こくに現れた『ルノラータ・ファミリー』の人間達たちが主しゆ催さいするカジノの開かい帳ちようイベントの事だろう。

　単なるルノラータ・ファミリーの政せい略りやくの一いつ環かんだろうと思っていたフィーロだが、マイザーの弟にそっくりな男──メルヴィの登場によって、その思いは根こん底ていから覆くつがえされる事となった。

　──こいつらが……俺おれの手伝い？

　──弱そうな奴やつに……子供に……クリストファーかよ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ロニーさん。手伝いなんかなくても、俺はちゃんと場を捌さばけます」

　実際に足あし手でまといだと思ったのだろう。

　それでも遠とお回まわしに言ったのは、連れてきたロニーの顔を潰つぶさない為の気き遣づかいだろう。

　しかし、その気遣いはロニー本ほん人にんにあっさりと潰された。

「足手まといだ、とでも言いたげだな」

「い、いや……そんなつもりは……」

　誤ご魔ま化かそうとするフィーロに、いつの間にか背後に立っていたクリストファーが口を開く。

「酷ひどいやフィーロ！　僕はただ、この街で初めて友達になってくれた君の役に立とうと思ってるだけなのに！」

　ニヤニヤと笑いながら抗こう議ぎの声をあげるクリストファー。

　フィーロはそんな彼の言げん動どうに頭を痛めつつも、無む視しすることなく答える。

「……お前は正直カジノの会場で銃じゆうを乱らん射しやしそうで信用ならねえ」

「わお。凄すごいねフィーロ！　僕の事を良く解わかってるじゃないか！　流石さすが友達！」

「黙だまれ」




　そんな二人のやりとりを見ながら、ジャグジーは少しホッとしていた。

　──ああ、良かった。

　──このフィーロっていう人に足手まといだと思われれば、危ない仕事をしなくて済むかもしれない。

　──でも、そしたら何か別のお金を稼かせぐ方法を考えないと……。

　ジャグジーがそんな事を考えていると、クリストファーの言葉に辟へき易えきしたらしきフィーロがハッキリと言った。

「でもロニーさん。実際、こいつらに何ができるんですか？　クリストファーが荒あら事ごと向むきなのは知ってますけど……あとはみんなガキじゃないですか」

「そう？　フィーロと同い年に見えるけど」

　ケラケラと笑うクリストファーに、フィーロはこれまでに無いほど眼がん光こうを鋭くしながら忠ちゆう告こくする。

「……次つぎ言ったら、その歯ぁ全部ヤスリで削けずり下ろすぞ」

　マイザー達が傍そばに居なかったら即そく座ざに殴なぐりかかっていたかもしれない。

「ごっ……ごめんなさい！」

　しかし、謝ったのはクリストファーではなくジャグジーだった。

　それ程ほどの剣けん吞のんな空気を纏まとうフィーロを見て、ガタガタと震えながら思わず謝しや罪ざいの言葉を漏もらしてしまったのだ。

「……だから、なんでお前が謝るんだよ」




「ひっ」

　ネコに睨にらまれた子こ鼠ねずみのようになった。

　──なんだこいつ。

　──とてもじゃないが、面つらに刺青いれずみ入れる度ど胸きようがあるとは思えないぞ。

　──イジメかなんかで無む理り矢や理り入れられたんじゃねえか？

　目に涙を浮かべるジャグジーを見て、フィーロは眉まゆを顰ひそめつつロニーに言った。

「……やっぱ無理っすよロニーさん。こんなしなびたもやしみたいなガキに何かできるとは思えません。こいつの仲間ってのも、どうせ……」

「フィーロさん」

　部ぶ下かの物もの言いいをマイザーが窘たしなめようとするが、ロニーがそれを手で制し、フィーロに言った。

「フィーロ・プロシェンツォ」

「……!?　は、はい」

　ロニーの静かな物言いに、フィーロは全身を強こわばらせた。

　突然フルネームで呼ばれた事もさることながら、ロニーの顔からいつもの泰たい然ぜん自じ若じやくとした笑えみが消え去り、完全な無む表情になっていたからだ。

「それ以上は、少年と同時に、我らが頭とう領りように対する侮ぶ辱じよくだ」

「え……」

「彼らがお前の役に立つと判はん断だんしたのは、他でも無い、頭領だ。そんな彼らを侮辱する事は、頭とう領りようの目を疑うという事だ。違うか？」

「……」

　淡たん々たんと紡つむがれるロニーの言葉に、フィーロは何も言えなくなる。

　モルサ・マルティージョはファミリーにとって絶対の掟おきてだ。

　彼が認めたというのならば、その資し質しつを疑うという事は裏うら切ぎりにも等しい。

「……申もうし訳わけありませんでした」

　ロニーに──ひいてはこの場にいないモルサに対して心からの謝しや罪ざいを口にした後、フィーロはジャグジーの方に向かって、やはり素す直なおに謝罪した。

「すまなかった。お前だけじゃなく、お前の仲間まで侮ぶ辱じよくするところだった。許してくれ」

「え、あ、いや……」

　恐きよう怖ふの象しよう徴ちようであった男から素直に謝られ、どう反応していいのか解わからなくなったらしい。ジャグジーは相変わらずオドオドしており、奇き妙みような沈ちん黙もくが場に訪れたが──

　それを打だ開かいしたのは、それまでフィーロからはあまり気にされていないリカルドだった。

「いえ、私達の姿すがたや立ち振る舞いを見て、仕事の進行を危き惧ぐなさるのは当然のことです。ですが、私達もマルティージョ氏の名を汚けがさないように、尽じん力りよくをもって仕事にあたります。どうか、その内容で私達を判はん断だんして下されば幸いです」

　フィーロに対して全く気き後おくれした様よう子すもなく、流りゆう暢ちように言葉を紡つむぐリカルド。

　──この子はこの子で……随ずい分ぶんしっかりしてるな。

「あ、ああ……。解った」

　自分よりも遥かに大人おとなびているようにも思えるリカルドに気後れしていると、離れた場所からラッドの声が飛んでくる。

「俺おれの親しん戚せきとは思えねえだろ？　俺もビックリだ」

　笑いながら言うラッドは、続いてジャグジーに目を向けながら、フィーロに言った。

「その刺青いれずみの兄にいちゃんの度ど胸きようも、俺が保ほ証しようするぜ。何しろルッソ・ファミリーが狙ねらう最大の賞しよう金きん首くびだしよ。そいつの仲間を小こ突づいた俺の目を見ながら、何て言ったと思う？　『いつか、絶対に償つぐなわせる』だってよ」

「……っ！」

　声にならない悲鳴を上げ、カタカタと震えるジャグジー。

　フィーロはそんな様よう子すのジャグジーを見ながら、まだ信じられないといった目つきになるが、ラッドはその手の事で冗じよう談だんを言う類たぐいの人間ではないだろう。

　更さらに追い打ちをかけるように、ラッドの横にいた青い作業着ぎの男が、巨きよ大だいなレンチをクルクルと回しながら朗ろう々ろうと語り始めた。

「悲しい……悲しい話をしよう……。俺の弟おとうと分ぶんであるジャグジーが、不ふ当とうに過か小しよう評ひよう価かされている気がするぞ……。そこのラッドの兄あに貴きの友達らしき人、今からジャグジーの良い所を百個あげていく……途と中ちゆうで無くなった場合は未来のジャグジーの活かつ躍やくを予想して語り繫つなげる事になると思うが宜よろしいか！」

「……いや、マジで長くなりそうだから遠えん慮りよしとくわ」

「なんてことだ！　まさか断られるとは思わなかった！　どうするシャフト！　俺おれの存在意い義ぎが否定された気がするが、こんな時に俺はどうすればいい!?」

　素すで衝しよう撃げきを受けたらしく、舎しや弟ていと思おぼしき青年に叫ぶレンチ男。

　舎弟の男は大きく溜ため息いきを吐いたあと、疲れ切った声で答えた。

「黙だまればいいんじゃないですかね」

「良し解わかった！　黙ろう！　だがこれだけはこの場にいる全員に伝えておきたい！　ジャグジーを甘く見ない方がいい。甘く見ると、最さい悪あく……死ぬぞ」

「死にませんよ!?　寧むしろ僕の方が死にます！」

　ツッコミの叫びを上げたのは、他でも無いジャグジー本ほん人にんだった。

　レンチ男はその言葉に衝撃を受けたようで、感動したとばかりにレンチを振り回す。

「馬ば鹿かな……死ぬのは自分の方だと……。自分の事を甘く見た奴やつに訪れる死の運命を代わりに受け止めるってのか……!?　どこまで優しいんだお前は！　そして勇ゆう敢かんだ！　優しくて勇敢な奴はなんだ？　ジャグジーの事をどう表現すればいい!?　勇ゆう者しやか、勇者しかないだろう！」




「いや、あの……」

　──過か大だい評ひよう価かされても困るんですけど……。

　どんどん話が膨ふくらんでいく状況に、何よりジャグジー自身がついていけずにいた。

　このままでは何かとんでもない事になりそうな気がしたため、なんとかして否定しなければと考えを巡らせる。

　だが、遅かった。

　最初は訝いぶかしげに見ていたフィーロが、ジャグジーに向かって力強く頷うなずく。

「あの作業着ぎの奴の言ってる事はよく解らないけどな……とにかく、お前が色んな奴に慕したわれてるのは解った。他人からの信頼ってのは、確かに強力な武ぶ器きだ。期待させてもらうぜ、ジャグジー・スプロット」

「いえ、あの……」

「そうビビらなくていい。何かあったら、責任を取るのは俺だからな……」

　──そ、そんな重い話なの!?

　自分ではなくフィーロが責任を取るという話に、逆にプレッシャーを感じるジャグジー。

　この期ごに及んで自分が何の仕事をするのか良く解っていない状況は非常に不ま味ずいと考え、話を逸そらす意味も含めて問いかけた。

「あの……僕達は当日、具体的には何をすればいいんですか？　モルサさんからは、ギャンブルをするだけ、って言われたんですが……」

　その言葉を聞いて、フィーロは得とく心しんがいったというように頷うなずいた。

「なるほど……頭とう領りようはお前らに、寄せ波リサツカをやらせるつもりらしい」

「り、リサッカ？」

「うちのファミリーで使ってる隠いん語ごだけどな。他の組織じゃ他の呼び名があるが……サクラともちょっと違う、独どく特とくな仕事でな……」

　フィーロは少し考え、極きよく力りよく解わかりやすい言葉を選んでジャグジーに説明する。

「要するに、文字通どおり寄せ波みたいになって、場の空気を寄せるのさ。掛かけ金きんをつり上げたくなるように盛り上げたり、時には盛り下げたりして……カジノ全体の空気をコントロールする役目って事さ。イカサマでもなんでもないが、周りの空気ってのは大だい事じだからな」




「ある意味、ディーラーや取り仕し切きり役やくの俺おれよりも重要な仕事になるからな。よろしく頼むぜ、ジャグジー・スプロット」





⇔






現在　ミリオネア・ロウ




「……そんなわけでね。今から本ほん番ばんまでに、カジノのギャンブルのやり方とか、マナーとか、色々と勉強しなくちゃいけないんだ……。この服は全部ロニーさんが貸してくれるって……。どうやったのか知らないけど、僕がここに帰ってきたらもう広ひろ間まに並んでて……」

　ニースから目を逸そらし、天てん井じようを見ながらぼんやりと事情を語り続けたジャグジー。

　彼が懐ふところから出したのは、ジャグジーが帰き宅たくした時に玄げん関かんに置かれていたメモだった。




『少なくともカジノ本番には、金持ちらしい振る舞いをして貰もらわないと困る。礼れい服ふくを貸すから、今から着き慣なれておけ。街のチンピラがいくら騒さわいだ所で、金持ち連れん中ちゆうやギャングの幹かん部ぶは簡単に空気に流されてはくれないからな。

　君達には期待している。

　そうそう、前まえ払ばらいとして、今月と来月の上じよう納のう金きんは立て替えておいた。


ロニー・スキアート』






　そのメモをみんなに見せた後、ジャグジーは魂たましいの抜けたような表情で言葉を漏もらす。

「……要するに、もう断りようがないって事」




　こうして、ミリオネア・ロウの不ふ良りよう達たちは、完全に『渦うず』に巻き込まれた。

　彼らの中には、不ふ死し者しやもマフィアの人間も存在しない。

　しかし、近しい所に居たために、巨きよ大だいな渦の流れに巻き込まれてしまった形となる。

　彼ら自身が抱えていた人生の渦ごと巻き込み、更さらにその規き模ぼを膨ふくらませながら。

　そして──悲ひ劇げきとも喜き劇げきとも取れる、人の連れん鎖さは続いていく。

　ルノラータ・ファミリーと不死者達たちが巻き起こした巨きよ大だいな渦に引き寄せられた漂ひよう流りゆう者しやが、また一人、ジャグジー達の前に現れる事となったのである。




「ところで、レイル君は？」

　目の前の絶望からとりあえず目を逸そらす為ためというわけでもないが、ニースは敢あえてカジノの件に触れる前に、先せん刻こくから気になっていた事を口をした。

　単純だが重要な疑問に、ジャグジーはあっさりと答える。

「ああ、昔の知り合いと再会できたから、ゆうべはその人と一いつ緒しよに泊まるって……」

　そんな会話をしていた所、玄げん関かんの方から物もの音おとが聞こえてくる。

「あ、レイル君、戻って来たのかな」

　ジャグジー達がドヤドヤと押し纏まとまって玄関に向かうと──そこにいたのはレイルではなく、見み覚おぼえのある年とし上うえの男だった。

「よう。相変わらず貧びん乏ぼう人にん臭くせぇ面つらぁしてやがんな、カス共」

　誰だれよりも育ちの悪さを窺うかがわせる発言をしながら、ジャグジー達の前に顔を出したのは──
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　ある意味で、彼らの大おお家やとでも言える存在だ。

「だ……ダラスさん!?」




　ジェノアード家の現げん当とう主しゆであるイブ・ジェノアード。

　その兄でありながら家か督とくを継つがず、骨こつ董とう品ひんや絵画などの財産を売りながら遊び呆ほうける典てん型けい的てきな駄だ目め人間だ。

　あからさまにジャグジー達を見み下くだしているが、基本的に彼は妹を除いた全ての人間を見下しているので、今さら怒る者はいない。

　ジャグジー達に半分憐あわれみの目で見られているとも知らずに──

　ゲスなチンピラの代表格かくとでもいうような男は、下げ卑びた笑いを浮かべ、口を開いた。

「今日きようはな、お前らにいい話を持ってきてやったんだ」

　そして、彼は紡つむぎ出す。

　自らの足を巨きよ大だいな渦うずの中に踏み込ませる一ひと言ことを。




「２月に、そこの『ラーズランス』っつービルでカジノ大会やるの、知ってるか？」













十二章　寡か黙もくな男は焦あせらない







ＮＹ某ぼう所しよ　ジャズホール『coraggioso』地下




「荒あら事ごとになるかもしれねえだと？」

　ガンドール・ファミリー最高幹かん部ぶの一人であるベルガ・ガンドールは、弟であるラック・ガンドールの話を聞いた後、驚いたようにそう呟つぶやき──ニヤリと笑う。

「上等じゃねえか。なんだったらあの脆もろそうなビルごと全部ぶっ潰つぶしてやろうぜ」

　ここはＮＹ内でも小さなマフィア組織であるガンドール・ファミリーの経営するジャズホールである。だが、地下が事務所になっており、実じつ質しつ的てきな本ほん拠きよ地ちといっても差さし支つかえない。

　その奥の個室で、組織を仕切る三兄弟の一人、三さん男なんのラック・ガンドールが昨さく晩ばんの出来事ごとを報告していた。

　彼自じ身しんは徹てつ夜やであったものの、眠ねむ気けを見せる事もなく、フィーロのカジノで起こった事と、そこから予よ測そくしうる事を極めて理り路ろ整せい然ぜんと語り続ける。

「今から得え物ものぉかき集めとこうぜ！　面めん倒どうなのは弾たま切ぎれだけだ！　ルノラータの連れん中ちゆうは、数だけは多いからなぁ！」

　一方、冷静な弟とは逆に、聞き手であるベルガが暴ぼう力りよく的てきな空気を狭い部屋に振りまいている。

「落ち着きなよ、ベル兄にい」

　ラックはそんな次じ兄けいを窘たしなめつつ、長ちよう兄けいであるキースに向かって話を続ける。

「どうも、不ふ死しの酒さけ絡がらみのようなんだけれどね、フィーロがそのメルヴィという男に対する態度はなんていうか……少し妙みようだった。最初は普通だったんだけど、その男の帰り際、すれ違ったマイザーが何か言った瞬しゆん間かんに顔色を変えてた」

「なんだぁ？　つまり、そのメルヴィってのは、マイザーの奴やつの知り合いって事か？」

　ベルガの問いに、ラックは首を横に振った。

「いや……その後の二人の態度を見ると、そんなわけでもないらしいけれど……。何か因いん縁ねんはあるのかもしれない。不死者しや絡みでね」

「不死者だろうが何だろうが関係あるか。俺おれらに喧けん嘩かふっかけてきたら踏み潰つぶすだけだ！　そうだろ！　キー兄！」

「……」

　キースは無む言ごんで弟達たちの会話を聞いているだけだが、その瞳ひとみは研とぎ澄すまされたナイフのように鋭く、並のチンピラならば睨にらまれただけで萎い縮しゆくして動けなくなるだろう。

　肯こう定ていも否定もしないキースだが、そんな兄の威い圧あつ感かんに気け圧おされ、ベルガは自然と熱を冷ます。

「おいおい、そんな怖こえぇ顔すんなよキー兄。解わかったって。最後まで話聞きくって」

　ラックはそのタイミングを見み計はからい、更さらに次兄を諫いさめる言葉を口にした。

「不ふ老ろう不死だのなんだのは御お伽とぎ噺ばなしなんだよ。ベル兄。不死者絡みの話で喧嘩に巻き込まれたからってルノラータとコトを構えたら、周りの組織に説明ができない」

「……なんだか面めん倒ど臭くせぇなあオイ」

「まだいい方さ。大きな組織ともなると、身み内うちの復ふく讐しゆうすら勝かつ手てにできなくなるからね」

　当時のアメリカでは、アル・カポネの逮たい捕ほを切っ掛けとして、組織全ぜん体たいを地下に潜もぐらせる方ほう策さくを採とっていた。結果として、組織同どう士しは強い横の繫つながりを持ち、カリスマを持った大おお物ものギャングの元で、『コーサ・ノストラ』と呼ばれるネットワークがこれまで以上に巨きよ大だいになりつつある。

　組織同士のいざこざは厳きびしく監かん視しされ、例え一いつ家かの構成員いんが殺されたとしても、血の代だい償しようを支払わせるには周囲の組織の許可が必要、というケースも存在したという。

　そんな中で、元もと々もと強大な力を持っていたルノラータはともかく、ガンドールやマルティージョのような小しよう組織がマンハッタンの中に存在し続けているというのは、非常に特とく異いなケースであると言えるだろう。

「逆に、ルノラータもニューヨークの五大ファミリーとは揉もめたくないだろうからね。荒あら事ごとと言っても、水面下かにはなると思うよ。マフィア同どう士しの協きよう定ていを結んでいないルノラータやうちのファミリーが目立つと、警察から狙ねらい撃うちにされるのは目に見えてる。マフィアを目の敵かたきにしてる捜そう査さ局きよくも、足がかりとして潰つぶしやすい所から潰したいだろうね」

「……」

　長なが々ながと語るラックと沈ちん黙もくしたままのキースを見み比くらべ、ベルガが歯は軋ぎしり混じりに言う。

「じゃあ、どうしろってんだよ！」

「手持ちのカードでなんとか乗り切るしかないさ。いつだってそうして来たろ。前にルノラータと揉もめた時もね」

　ラックはそう言いながら、僅わずかに目を逸そらした。

　彼自じ身しんの中にある、一つの不安を隠かくすように。

　──手持ちのカード、か。

　──最大のミスは……ジョーカークレアの手て札ふだを持ってるのがルノラータ、という事だな。

　これからそれを二人の兄に伝えなければならないのだが、ラックは気が重かった。

　古い幼おさな馴な染じみが敵に回っているという事こと以上に──彼らが知る中で『最大の手札』が取られてしまったという事が、自分達の立場の弱さを確かく定ていさせる。

　しかし、黙だまっているわけにもいくまいと、覚かく悟ごを決めてラックは口を開いた。

「ところで、もう一つ重要な事があるんだ」

「……」「ああ？　なんだ？」

　二人の兄に視線と言葉で促うながされ、ラックはその事情を説明し始める。

「そのメルヴィって男には、一人厄やつ介かいなボディーガードが……」




　と、その瞬しゆん間かん、部屋にノックの音が響ひびき渡った。

「ボス、宜よろしいでしょうか」

　事務所内ない部ぶで待たい機きさせている部ぶ下かの声。

　会議中ちゆうだとは伝えてあるので、そこに割り込んで来るとは、何か火か急きゆうの用件かもしれない。

「どうしました？」

　兄弟以い外がいに見せる冷れい徹てつな仮か面めんを被かぶりながら問いかけるラックに、部下が恐おそる恐る報告した。

「ええ、ボスに来客がありまして……。ルノラータ・ファミリーの使いと名乗っていますが……いかがなさいますか？」

　部下の報告に、ラック達は揃そろって顔を見合わせる。

「……一人ですか？」

「いえその、ボディーガードも入れて二人なんですが……」

　ボディーガードという単たん語ごを聞き、ラックの脳のう裏りを嫌いやな予よ感かんが走り抜けた。

　更さらに、部下の複雑な表情がその予感を確かく信しんへと変えていく。

　ラックが何か言うよりも先に、部ぶ下かの口はその『嫌いやな予よ感かん』の答えを吐き出した。

「そのボディーガードが……その、ボスのお知り合いの方でして……」







　一分後ご。

「よう、久ひさ々びさだな。キースにベルガ。ラックは６時間ぐらいぶりか？　お前、顔色悪わるいけど、もしかして寝てないのか？」

　健康そうな笑顔をつやつやと輝かせるクレアフエリツクスに、ラックは人ひと差さし指ゆびをこめかみに添えながら答えた。

「顔色が悪いのは、貴方あなたに呆あきれているからですよ。フェリックスさん」

　そして、半はん目めで相手を睨にらみ付け、皮ひ肉にく混まじりで状況を話す。

「丁ちよう度ど、貴方の事をキー兄達に伝えようとしていた所ですよ」

　ラックはそう言った後、クレアの背後に立って不ふ敵てきな笑えみを浮かべている男に目を向けた。

　昨日きのうと変わり無い表情で、メルヴィがこちらに対して慇いん懃ぎんな一いち礼れいをしてみせる。

　クレアはそんな背後の人間の事を気に懸かけているのかいないのか、ラックの皮肉に対してあっけらかんと言葉を返した。

「ああ、そうそう。悪いなー、キースにベルガよぉ。俺おれ、今、ルノラータに雇やとわれてんだよ。つまり、今後の流れによっちゃお前らの敵になるってわけだ」

「……」

　一いつ緒しよに現れた時点で予想していたのか、キースはただ沈ちん黙もくする。

　そんな兄に対し、ベルガは露ろ骨こつに青あお筋すじを立てながら怒ど鳴なりつけた。

「なぁっ!?　クレアてめぇどういうつもりだ!?　ルノラータが俺らとどういう関係か知らねえわけじゃねえだろ！」

「まあ待てって。前も一回グスターヴォとかいうデカブツに雇われてた事もあったろ、俺？　人ひと捜さがしだけとはいえよ。それにお前ら、別に今はルノラータとコトを構えてるわけじゃないし。あとクレアじゃなくてフェリックスな」

　どこまでもフリーダムな発言をするクレアに、今度はベルガが右手で自分のこめかみを押さえ付ける。

「ちっ……ったく、相変わらず行動が読めねえ野や郎ろうだな、手前てめえはよ！」

「いやあ、ベルガに行動読よまれたら人間としてお終しまいかなと思ってる」

「……はっ」

「ハッハッハ」

　互いに一いつ瞬しゆん笑った後──

　ベルガがクレアに殴なぐり掛かり、幼おさな馴な染じみ同どう士しの凄せい絶ぜつな喧けん嘩かが始まった。




「こうなると長いんで、どうぞこちらへ」

　机をひっくり返して暴あばれ回っている二人を余よ所そに、ラックは残されたメルヴィを会議をする為ための個室へと招き入れる。

「止めなくても宜よろしいんですか、アレ」

　喧けん嘩かを続けるクレアとベルガの方をチラリと見るメルヴィに、ラックは淡たん々たんと答えた。

「慣れていますので。貴方あなたの護ご衛えいについても御ご安心を。もしも私達が貴方を殺そうと銃じゆう口こうやナイフの切きっ先さきを向ければ、あの状況からでもなんとかする人ですから。彼は」

「随ずい分ぶん、フェリックスさんの事を信頼なさっているようですね」

「敵としても味み方かたとしても、能力に関しては彼ほど信頼できる人間はそうは居ません。人じん格かくの問題はとりあえず横に置く……という条件付つきですが」

　ジョークでもなんでもなく、ラックは本ほん心しんからそう口にする。

「幼おさな馴な染じみの友人としては、信頼に足りますか？」

「昔むかし馴染みを信頼という言葉で測るのは好きではありません」

　お互いに言葉で牽けん制せいし合いながら、丸テーブルに座るキース、ラック、そして客きやく人じんであるメルヴィ。

　ラックは改めてメルヴィを観察するが、特に変わった所はなかった。

　裏の人間にありがちな強こわ面もてな外がい見けんや独どく特とくな威い圧あつ感かんはないが、その大人おとなしさが逆に不ぶ気き味みさを感じさせている。

　──まあ、フィーロも外見だけ見たら、とてもカモッラの幹かん部ぶには見えませんからね。

　──私もあまり人の事は言えないのですが。

　自分とは対照的に、いかにも『大おお物ものマフィア』といった鋭い空気を纏まとっているキースや武ぶ闘とう派はそのものといった外がい観かんのベルガ。そんな兄達を羨うらやみつつ、ラックは本ほん題だいを切り出した。

「それで、貴方は何を企たくらんでらっしゃるんですか？　メルヴィさん」

「……企むって、初しよ対たい面めんで随ずい分ぶんな事をおっしゃいますね」

「昨日きのうの夜、マルティージョ・ファミリーのカジノでお会いしたと思いますが」

「会話はしていないでしょう」

　どうやらラックの事に気付いてなかったわけではないようだ。

　メルヴィという青年はニコニコと笑い続けているが、ラックは経験上じよう、その笑えみが自分の本ほん心しんを隠かくす為ためのものだと推すい測そくする。

「失礼ながら。あのカジノの支配人にんであるフィーロ・プロシェンツォ氏しとのやり取りを見た限り、貴方個こ人じんの言葉には懐かい疑ぎの念ねんを抱かざるをえません」

　回りくどい物もの言いいをした後、ラックは目を細めながら言い放った。

「貴方はルノラータの人間ですが、バルトロ・ルノラータ氏の代だい理りとして来たわけではないでしょう？　その時点で、警けい戒かいするには十分だと思いますが」

「なぜ、私がＭｒ．バルトロの代だい理りではないと？」

「大だい事じなカジノ大会のディーラー役を、別べつ組織の前にさらけ出す……Ｍｒ．バルトロはそのようなマヌケではありませんから」

「……言いますね」

　ラックの言葉に苦く笑しようすると、メルヴィは椅い子すの前で足を組み、軽く背を逸そらす。

「まあ、確かにその通りなのですから、反はん論ろんのしようもないのですが」

　尊そん大だいな態度を取るも、慇いん懃ぎんな口く調ちようはそのままにメルヴィは言葉を続けた。

「確かに、私はルノラータ・ファミリーではなく、個人の意い思しでここにいます」

　あっさりと白はく状じようするが、彼の目に動どう揺ようや焦あせりはない。

「自己紹しよう介かいが遅れて申もうし訳わけありません。キースさんにラックさん。私はメルヴィと申します」

　まるで最初からそう明かすつもりだったとでもいうかのように、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべたまま自ら話を切り出した。

「てっとり早く言いましょう。私と協定を結びませんか？」

「……協きよう定てい？　ルノラータ・ファミリーではなく、貴方あなた個人と？」

「ええ、私一人と、ガンドール・ファミリーとの協定です」

「巫ふ山ざ戯けていらっしゃるわけではなさそうだ。内容をお聞きしましょう」

　淡たん々たんと会話の先を促うながすラックに、メルヴィは初めて表情を変える。

　とはいえ、それは笑いに歪ゆがむ唇くちびるの角度が僅わずかに浅くなる程てい度どの変化だったのだが。

「随ずい分ぶんと、話が早いですね」

「何か困る事でも？」

「いえ？　ただ、こんな若わか造ぞうが個人とファミリーの協定なんて馬ば鹿かげた話を持ち出したんです。『巫山戯るな』と激げつ昂こうされ、銃じゆうを突きつけられる所まで想そう像ぞうしていましたが」

「撃うたれる所まで想像すべきですね。それでもまだ足りませんが」

「へえ、ならばどこまで想像すべきです？」

　ラックは無む表情のまま、メルヴィの問いに即そく答とうする。

「何、簡単な事ですよ。錆さびた鋏はさみを想像して下さい」

「……錆びた鋏？」

「その鋏で、絶対に自分が味わいたくない……貴方が想像しうる限りの、人間の身体からだに対する最も残ざん酷こくな苦痛の与え方を思い浮かべて頂いただければ十分かと」

　滔とう々とうと語るラックに、メルヴィが言った。

「そう来ましたか。何を言われても『その程てい度どですか』と強がるつもりだったんですけどねえ。私に具体的な内容を想像しろと言われるとは思いませんでした」

「ええ、貴方はそういう性格と判はん断だんしましたので、少しばかり意い地じの悪い物もの言いいをしました。申もうし訳わけありません」

　全く謝しや意いの籠こもっていない機き械かい的な謝しや罪ざいをするラックだが、メルヴィは特に不ふ快かいとは思わなかったようで、笑いながら話を続ける。

「いやあ、ラックさん。貴方あなたとは話が合いそうで助かりますよ。マルティージョのフィーロさんのような直ちよく情じよう的てきな方とは違ってね」

「同どう属ぞく嫌けん悪おという言葉もある事をお忘れ無く。……それで、協きよう定ていの内容というのは？」

「おっと。話が横よこ道みちにそれていましたね。これは失礼」

　わざとらしいまでのフレンドリーさは、怪あやしげな保険を勧めに来た詐さ欺ぎ師しを思わせた。

　ラックもキースも警けい戒かいを解くこと無く、外からベルガとクレアの喧けん嘩かが響ひびく部屋の中でメルヴィという『異い物ぶつ』を相あい手て取る。

　彼らは既すでに気付いていたのだ。

　このメルヴィという男はルノラータの一員だと名乗ってはいるが、本来はこの世界とは別の所にいる筈はずの存在なのだと。

　血ち生なま臭ぐさい裏うら社会に迷い込んだ『異物』だが、決してカタギの人間でもない。

　世界そのものから一歩引ひいて、周囲の全てを観察しながら語っているかのような男を、ラックは未だに測はかりかねている状態だった。

　そんなラックの目を上うわ目め遣づかいに見つめ、メルヴィが言う。

「協定というのは、簡単な事ですよ。不ふ戦せん協定です」

「不戦協定、というと？」

「言葉通どおりですよ。ルノラータ・ファミリーではなく、私個こ人じんの立場は、『フィーロ・プロシェンツォの敵』です。しかし、貴方達たちに敵てき意いはありません」

「それは──」

「もちろん、貴方達とフィーロさんの関係は良く知っていますよ。ゆうべの様よう子すを見るに、どうやら私のボディーガードとも知り合いのようですが」

　ラックの言葉を遮さえぎって語るメルヴィの目は、まるでこちらの事を全て見み透すかしているかのようだった。

　しかし、クレアと普ふ段だんから接しているラック達にとっては、その程てい度どの目など怯ひるむ理由にはあたらない。

「なら、話は早いですね。お帰り下さい」

「ガンドール・ファミリーの部ぶ下かの皆さんの為ためにも、聞いておくべきだと思いますが？」

「部下が巻き込まれる事じ態たいなら、もはや貴方個人と話す事はなくなります。あとはルノラータ・ファミリーと我々の話になる」

「……ルノラータとは関係ない部分の話なんですけれどねえ」

　メルヴィは横よこ目めでチラリとガンドール長ちよう兄けいを見るが、キースは沈ちん黙もくしたままで、特に会話に加わる様よう子すもなかった。

　そんな兄の分まで喋しやべるとでもいうかのように、ラックが答える。

「プライベートだろうと、貴方あなたがルノラータの人間である事に変わりはありません。貴方の正しよう体たいも目的も知りませんが、それだけは厳げん然ぜんたる事実です。貴方の正体がどこの誰だれだろうが構いません。しかし、貴方が今いま立っている場所は、そういう世界です。貴方がそれも理解できないマヌケなら、これ以上話はなす価か値ちもないと思いますが」

「逆に言いましょう。ラック・ガンドールさん」

　僅わずかに目を細めながら、メルヴィが言った。

「貴方達こそ、自分の立ち位置を見誤っている」

「ほう？」

「マフィア同どう士しのしきたり？　血の掟おきて？　報ほう復ふく？　ファミリー？　下らない。そんなものは人の範はん疇ちゆうでの話だと言ってるんで──────────」




　言葉は、そこで唐とう突とつに終わる。

　長なが口こう上じようの途と中ちゆうで不ふ意いに視線を部屋の外に向けたメルヴィ。

　それに釣つられる形でラックが同じ方向に視線を向けた瞬しゆん間かん、メルヴィが床を蹴けった。

　椅い子すを後ろに倒しながら、獲え物ものを捕らえた肉にく食しよく獣じゆうのような動きで狭い個室の床とテーブル、そして壁を蹴り渡り──メルヴィは、テーブルを派は手でに回り込む形でラックの背後に着ちやく地ちする。

　音に反応したラックが、反射的に動き始めた。

　しかし──

「……っ！」

　計算か偶ぐう然ぜんか、メルヴィに蹴りつけられた時に押し込まれたテーブルが、ラックが立ち上がる事を阻そ害がいした。

　初しよ動どうが遅れたラックを嘲あざ笑わらうかのように──

　彼の頭とう部ぶに向かって、メルヴィの右手が差し伸ばされる。




　刹せつ那な、振り返ったラックはメルヴィと目が合った。

　メルヴィの瞳ひとみの中に、それまで巧こう妙みように隠かくされていた殺さつ意いの色が露ろ出しゆつしている事に気付く。

　だが、ラックには、もはやどうする事もできなかった。





⇔






過去　チェスワフとフィーロの会話




──「ねえ、フィーロお兄にいちゃん……あの、フェリックスだかクレアだかいう赤あか毛げの人ってさ、フィーロお兄ちゃんの知り合いなの？」

──「ん？　チェス、クレアに会った事あったっけか？」

──「ちょっとね」

──「んー。あいつは、俺おれやガンドールの兄弟と同じアパートで育った奴やつでさ。悪い奴じゃあないんだが……いや、職業から言えば十分犯はん罪ざい者しやか……。まあ、今度紹しよう介かいしてやるよ」

──「い、いや、いいよ！　絶ぜつ対たい紹介しないでね、お願い！」

──「？」

──「それよりさ、ガンドールって、近くにあるガンドール・ファミリーの事？　凄すごい人ひと達たちと知り合いなんだね、フィーロお兄ちゃん」

──「まあな……。っていうか、俺も一応マルティージョ・ファミリーの幹かん部ぶなんだけどな。ああ、いや、子供に自じ慢まんする事でもねえけどさ」

──「……。ああ、まあ、気にしないで続けて」

──「俺もガンドールの親父おやじさんには世せ話わになったからさ、当とう然ぜん俺もガンドール・ファミリーに入ると思ってたんだけどな……。街で荒れてた頃ころに、ヤグルマさんに伸のされてマイザーさんやロニーさんの世話になって……モルサの親父に会った時、最初はおっかなくて震えたもんさ。ま、その後ご色々あって、俺はマルティージョ・ファミリーに人生を捧ささげようって決めたのさ」

──「そうなんだ」

──「キース達も、最初は反対したけど……クレアの奴が上う手まく仲なか立だちしてくれてさ、最後にはみんな認めてくれたよ」

──「……調ちよう停ていとかできる人なんだ。あいつって……」

──「？　なんかあったのか？」

──「なんでもないよ。それとも、仲立ちって……もしかして力尽ずくとか？」

──「あー。確かにクレアは喧けん嘩かは強かったな。だけど、無む理り矢や理り俺らに言う事聞きかせるなんてマネする奴じゃねえよ。ま、ベルガと殴なぐり合いの喧嘩はしょっちゅうだったけどな。まあ、いつもベルガが負けるんだけどよ」

──「だろうね」

──「……」

──「どうしたの？」

──「チェス。確かにクレアの奴は強い。身体からだも度ど胸きようも超ちよう一級だ。だけどな、喧嘩だの殺し合いだのが強いのと、人間的な強さはまた別なんだぜ」

──「？」

──「クレアとベルガが喧嘩した時、時々互たがいに熱が入って、俺やラックがとばっちり喰う事も多かったんだけどさ」

──「災さい難なんだったね」

──「そんな時、熱が入った二人を止められる奴やつは、一人しか居なかった」

──「え？」

──「ああ、そうさ。いるんだよ」




──「腕うでっ節ぷしじゃクレアに勝てなくても、あいつをビシっと止められる凄すごい奴がな」
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現在　ジャズホール『coraggioso』地下




「！」「……っ！」

　ラックとメルヴィ。

　二人の男が、同時に目を見開いた。

　彼らの間に立つのは、眼がん光こう鋭き一人の男。

「……」

　キース・ガンドールは、やはり無む言ごんだった。

　彼がやった事は、至し極ごく単たん純じゆんな事。

　ラックの額ひたいへと伸ばされたメルヴィの右手て首くびを、指ゆび先さきが届く寸すん前ぜんで摑つかみ止めたのだ。

「ぐっ……」

　右手首から伝わる圧力に、メルヴィは思わず笑顔を消し、僅わずかな呻うめき声を漏もらす。

　さほど強い力で握られたわけでもない上に、キースが使っているのは左手だ。それにも関わらず『手首の骨を握り潰つぶされる』とメルヴィが錯さつ覚かくしたのは、恐らく相手が放つ威い圧あつ感かんに気け圧おされたからだろう。

　そして、次の瞬しゆん間かん──

　沈ちん黙もくを守ったまま、キースは自らの右手を、何の躊躇ためらいもなくメルヴィの頭に差しのばした。

「!?」

　自分が何をされるか理解したらしく、メルヴィはキースの腹を蹴けりつけて逃のがれようとするが、軽く身を捻ひねったキースに躱かわされてしまう。

「……」

　やはりキースは喋しやべらないままだが、その鋭い眼がん光こうは言葉よりも数すう倍ばい雄ゆう弁べんに意い思しを示した。

　それは、純じゆん粋すいなる報ほう復ふく。

　目には目を。

　　歯には歯を。

　　　刃やいばには刃を。

　　　　噓うそには噓を。


そして、殺さつ意いには殺意を。






　メルヴィは、この時ようやく理解した。

　自分が警けい戒かいすべき相手は、一番知ち恵えが回ると判はん断だんしたラックではなく、何なに一つ喋しやべらぬまま、一度も周囲に対する警戒を解かなかった長ちよう兄けいであったという事に。

　だが、気付いたところで既すでに遅かった。

　今まで見て来た何者よりも純じゆん粋すいな殺意が、メルヴィの全身に絡からみつく。

　蜘く蛛もの糸の様ように細く、鋼こう鉄てつよりも強きよう靱じんな『殺意の糸』が自分の全身に巻き付き、その魂たましいを引き裂さこうとしているかのようだ。

　一秒に満たぬ時間で、そんな錯さつ覚かくに囚とらわれたメルヴィ。

　自分が滑こつ稽けいなまでの『返り討うち』に遭あうと確かく信しんしかけたが──

　その寸前に、ガラスの割れる音がその思し考こうを遮さえぎった。




　重量のある大だい理り石せき製せいの灰皿が、部屋の外から窓を突き破ってキースの右手目めがけて飛ひ来らいしたのである。

　メルヴィの額ひたいへと伸ばしかけていた手を止め、キースはその灰皿を受け止めた。

　右手に灰皿を、左手でメルヴィの右手て首くびを押さえているという奇き妙みような状況。

　そんなキースに、部屋の外から暢のん気きな声が掛けられた。

「ストップストップ、そこまでで頼むわ、キース」

　クレアが、ベルガとの喧けん嘩かを一時中ちゆう断だんして割れた窓まど越ごしに手を振っている。

「一応俺おれ、ボディーガードなんでな。そいつが死なないように守んなきゃいけないわけよ」

「おいクレア、どこに向かって灰皿投なげてやがん……あぁ？」

　背後からクレアに摑つかみかかろうとしていたベルガも、そこに来てようやく個室の中の異常に気付いたようだ。

「このダボハゼ野や郎ろうがぁっ！　手前てめえ、キー兄とラックに何してやがる！」

　勢い良く個室に向かって駆かけ出すベルガの足を、クレアがヒョイと引っかける。

「うおぉ!?」

　綺き麗れいな軌き道どうを描きながら半はん回転し、ベルガはそのまま床に顔面を打ち付けた。

「落ち着けって。キースもラックも怪け我がしてねぇだろ。まず話を聞け」

「ぐおぉ……クレア手前！」

「悪わりぃ悪ぃ。あとクレアじゃなくてフェリックスな」

　クレアは顔面を押さえて転がるベルガにマイペースで答えた後、改めて個室内ないに目を向ける。

「おい、メルヴィ」

「……なんですか、フェリックスさん」

「とりあえず、あれだ。すぐにキースとラックに謝れ」

「……は？　何ですって？」

　ニコニコ笑いながら言うクレアに、メルヴィは困ったような笑えみを浮かべた。

「詳しい経けい緯いは知らん。だけどな、キースがそこまで殺さつ気き丸まる出だしにしてるって事は、それだけの『何か』をお前がやらかしたってことだ。俺おれは仕事として、ちゃんとお前の命は守ってやる。だが、そいつらの家族としての俺は同時にこうも言うわけだ」

　クレアは、そこで一度完かん全ぜんに表情を消す。

「二人に、謝れ」

「……」

　一方のメルヴィは、いつしか不ふ敵てきな笑みを取り戻しており、数秒の沈ちん黙もくを挟んで口を開いた。

「大変失しつ礼れいしました。ほんの遊びとは言え、お二人を試すような事をしてしまった御ご無ぶ礼れい、お許し下さい」

　存ぞん外がい素直に謝ったメルヴィだが、ラックもキースも、その言葉の大たい半はんが偽いつわりだと知っている。

　先せん刻こく彼は、まさしく自分達たちを殺すつもりだった。

　そして、『右手を頭に差し出す』という行為に殺意を伴わせるという事実は、メルヴィという男の謎なぞを一つだけ明るみにする。

　──不ふ死し者しや……。

　ラックの視線が、自然と険けわしくなる。

　兄の助けが無ければ死んでいたという事を認にん識しきしつつも、それに対する動どう揺ようを欠片かけらも表おもてに出さぬままメルヴィに言った。

「……許すも許さないも、フェリックスさんが貴方あなたを護ご衛えいしている以上、我々にできる事は貴方を黙だまって帰すだけです。最も、ただ逃がしたといったのでは面子めんつが立ちませんから、敢あえてこう言いましょう。『気にしていません。運が良かったですね』と」

「……その御ご厚こう意いを受け取って、今日きようは帰るとしましょう。どうにも私の護衛は諸もろ刃はの剣つるぎのようだ。敵との壁が厚すぎて、こちらからも手出しできない」

　口くち元もとは笑みに歪ゆがませたまま、クレアをジロリと睨ねめ付けると──メルヴィはラックとキースの方を向いて執しつ事じのように慇いん懃ぎんな一いち礼れいをし、個室を後にする。

　そのまま地上への階段に向かうメルヴィの前に、遠とお巻まきに様よう子すを見ていたガンドールの部ぶ下か達が立ち塞ふさがろうとするが、ラックが手の仕し草ぐさだけで道を空あけさせた。

「２月の饗きよう宴えんを楽しみにしていますよ、ガンドールさん」

　メルヴィはそれだけ言い残し、微笑ほほえみを浮かべたまま階段の上へと姿すがたを消す。

「あれ？　なんだよ。もう帰んのか」

　続いて階段に向かいかけたクレアは、キース達の方を向いて口を開いた。

「悪いな、なんか嫌いやな思いさせちまってよ。あいつ、すげえ嫌な奴やつだったろ？」

「謝るぐらいなら、最初からあんな男の護ご衛えいなどしないで下さい」

「いや、本当に悪い。でもよ、俺おれの愛の為ためだから少しだけ我が慢まんしてくれ」

　謝りながら階段を上り始め、最後に一度だけ立ち止まり、呟つぶやく。




「契けい約やくが終わったら、あいつにゃ俺がちゃんと地じ獄ごく見せといてやるからよ」
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一分後ご　会議室内ない




「……結局、何しに来たんだアイツ」

　蚊か帳やの外だったベルガに対し、ラックは答えない。

　下へ手たに答えようものなら、ベルガの性格上じよう、今から一人でルノラータの関係施し設せつに殴なぐり込みにいきかねない。それが解わかっていたからだ。

　──メルヴィ。

　──あの男は、私達と話し合いに来たんじゃない。

　──私達を皆殺しにする。それが目的だった筈はず。

　クレアに救われたのは、果たしてあの男か、それとも自分達か。

　キースは果たして、あのままメルヴィという男を『喰う』つもりだったのだろうか。

　本当に『喰う』ことができるのだとしたら、あのメルヴィという男はダラスのような『できそこない』の不死者ではなく、本物の『不死の酒』を飲んだ人間という事だ。

　長ちよう兄けいは相変わらず沈ちん黙もくを保ったままだ。その過か剰じような寡か黙もくさは、ここ数年で更さらに度ど合あいを増しているようにも思える。

　どの道、答えを測る事に意味はないと考えつつ、ラックは独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「……戦せん力りよくを、補ほ充じゆうする必要があるかもしれませんね」

　すると、その呟きにベルガが反応する。

「あぁ？　何なに言ってんだ。俺おれがいりゃ十分だろ」

「ベル兄にい一人じゃ、二カ所襲おそわれたら手が足りないだろ？」

　ラックは淡たん々たんと兄の意見を否定し、少し離れた場所にいるキースにも聞こえるように考えを述べた。

「もちろん、うちの構成員いんがヤワじゃない事は知ってるよ。ルノラータの兵へい隊たいにも決して劣らないと信じてるさ。ただ、さっきの奴やつみたいな、マフィアのやり口とは違う……『異い物ぶつ』みたいな連れん中ちゆうを相あい手て取るのには慣なれてない。早い話、フェリックスクレアみたいな奴が二人以い上じよう出て来たら、うちの組は脆もろさを露ろ呈ていする事になる」

「おいおい、クレアみたいな野や郎ろうが何人もいてたまるかよ」

「だといいけど、実際、今回あいつは敵てき側がわだしね」

「ぐっ……あの野郎……」

　右拳こぶしを左掌てのひらにバシリとぶつけるベルガ。

　それが兄の思し考こう停止の合あい図ずだと知っているラックは、更さらに思し案あんし、二人の兄に語り続けた。

「うちの幹かん部ぶで一番荒あら事ごとが得意なのはニコラだったけど、一昨年おととしにトンプソンの弾たまを浴びた後こう遺い症しようがまだあるから、あまり無む茶ちやはさせられない。それを考えたら、やっぱりうちで荒事に向いてるのが……」

　その先は、言い淀よどむ。

　あまり認めたくない現実なのか、ラックはできる事ならこのまま話を打ち切ろうとすら思っている様よう子すだった。




　と、その時、階段の方から朗ろう々ろうたる声が響ひびき渡る。

「ただいまーっ！　楽な仕事だったよアミーゴ！　指を二本切きり落としてあげただけで、泣いて持ち逃げしたお金を返してくれたよ、アミーゴ！　いい人だよね！」

　爛らん漫まんな調子で物ぶつ騒そうな言葉を口にする女の声を聞きながら、ラックは目め頭がしらを押さえて大きな溜ため息いきを吐き出した。

「……荒事に向いてる部ぶ下かが彼女だけって時点で、うちの組はどこかおかしいんだよ」

　そこまで口にした所で、ラックはふと考え込む。

　過去を思い出しながら、やはり独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。




「In for a penny,毒をくらわin for a pound.ば皿まで……っていうのも、ありかな……」





⇔






路ろ地じ




「ちょっとしか居なかったけど、用事は全部済すんだのか？」

「ええ、貴方あなたのお陰で無む駄だ足あしになりましたよ、フェリックスさん」

「そりゃ良かった。たまには無駄な事をやって息いき抜ぬきした方がいいぞ」

　メルヴィの皮ひ肉にくにも全く堪こたえた様よう子すがなく、笑いながら頷うなずくクレア。

　そんな彼を横よこ目めに見ながら、メルヴィは暫しばし考える。

　──しかし、予想外がいだった。

　──何も知らずに不ふ死しになっているだけかと思ったが……。

　──右手の事まで知っている様子だったな。

　──マフィアという奴やつらは、どうにも一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。

　そして彼は、小さく溜ため息いきをついた後、横に立つボディーガードに指し示じを出す。

「今日きようは、もう別べつ荘そうに戻るとしますよ。そこまでの行動を終えたら、あとは貴方も帰って貰もらって結けつ構こうですよ」

「そうか？　暇ひまなら街を案内してやってもいいぞ？」

「いいえ、それには及びません。個人的に、貴方あなたとはあまり顔を合わせていたくないもので」

「奇き遇ぐうだな。俺おれも仕事じゃなきゃ線せん路ろで摺すり下ろしてる所だ」

　お互いに笑顔のまま、物ぶつ騒そうな言葉を吐きかけ合う二人。

　彼らはそれ以降は無む言ごんのまま、外に待たせていた車の中に乗り込んだ。







　そして、二人を乗せた車が去った後──

　路ろ地じの陰から、数人の男が顔を出した。

「……あそこは、ガンドール・ファミリーの事務所で間違いないな？」

「ええ、以前、グスターヴォと揉もめた時に確かく認にんしていますんで」

「……あの新しん入いりのガキは、他のファミリーとの交こう渉しようまで許されてるのか？」

「いえ、奴やつはディーラーに過ぎません。たかがディーラーにそこまでの権けん限げんがあるとは……」

　そう言った男の首に、別の男の手が喉のど輪わの形で食い込んだ。

「がっ……ぐぁ……！」

「たかが、だと？　カルロッタの姐あね御ごの仕事をたかが呼ばわりしやがったのか？　あぁ？　手前てめえにできんのか？　カジノのカモから一セントでも巻き上げられるってのか？　あ？」

「がっ……す、すいやせん……」

　涙なみだ目めになって謝る仲間を突き飛ばし、男は憎にくしみの籠こもった声こわ色いろで言う。

「あいつが来たせいで、カルロッタさんはディーラーの晴れ舞台の座ざぁ奪うばわれたんだぞ！　あの胡う散さん臭くさい新入り野や郎ろうに、これ以上好き勝かつ手てされてたまるか！」

「だがな……首しゆ領りようが決めた事だぞ」

　別の仲間の言葉に、男が堪こらえる。

「……ああ、そうだ。だからこうやって、あいつがボロを出すのを見み張はってたんだろうが。……まさか、こんなに早く尻尾しつぽを出すとは思わなかったがな」

「ボスに報告するのか？」

「いや、奴には失踪してもらう。川の底か、犬の腹の中にでもな」

　男は憎しみ混じりの笑えみを浮かべ、物ぶつ騒そうな言葉を口にした。

「騒さわぎになった所で奴がガンドールの事務所に出入りしてたって言えば、奴らのスパイだったって誤ご魔ま化かせるだろうよ」

　更さらには、情報不ぶ足そくが招いた、神をも怖おそれぬ一ひと言ことを。




「あとは、あの赤あか毛げの用よう心じん棒ぼうに責任を全部なすりつけりゃいいさ」





⇔






車内




　自分達たちが去った後でそんな物ぶつ騒そうな会話が行われているとは知らぬまま──

　メルヴィは、自分を見み張はっていた男達よりも更さらに物騒な事を考えていた。

　──ガンドールは無む理りだったか。

　──仕し方かたが無い。あっちはカジノ開かい帳ちようの当日にでも……ゆっくり殺やるとしよう。

　窓の外に顔を向けながら目を閉じ、メルヴィは隣となりに座るボディーガードに表情を読まれないようにする。

　瞼まぶたの裏に思い浮かべるのは、昨日きのう会ったばかりの若い男。

　──フィーロ・プロシェンツォか。大した事なさそうな奴やつだったな。

　嘲あざけりの後に、憎にくしみの心が湧わき上がる。

　──あの程てい度どの奴が……セラードの記き憶おくを手にしたのか。

　──セラードの記憶があるクセに、あんな場所で燻くすぶってるのか。

　その憎しみの理由は、皮ひ肉にくにも──自分を見張っていたルノラータの男達と同じものだった。

　──ただ『喰う』だけじゃ楽しみは少ない。

　──カジノの日までに、お前の周りから少しずつ、全てを奪うばってやるとしよう。

　──奴を喰った後で、奴自じ身しんの苦く悩のうを自分の記憶として追つい体験する……。

　異常な事を妄もう想そうしながら、彼は窓の外に笑えみを向けた。

　──それはそれで、楽しそうだ。

　普ふ段だんの作り笑いとは違う、本当の笑顔を。




　──さて……今日きようは、何人奴の周りから[image: ]えるかな。













十三章　暴ぼう力りよくは何も生み出さない







　マイザー・アヴァーロが弟を失ってから、既すでに３００年以上の時が経たつ。

　セラード・クェーツの手によって『喰われた』弟、グレット。

　彼ら兄弟の故こ郷きようである、イタリア半はん島とう南部にある港みなと町まち、ロットヴァレンティーノ。

　貴き族ぞくの因いん習しゆうに縛しばられた『街』と『父』、その二つの呪じゆ縛ばくから最も逃のがれたがっていたグレットは、新しん天てん地ちに辿たどり着く前にその存在を全て奪うばわれてしまった。

　一方で、弟という存在を奪われたマイザーは、何十年、何百年後こう悔かいしたところで取り戻せないものがあるというリアルを突きつけられ、不ふ死し者しやが万ばん能のうではないという事実を最さい悪あくの形で嚙かみしめ続ける事となる。

　今でも弟の顔はハッキリと思い出せる。

　せめて、弟の思い出は、生き残った者達が永えい遠えんに残さなければならない。

　だからこそ、弟の顔を忘れる筈はずもない。

　そう思っていた。

　つい半日前まえ、部下が経営するカジノで、あの青年に出会うまでは。




　──あれは確かに、グレットの顔だった筈はず……。

　思い返せば返すほど、記き憶おくの中のグレットの顔が歪ゆがみ、昨日きのう会った青年との差さ異いが思い出せなくなる。

　本当の弟の顔が、あのグレットという男の顔に上うわ書がきされていくようで、マイザーは罪ざい悪あく感かんに苛さいなまされた。

　そもそも弟が殺されたのは写真すら存在しない時代であり、グレットの顔は彼を知る不ふ死し者しや達の記憶の中にしか残されていない。

　せめて家族の肖しよう像ぞう画がを描いておけば良かったと後こう悔かいするが──どれだけ後悔した所で、描かれなかった絵が完成するわけもなかった。

　──あの船のメンバーで、誰だれか絵の上う手まい人が残っていれば……。

　──ヴィクターなら、記憶力りよくに自信はあると言っていましたが……。

　果たして旧きゆう友ゆうに記憶だけで似に顔がお絵えを描くスキルがあるのかどうか迷いながら、マイザーはいつもと変わらぬ朝食を食べていた。




　ここはリトルイタリーの外はずれにある、マイザーのアパートだ。

　財産を持たずに集まった移い民みん達たちが多かった事から、元々は貧ひん民みん街がいだったリトルイタリー。その中にある、不ふ況きようの前に建てられた比ひ較かく的てき新しいアパートである。

　マンハッタンの外れに一いつ軒けん家やを買う程ほどの資金は持ち合わせているのだが、独ひとり身みでそんなに広い場所に住む必要はないと、マイザーはいくつかのアパートを転てん々てんとし続けていた。

　元々はセラード・クェーツから少しでも身を隠かくそうと、目立つ場所に住まないクセがついていただけなのだが──ここ５年は住居を変えていない。

　最大の脅きよう威いであったセラードが、１９３０年の秋に死んだ事で、それ以上姿すがたを隠す必要が無くなったからだ。

　しかし、この生活に長く慣なれたせいもあり、今さら広い家に住む気も無い。

　もう一つ理由を上げるとするならば、分ぶん不ふ相そう応おうに広い家に住むと、故こ郷きようにある貴き族ぞくの屋や敷しきを思い出すからだ。

　１７１１年に街を飛び出した後、あの家はどうなっているのだろうか。

　マイザーは、ふとそんな事を考えた。

　思い出が無いとは言わないが、どちらかというと嫌いやな過去ばかりが思い出される。

　貴族の権けん力りよく欲よくに取り憑つかれた父。

　彼のせいでいくつもの悲ひ劇げきが街に起こったが──そうした事件があったからこそ、２００年以上もの時を経た後、異い国こくの地で朝食を口にする事ができているのだ。

　──まさか、こんな形で思い出す事になるとは。

　デザート代わりにチーズ数すう欠片かけら口にした後、おもむろに立ち上がって歯は磨みがきへと向かう。

　自分自じ身しんの過去を、反はん芻すうするように思い返しながら。




　その後はいつも通りの支し度たくを整え、マルティージョ・ファミリーの事務所に向かうべく背せ広びろを羽は織おると──

　彼の頭は、既すでに『マルティージョ・ファミリー』の出納係コンタユオーロとしての物に切り替わっていた。

　──さて、まずはカジノの損そん害がい金きんをどう穴あな埋うめしたものか……。

　いつも通り身なりを整え、いつも通り扉とびらを開く。

　──裁さい縫ほう業者が「ブランドバッグの偽ぎ造ぞう品ひんを作ったから買ってくれ』と言ってきましたが、安く捌さばいたところで、この不ふ況きようでどれだけ売れるか……。

　そして、いつも通りの調子で、頭の中の算そろ盤ばんを回し続けた。

　夕べカジノであのような事があり、謎なぞの飛行機の襲しゆう撃げきによって街が騒さわいだ直後だというのに、彼はいつも通りの足あし取どりで事務所に向かう。

　幹かん部ぶである自分が心を乱す事で、マルティージョ・ファミリー全体が乱れる事などあってはならないのだ。

　それを理解しているからこそ、マイザーはいつも通り行動する。

　いつも通り廊下を進み、いつも通り階段を降りる。

　ただ一つ、いつもと違ったのは──




　自じ室しつのある三階から階段を降り、二階の踊り場を通り過ぎた瞬しゆん間かん。

　二階の通路から現れた影が、マイザーの背後から鉄パイプを振り下ろした事だった。





⇔






フレッドの診しん療りよう所じよ内ない




「ねえねえアイザック」

　古めかしいナース服を着た女が問い──

「なんだいミリア」

　白はく衣いを羽織っているが、到とう底てい医い者しやには見えない男──アイザック・ディアンが答える。

「どうして私達、お医者さんの格かつ好こうしてるの？」

「そりゃあミリア、俺おれ達はお医者先せん生せいを手伝ってるんだぜ？　それなりの格好しなきゃよ」

　すると、女──ミリア・ハーヴェントは更さらに問い続けた。

「でも、私達たち、何も治せないよ？」

　するとアイザックは、胸を張って自信満まん々まんに言った。

「大だい丈じよう夫ぶさミリア！　俺おれは前に風か邪ぜを引いたことがあるけど、ちゃんと寝てたら治ったぜ！」

「ああっ！　私も、たんこぶできた時に冷やしてたら治ったよ！」

「ホラ見ろ！　俺達は自分を治せるから立りつ派ぱな医い者しやって言えるだろ！」

「本当だ！　凄すごぉい！」

　アイザックとミリア。

　いつも通りの彼らだが、二人の後ろに立つ男が頰ほおを引きつらせながら言う。

「お前らは頭を診みて貰もらった方が良さそうだが……」

「ええっ!?　本当か!?　でも俺、別に頭は痛くないぞ？」

「私も平へい気きだよ？」

　皮ひ肉にくに気付いていない二人は、キョトンと目を丸くしていたが、

「でも、俺達なんかの事を心配してくれるなんて、アンタいい奴やつだなぁ！」

「ナイチンゲールだね！　ヒッポクラテスだね！　ヒデヨノグチだね！」

　と、逆に感謝の言葉を述べ始めた。

「えっ？　あ、いや……すまん」

　唐とう突とつに罪ざい悪あく感かんに苛さいなまされた男が、思わず謝しや罪ざいの言葉を口にする。

「なんでフーが謝るんだ？」

「どうしてなの？」

「いや……忘れてくれ」

　フーと呼ばれた男は、溜ため息いきをつきながら自分の作業へと戻る事にした。

　──しかしまあ、変なのが来たもんだ。

　──突とつ然ぜん古い従じゆう業ぎよう員いん服を着込み出すし。いや、許きよ可かしたフレッドの旦だん那なも旦那だけどな。

　──まあ、悪い奴やつらじゃなさそうだけどな。

　彼ら三人がいるのは、フレッドという医者が経営している診しん療りよう所じよの中だ。

　アイザック達は現在、その医者の元で物ぶつ資し運うん搬ぱん等などを手伝う仕事についている。

　診療所と共に経営している福ふく祉し的な宿しゆく場ばの人ひと出でが足りないとの事で、フレッドが支し援えん者しやに信頼できる働き手がいないか打だ診しんした所、レストラン経営者であるモルサ・マルティージョから一組の男女が派は遣けんされてきたのである。




　──「おや。君達は確か……」

　──「ああっ！　あの列車の中にいた魔ま術じゆつ師しの人だ！」

　──「灰色さんだね！」

　──「そうか……これも何かの巡り合わせだろう。マルティージョ氏しの紹しよう介かいとあらば、尚なお更さら断るわけにも行くまい」




　そんな会話の後、二人はあっさりと採用された。

　施し設せつまで運うん搬ぱんするものの多くは食しよく糧りようである為ため、この不ふ況きようの中、そのまま持ち逃げしてしまうというケースも時とき折おり見受けられる。

　それ故ゆえに、それなりに身み元もとが確かな者に頼むべき仕事なのだが──

　──まあ、盗ぬすみ食いするような連れん中ちゆうにゃあ見えねえしな。

　フレッドの助じよ手しゆであるフーは、そう心の中で呟つぶやいた。

　アイザックとミリアが数年前まえまで全ぜん米べいの極ごく一部を騒さわがせていた泥どろ棒ぼうカップルだなどとはつゆ知らず、フーは二人を子こ供ども以上に純じゆん真しんな善ぜん人にんカップルだと思い込んでいる。

「まあ、もう少ししたら、先生があんたらをアパートまで案内するそうだからさ、それまでは物ぶつ資しの積み込みを手伝ってくれや。出かけてる間は、俺おれとラブロでなんとかするからさ」

　ラブロ。

　その名前が出て来た所で、丁ちよう度ど診しん療りよう所じよ入り口の扉とびらが開き、当とう人にんが顔を出した。

「おや、フレッド先生はまだ来ていらっしゃらないんですか」

「よう、来たかラブロ」

「おお！　ラブロさんだっけ!?　何なん時間かぶりだな！」

「気持ちいい再会だね！」

　それぞれの挨あい拶さつをしてくる面めん々めんに、男──ラブロ・フェルメート・ヴィラレスクが、爽さわやかな笑えみを浮かべて見せる。

「お早うございます。今日きようからよろしくお願いしますよ、アイザックさん、ミリアさん」

　彼は、先日フレッドと知り合った後、医い者しやの知識がある事からフーと同じようにフレッドの助手として時とき々どき診療所を手伝いに来ているらしい。

　素人しろうとから助手として働くうちに知識を蓄たくわえたフーとは逆に、最初から膨ぼう大だいな量の医い療りよう知識を持ち合わせていた男で、メスの扱いも手て慣なれている事から、手しゆ術じゆつなどの際に重ちよう宝ほうされていた。




「じゃあ、あとは先生を待つだけだな」

　フーが運搬用ようの箱に配はい給きゆう用の食糧を詰め込み終えた所で、診療所の入口に影が差した。

　ドアのガラスが暗くなったので、フレッドが来たのかと思ったが、それにしては影が大きく──どうやら、入口の目の前に車が停車したらしい。

「なんだよ、あんなとこに止められちゃあ邪じや魔まっけだな」

　診療所の入口には簡かん素そな門があるのだが、その門もん柱ちゆうにぴったりとつけるような形で停められている。あれでは、あの車の中を通るか、上を乗り越えなければ他の客が出入りできない。

　眉まゆを顰ひそめたフーを見て、ラブロが言った。

「ちょっと、移動して貰もらいますよ」

　そんな事を言いながら、入口に歩いて行ったラブロだったが──

　扉とびらを開いた瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん現れた男に腹ふく部ぶを強く殴なぐられる。

「ぐっ……!?」

　蹲うずくまったラブロを、そのまま蹴けり転がす闖ちん入にゆう者しやの男。

　それに続き、車から降りてきた四人ほどの男達が診しん療りよう所じよに入り込んできた。

　最初の一人と合わせて五人。一見すると堅かた気ぎの人間と区別は付かないが、彼らを取り巻く独どく特とくの空気が、裏うら社会に関わる人間であるとフーに想そう像ぞうさせる。

「な、なんだよあんたら！」

　転がるラブロを起こそうと駆かけ寄りつつフーが問いかけるが、男達たちはそんな彼を完全に無む視しし、逆に自分達の質問を口にした。

「ミリアは一人しかいないから解わかるとして、だ。……アイザックってのは誰だれだ？」

「えっ、俺おれ？　て、ていうか、お前らラブロに何してんだよ！」

「暴ぼう力りよく反対だよっ！」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれて思わず自分を指さしつつも、突然の凶きよう行こうに憤いきどおりを見せるアイザック。

　ミリアもアイザックと共に抗こう議ぎをするが、男達は顔を見合わせ、身み内うちで囁ささやき合うだけだった。

「……あいつがそうらしい」

「構わんさ。どの道、ここにいる連れん中ちゆうは全員攫さらうんだからな」

「全員か？」

「ああ、少しは無む関係な奴やつも巻き込んだ方が効果的なんだとさ」

　小こ声ごえでのやり取りではあったが、距離が近かった為ためにダイレクトに聞いたフーは背中に冷ひや汗あせを滲にじませた。

　──おいおいおいおい！　なんなんだよこの状況！

　──突とつ然ぜん何に巻き込まれたんだ俺!?

　──あの車……俺達を逃がさないように門を塞ふさいだのか!?

　──アイザック達、なんかやらかしてたのか!?

　頭に様々な疑問符ふが浮かぶが、当とう事じ者しやらしきアイザック達も全く事情は摑つかめていないらしく、乱らん入にゆう者しや達たちを警けい戒かいしながら騒ぎ続けている。

「な、なんだこいつら！　さては誘ゆう拐かい犯はんか!?」

「誘拐ビジネスだね！　ンドランゲタだね！」

「だが残念だったな！　俺達は今、無む一いち文もんだぜ！」

「ただ働きになっちゃうよ！」

　暴ぼう漢かん達はそんな彼らの言葉にも特に反応を見せず、淡たん々たんと自分達の作業をすべく、懐ふところから砂の詰まった革かわ袋ぶくろ──俗ぞくにブラックジャックやサップと呼ばれる殴おう打だ武ぶ器きを取り出した。

　それで効こう率りつ良く全員を気き絶ぜつさせようと、男の一人が勢い良くそれを振り上げ、フーのこめかみに狙ねらいを付ける。

「お、おい、ちょっと待て！　解わかった！　大人おとなしくアンタらについて行くからよ！　だから暴ぼう力りよくはやめようぜ、な!?　な!?」

　尻しり餅もちをつきながら懇こん願がんするが、男達たちは、フーの声など最初から耳に入っていないとばかりに、無む言ごんで得え物ものを振り上げ──

　一いつ片ぺんの容よう赦しやも躊躇ためらいも見せぬまま、勢い良く振り下ろした。




　そして、フーも、アイザック達も、男達たちすら気付いてはいなかった。

　腹を押さえて蹲うずくまっていたラブロが、誰だれにも見えぬ方に顔を向け、密ひそかにほくそ笑えんでいたという事に。
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同どう時刻　レストランバー『蜂の巣アルヴエアーレ』




「あれ？　今日きようはなんか人が少ないっすね」

　カジノの片付けを部ぶ下かに指し示じした後、モルサやマイザーに報告しようと店に顔を出したフィーロだったが、心無なしか、いつもより閑かん散さんとした空気が漂っている。

　昨日きのうの件については、ロニーからモルサに伝えておくとの事だった。

　今日きよう改めてモルサから何か指し示じがあると思い緊きん張ちようしていたフィーロだが、この空気の寂さびしさは、彼の緊張感かんを無む駄だに高める結果となった。

「ああ、フィーロ。今日はアニーもまだ来てなくてね」

「へえ、珍めずらしい事もあるもんですね」

　フィーロの知る限り、アニーはまだ一度も遅ち刻こくや欠けつ勤きんをしていない。

　店主であるセーナは急きゆう病びようか何かだと心配しているようだが、アニーの正しよう体たいを知るフィーロは、別の懸け念ねんを抱いていた。

　──もしかして、ヒューイ絡がらみの仕事でも入ったか？

　ヒューイの娘むすめの一人、リーザ・ラフォレットと意い識しきを共きよう有ゆうする女性の集団、『ヒルトン』。知識も意い思しも完全にリーザの一部であり、個人の意思は既すでに取り込まれ、消え去っている存在。

　その一人であるアニーがいつもと違う行動をしているとなると、ヒューイの指示で何かをしているのかもしれないと推すい測そくせざるを得なかった。

　──昨日の事と……関係があるかもな。

　なんでも繫つなげるのはどうかとも考えたが、何しろメルヴィとのいざこざは、『不ふ死し者しや』絡がらみの案あん件けんだ。どこかで繫つながっていてもおかしくはない。

　妙みような胸むな騒さわぎを覚えながらも、フィーロはとりあえず椅い子すに座り、マイザーやモルサが店に来るのを待つ事にした。




　と、５分ほど経けい過かした所、扉とびらが開かれる。

　上級幹かん部ぶの一人であるカンシチロウ・ヤグルマだ。

「ヤグルマさん、おはようございます！」

「おお、フィーロか。元気そうで何よりだわい。お前の方は、何もなかったか？」

「？」

　普ふ段だんとは違う事を言うヤグルマに、フィーロは首を傾かしげる。

「どうしたんですか、何もなかったか、なんて……」

「いやあ、この不ふ景けい気きのせいかのう。昨日きのうの飛行機の騒さわぎで街の連れん中ちゆうも気が立ってるようでな。中には『戦争が始まる』だの『この世の終わりだ』だの言ってる奴やつもおったし、中には『火か星せい人じんが攻めてきた』なんて噂うわさしとる女おなごらもいたのう」

「ああ……」

　フィーロとしては、その飛行機の事件もなんとなく『不ふ死し者しや』絡がらみのような気がしていた為ため、色々と複雑な気分だ。

「儂わしも、来る途と中ちゆうに気の立った連中に襲おそわれてな」

「!?」

「いやあ、後ろから妙な得え物ものを振り回してきよってな。完全に不ふ意いをついたつもりだったんじゃろうが、腕を取って投げ飛ばしてやったら、残りの奴らも臆おくして逃げちまったわい」

　笑うヤグルマだが、フィーロとしては笑い事ではない。

　昨日の今日きようのタイミングで、自分の組織の上じよう司しが襲われたのだ。

　ルノラータのカジノ開かい帳ちようの日までに何もしかけてこないと思う程ほどに浅い考えはしていなかったが、こんな事じ態たいでは関連を疑わずにはいられない。




　そして──その予想は最さい悪あくの形で当たる事となった。




　次の瞬しゆん間かん、入口の扉を開いて現れたのは、堅かた気ぎではない数人の男達たち。

　しかしながら、マルティージョ関係の人間とは思えない。

「おい、ここに、フィーロ・プロシェンツォって奴はいるか」

　彼らは揃そろって店の女将おかみであるセーナに近づくと、リーダー格らしき男が開かい口こう一番そう言った。

「なんだいあんたら、藪やぶから棒ぼうに」

　胡う散さん臭くさげな目をするセーナに、馴なれ馴なれしくカウンター席に座りながら問い続けた。

「ここがマルティージョの連れん中ちゆうの溜たまり場だってことは解わかってるんだ。隠かくし立てするとろくな事にならんぞ」

「おい、俺おれになんか用か」

　カウンターの端はしから声をあげると、男達たちは顔を見合わせてからフィーロに近づいて行く。

「お前がフィーロか。写真のまま……というより、実際に見ると本当に聞いた通りの印いん象しようだな」

「……その聞いた内容と、それを教えた奴やつの名前を聞こうか」

「女みたいなガキ臭くさい面つらだと、ノア捜そう査さ官かんから聞いたよ」

　それを聞いて、フィーロは二重の意味で苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をした。

　──エドワード。あの糞くそ野や郎ろう。

　──ってことは……こいつら、捜査局きよくの人間か。

　エドワード・ノア。

　昔からウマの合わない司し法ほう側がわの人間だが、下へ手たに手を出せばファミリーに迷めい惑わくを掛ける事になるので、フィーロからはできるだけ近づかないようにしている相手だ。

　にも関わらず、事件の度たびに顔を合わせる事が多い、所謂いわゆる『腐くされ縁えん』という間あいだ柄がらである。

「あの野郎に言っておけ。いつかどこかの誰だれかに殴なぐられて、女か男かも分からない面にならないように気を付けろってな」

　最さい大だい限げんの皮ひ肉にくのつもりだったのだが、捜査局の男達は顔を見合わせ、フィーロに言った。

「……忠ちゆう告こくが少し遅かったな」

「あぁ？」




「ノア捜査官は、今け朝さ、暴漢に襲われて重傷を負った」




「……なんだと？」

　寝ね耳みみに水みずの情報に、フィーロは目を見開き、一番近ちかくにいた捜査官の胸ぐらを摑つかむ。

「おい、どういう事だ」

「目もく撃げきしていた浮ふ浪ろう者しやの話では、今朝、アパートを出た所を襲おそわれたらしい。倒れているノア捜査官を数人がかりで殴おう打だしていたそうだ」

「あいつは確かに性せい格かく悪い野郎だが……誰かに恨うらまれてたのか？」

「……あまり、自分は無む関係だって面をしない方がいいぞ」

　そう言って睨にらみ付けられ、フィーロは眉まゆを顰ひそめた。

「なんだと？」

「現げん場ばに、お前の被かぶってるのと同じ色の帽ぼう子しがあった」

「はぁ!?　おいおい、ちょっと待て、まさかそれで俺を疑ってるのか？」

　苛いら立だちと同時に、罠わなに嵌はめられたかもしれないという焦あせりが浮かぶが──捜査官は首を振る。

「いいや、お前が犯人だとは思っていない。ヴィクター副ふく室しつ長ちようもそう判はん断だんしている」

「？」

「帽子には、『次はお前だ』と書かれて、その上で真っ二つにされていた。我々は、寧むしろお前への当てつけだと踏んでいる」

　捜そう査さ官かんの言葉を聞いて、フィーロは混乱しながら問いかけた。

「おい……待てよ、待てって！　おかしいだろ！　当てつけって……大体、エドワードの野や郎ろうとは仲間でもなんでもねえ、寧むしろ敵同どう士しだろうがよ！　なんでアイツが襲おそわれんだよ！」

「こっちが聞きたい」

　そう答える捜査官の瞳ひとみからは、フィーロと犯人、双そう方ほうへの憎にくしみが感じられた。

「ただ一つ解わかるのは、ノア捜査官は、お前のようなクズの巻き添えを喰ったって事だ。何な故ぜ、お前と敵てき対たいしていた彼が選ばれたのかは見けん当とうもつかんがな」

　吐き捨てるように言いながら、捜査官達たちは最さい低てい限げんの用よう件けんだけを伝え、フィーロに背を向ける。

「いいか、フィーロ・プロシェンツォ。何か解ったらすぐに知らせろ。ヴィクター副室長にとっては、お前は手て駒ごまに過ぎんという事を忘れるな」

「そうだとしても、お前の手駒じゃねえって事も覚えておけ」

「……なら、せいぜい大人おとなしくしておくことだ」

　最後に一ひと言ことだけ呟つぶやき、捜査官達はレストランを後にした。

「また、アルカトラズの監獄棟ブロードウエイを裸はだかで歩きたくはないだろう？」




　彼らが去った後も入口を睨にらみ付けていたフィーロだが──

「やれやれ、儂わしを襲ったのも同じ連れん中ちゆうだとすれば、一人ぐらい攫さらってくれば良かったわい」

　というヤグルマの言葉を切っ掛けに気持ちを切り替え、セーナに問いかけた。

「今日きよう、モルサの親父おやじや……マイザーさんは？」

　真剣な調子の問いに、セーナが答える。

「……そう言えば、マイザーはまだ来てないねえ。モルサの旦だん那なはいつも通りに来て、今奥にいるけど。ロニーも事務所で書しよ類るい整理をしてると思うよ」

　とりあえず首しゆ領りようであるモルサが無ぶ事じだった事に安あん堵どしつつも、マイザーがいないという事実に表情を曇くもらせるフィーロ。

「俺おれ、ちょっと見て来ます」

　すると、ヤグルマが窘たしなめるように言った。

「待たんかフィーロ。お前自じ身しんがウロウロしていた所でどうなる」

「でも、俺不安で……」

「それならまず、アニーの方に行ってやるべきじゃな。マイザーなら心配いらん」

「心配いらんって、そんな……」

　確かに、エドワードが襲おそわれたのが自分と縁えんがあったからだとすると、アニーやアイザック達の身も心配になる。

　さりとて、昨日きのうの出来事ごと──マイザーの弟にそっくりな男の存在などを考えると、マイザーが最も巻き込まれる可能性が高いのではないかと不安だった。

　その焦しよう燥そうを隠かくす事もできずにいるフィーロを落ち着かせるように、ヤグルマが口を開く。

「大だい丈じよう夫ぶじゃ、フィーロ。マイザーの奴やつは、確かに出納係コンタユオーロとして金かね勘かん定じようばかりしとるし、ナイフの腕うで前まえも、もはやお前の方が上だがなあ……」




「それでも、いざ闘とう争そうとなれば、マイザーはお前の何なん倍ばいも強い。それは儂わしが保ほ証しようしよう」
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リトルイタリー　マイザーのアパート　階段




「なっ……」

　驚きよう愕がくの声を上げたのは、マイザーの背後から鉄パイプを振り下ろした男だった。

　彼が全力を込めて振り抜いた凶きよう気きの先から、フワ、とターゲットが姿すがたを消したのである。

　もちろん霞かすみのように消え去ったわけではなく、攻こう撃げきのタイミングに合わせ、マイザーが襲しゆう撃げき者の死し角かくに移動しただけの話なのだが。

「失礼」

　身体からだの右側からターゲットの声が聞こえたと思った瞬しゆん間かん、襲撃者の顎あごに衝しよう撃げきが走る。

「ぉごっ……」

　襲撃者は、太い角かく材ざいか何かが、自分の顔面を横よこ一いち文もん字じに突き抜けたと錯さつ覚かくした。

　顎が千ち切ぎれ飛んだイメージが瞬しゆん時じに脳のう内ないに広がり、続いて、痛みが脊せき髄ずいを駆かけ抜け──

　それが指ゆび先さきに届くよりも先に、揺れた脳のう味み噌そが彼の意識を停止させる。

　実際、彼の顎は外はずれてはいたが、別に千切れ飛んだわけでも、何かが突き刺さったわけでもなかった。

　高速で打ち抜かれた掌しよう底ていによる圧あつ倒とう的な衝撃が、そのように錯覚させたのである。

　糸の切れた人形のように、膝ひざからカクリと崩くずれ落ちる。

　マイザーはそんな男に目を向ける事なく、落ち着いた足あし取どりで二階の通路に踏み込んだ。

　すると、そこにいた二人の男達が、驚きに目を見開いてこちらを睨にらみ付けてくる。

　どうやら、マイザーが無む傷きずで出てくる事を想そう定ていしていなかったらしい。

　──素人しろうとか？

　不ふ測そくの事じ態たいを想定していない様よう子すの男達を見てそう思うが、だからといって油ゆ断だんが許される状況ではないし、マイザーはそこまで自じ信しん家かではない。

　相手の正しよう体たいを探るマイザーの前で、男達たちの一人が懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出した。

「……動くな」

　すると、マイザーは素直に足を止め、ゆっくりと両手を上げる。

「落ち着いて下さい。丸まる腰ごしですし、抵てい抗こうするつもりもありません」

「……」

「最初の人が鈍どん器きで私を襲おそったのは、銃じゆう声せいで人ひと目めを引くと不ま味ずいからではありませんか？　せっかくなので、平和に解決しましょう」

　マイザーの申もうし出に、男達は顔を見合わせた。

　少しの間を置いて、拳銃を握り締めた男が口を開く。

「……後ろを向いて、床に伏せて貰もらおうか」

「解わかりました」

　マイザーはそのままゆっくりと男達に背を向け、膝ひざを折る。

　襲しゆう撃げき者しや達たちは頷うなずき合うと、銃を持っていない方の男が床に手を突き掛けていたマイザーに近ちか寄より、懐から取り出した鈍器を振りかぶった。

　そして、狭い廊下の中で更さらに一歩進すすみ出た瞬しゆん間かん──

　銃を持った男が、とんでもないミスを犯した事に気付く。

　射しや線せんが、踏み出した男の背によって遮さえぎられたのだ。

　ターゲットの姿すがたが仲間の陰に隠かくれて見えなくなった事で、銃を握る男は猛もう烈れつに嫌いやな予よ感かんがしたが──具体的にどう行動すべきなのか、そんな迷いが彼の思し考こうを鈍らせる。

「がっ……」

　仲間の悲鳴が聞こえてきた時には全てが手遅れであり、彼の右手に鋭い痛みが走り抜けた。

　そして、銃を握る男は気付く。

　引ひき金がねに伸ばしていた自分の人ひと差さし指ゆびが、廊下の床を、捨てられた葉は巻まきの吸い残しのように転がっているという事に。




　時間は、ほんの数秒だけ遡さかのぼる。

　伏せにいく状態から腕の力だけで跳ね起きたマイザーは、一番近ちかい男の腹ふく部ぶを蹴けりつけ、そのまま呻うめく相手の身体からだを盾たて代がわりに前に押し出した。

　同時にマイザーはナイフを抜いており、盾となる男の脇わきから、銃を持つ男の指を切り落とす。

「がっ……」

　零こぼれ落ちる指と悲鳴を確かく認にんし、マイザーは更さらなる追つい撃げきを試みた。

　血の滴したたるナイフで再さい度ど男の手を切りつけ、銃を床に落とさせる。

「ぐぁああぁっ!?」

　相手の手から銃じゆうが消えた事を確かく認にんした後、盾たて代がわりにしていた男の耳を持ち、思い切り横に引き倒した。

「びぃっ!?」

　メリメリと音を立て、耳が顔面から千ち切ぎれかける。

　そうなっては堪たまらぬと、脳のう味み噌そよりも先に神しん経けいが悲鳴をあげたかのように、男は耳を引かれた方向に勢い良く身体からだを傾けた。

　マイザーはそのまま男の足を払って床に転がすと、なんの躊躇ためらいもなく喉のどを踏みつけた。

「……っ！　……!??!　っっっ！」

　喉仏ぼとけが潰つぶれる音がして、男は血を吐きながら床を転がる。

　残る一人の男は、落とした銃を左手で拾おうと何も考えずに屈かがみ込んだ。

　その為ため、マイザーの膝ひざ蹴げりをもろに顔面に喰らう結果となる。

「ぶぐっ！」

　鼻の骨が折れ、勢い良く鼻はな血ぢを噴ふき出しながら上じよう半はん身しんを反そらす襲しゆう撃げき者しや。

　だが、マイザーはそこで攻めの手を止める事なく、男を思い切り壁に向かって蹴りつけた。

　背中を思い切り強きよう打だし、襲撃者の肺から強きよう制せい的てきに空気が絞しぼり出される。

「かはっ……」

　血の混じった呻うめきを漏もらす男の顎あご先さきに、気付けばナイフの刃はが添えられていた。

「さて、平和的に話し合いましょう」

　階段の踊り場と廊下には白しろ目めを剝むいて気き絶ぜつしている男が二人。

　そして、鼻と口から大量の血を吹き溢こぼしている男と、その喉に突きつけられたナイフ。

　更さらには、マイザーの足あし元もとに転がる指。

　『平和』という単たん語ごからは程ほど遠とおい状況の中で、襲撃者の男が何より恐ろしいと思ったのは──それを口にするマイザーの表情だけが、実に穏おだやかなままだったという事だ。

　細い目を更に細め、悪戯いたずらする子供を眺ながめる親のような苦く笑しようを浮かべている。

　銃を向けられた時も、こちらの指を切り落とす時も、この男は同じような表情を浮かべていたのかもしれない。

　そう考えた瞬しゆん間かん、痛み続ける襲撃者の背せ骨ぼねをドロリとした寒さむ気けが駆かけ抜けた。

「さて……貴方あなた達たちは、何の目的で私を……。いや、それは回りくどいですね……」

「……？」

　直接答こたえを聞く事を『回りくどい』などという事が気になったが、恐きよう怖ふに支配された襲撃者に、その意味を深く考える余よ裕ゆうなど存在しない。

「貴方は、どちら側の人ですか？」

「……？　？　？」

「不ふ死し者しや絡がらみの人間として私を襲おそったのか、それ以外か、という事です」

「……っ！」

　すると、男の顔かお色いろが僅わずかに変わった。

　しかし、それでも口を開く事はなく、震えながら目を泳がせている。

「……沈ちん黙もくは、最も愚おろかな答えですよ」

　マイザーは、穏おだやかな顔のまま言った。

「沈黙と敵てき対たいを続けるなら、私は次のように判はん断だんせざるをえません」
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　ナイフを男の急きゆう所しよに突きつけたまま身を屈かがめ、マイザーは廊下に転がる人ひと差さし指ゆびを器き用ように拾い上げた。

「貴方あなた達は……私個人ではなく、マルティージョ・ファミリーに喧けん嘩かを売っているのだと」

　再びマイザーが顔を上げた瞬しゆん間かん、襲しゆう撃げき者しや達たちの背せ筋すじを一ひと際きわ強い寒さむ気けが襲おそう。

　拷ごう問もんを続ける彼の表情から、完全に感情の色が消え去っていたからだ。

　憎にくしみに顔を歪ゆがめる事もなく、嗜し虐ぎやく心しんに支配されているわけでもなく、ただ、何ど処こまでも深く冷たい感情だけが、薄く開く瞳ひとみから滲にじみ出している。

「……」

　唇くちびると膝ひざを震わせつつも、それでも自分の正しよう体たいを口にしようとはしない襲撃者。

　そんな彼の前で、マイザーは拾い上げた指をヒョイ、と投げる。

　次の瞬間、閃せん光こうが煌かがやき、男の顔の横の壁に指がナイフで縫ぬい付けられた。

　ポロリ、と更さらに二つに両りよう断だんされた指が壁からこぼれ落ちるが、マイザーはそれが床に落ちる前に空あいた手で受け止める。

　襲撃者にとっては絶ぜつ好こうの隙すきだったのだが、背中を打ち付けた衝しよう撃げきからか、逃げようにも身体からだが上う手まく動かない。

　マイザーは二つの指の欠片かけらを男の目の前に差しだし、穏やかな顔で言った。

「これから、この指を手しゆ術じゆつでなければ取り出せないほど深く押し込もうと思いますが……。鼻と耳、どちらがいいですか？」

「は、はひゃ？」

　何を言っているのか解わからず、鼻からゴボゴボと血の音を鳴らし続ける襲撃者に、マイザーは淡たん々たんと問い続けた。

「選べないのなら、目にしましょうか」

　言うが早いか、マイザーは襲撃者の目に切断された指を近づける。

　その爪つめが睫まつ毛げに軽く触れた時点で、男はバネ仕掛けの人形のように顔を左右に振り始めた。

「うぁぁああぁぁあ！　あびゃっ、違う！　知らねぇぇ！　俺おれはっ、ただっ、指し示じされただけで……っ！」

「どなたにです？」

　淡々と質問を続けるマイザーに、男は何か答えようとパクパクと口を開いた後──

「んなっ……どっ……どっどど、どどどどどどっどろろららららあぁあぅあぁ……」

　白しろ目めを剝むいて、そのまま意い識しきを失ってしまう。

「しまった。脅おどかし過ぎてしまいましたか……」

　相手が恐きよう怖ふで失しつ神しんした事に気付くと、マイザーは自分の失しつ態たいを責めるように呟つぶやき、大きな溜ため息いきを吐き出した。

「中なか々なか、ガンドールのチックさんのようにはいきませんね……」




　しかたがないから目が醒さめるまで待とうとするが、流石さすがに徒と歩ほなので意識を失った男一人ひとりを抱えて町まち中なかを歩くわけにもいかない。

　──では、とりあえず私の部屋に……。

　気き絶ぜつしてる男達の中で誰だれが一番事じ情じようを知っていそうかと考えていると、カツリ、と廊下の隅すみから音がした。

「？」

　マイザーが振り返ると、階段の踊り場との境さかい辺あたりに小さな筒つつが転がっており、そこから濛もう々もうと大量の煙が吹き出しているのが見えた。

「これは!?」

　爆発の怖おそれがあると跳び退すさるマイザー。

　しかし、爆ばく発はつの代わりに、煙が更さらに大量に湧わき上がる。

　更に、階段の方から複数の足音が響ひびいて来た。

「！」

　──新あら手てか……。

　この煙の中に突っ込んでくるという事は、向こうは視し界かいの悪い中で行動する術すべを持っていると考えるべきだろうか？

　そう警けい戒かいしたマイザーは、そもそも毒どく性せいのあるガスである可能性せいも考こう慮りよし、煙えん幕まくに取り込まれぬように現げん場ばから距離を空あけ、廊下の角かどに身を潜ひそめる。

　しかし、結局煙幕の中から誰だれもこちらに仕掛けてくる様よう子すはなく──

　数分後ごに煙が晴れた時には、廊下には血けつ痕こんと指の欠片かけらしか残されておらず、階下から野や次じ馬うま達たちの声が聞こえてくるだけだった。

　増ぞう援えんと思おぼしき足音の主ぬし達たちは、マイザーを攻こう撃げきする為ためではなく、ただ気き絶ぜつした仲間を回かい収しゆうしに来ただけらしい。

　それに気付いたマイザーは、溜ため息いきを吐きつつ、一人でも抱えて煙幕外がいに退たい避ひしなかった自分のミスに呆あきれ、大きく息を吐き出した。




「……これでは、フィーロに偉そうな事は言えませんね……」





⇔






フレッドの診しん療りよう所じよ




「うおりゃーっ！」

　フーの背にまさに凶きよう器きが振り下ろされようとした時、その間に割り込んできたのはアイザックだった。

　本ほん人にんはフーとラブロを庇かばって背中で受け止めるつもりだったのだろうが、一いつ瞬しゆん間に合わず、砂がパンパンに詰まった革かわ袋ぶくろがアイザックの手首を強打する。

「ぎゃんっ!?」

　そのまま勢いで床につんのめり、アイザックは転がりながら悲鳴を上げた。

「うおおおっ!?　ちょっ……痛い痛いマジで痛いぞこれどうなってんだ!?」

　ジンジンと痺しびれる右手を左手で押さえながらのたうち回るアイザックを見て、ミリアが思わず悲鳴を上げた。

「わああ、アイザックーっ！」

　しかし、そんなか弱い女の悲鳴を聞いて、襲しゆう撃げき者しやの男達は容よう赦しやのない事を口にする。

「悲鳴が外に漏もれると不ま味ずい。女からやれ」

「解わかった」

　なんの躊躇ためらいもなく、別の男が懐ふところから仲間と同じような武ぶ器きを取り出し、ミリアに歩を進めていく。

「お、おい、お前だけでも早く逃げろ！」

　状況を見たフーが慌あわてて叫ぶが、どう考えても逃げられる状況ではなかった。

　裏うら口ぐちの場所をミリアが知っていたとしても、そこに行くまでに追いつかれてしまうだろう。

　自分が相手を押さえている間に、彼女だけでも外に逃がして助けを呼んで貰もらおうと考え、慌てて立ち上がるフーだったが──

　更さらに別の男が得え物ものを取り出し、その背に迫る。

　そして、フーの後こう頭とう部ぶに無む慈じ悲ひな一いち撃げきが繰り出されようとした、その瞬しゆん間かん──




　甲かん高だかい衝しよう撃げき音が、男達たちの鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

　砂すな袋ぶくろが肉を打ち付ける音とは程ほど遠とおい、金属同どう士しの衝しよう突とつする鋭い音が。

「!?」

　室内にいた全員が、音の正しよう体たいを計りかねている。

　ただ一つ解わかるのは、その音がどうやら診しん療りよう所じよの外、入口の扉とびらのすぐ前から響ひびいてきたという事だけだった。

　そして、音は一度では終わらず、二度、三度と定期的に繰り返され──徐じよ々じよに音と音の感覚が短くなっていく。

「なんだ……？」

　襲しゆう撃げき者しや達たちの中で、一番入いり口ぐちに近い位置にいた男が、訝いぶかしみながら扉を開ける。

　すると、そこに見えたのは──

　巨きよ大だいなレンチを振り回し、襲撃者達が入口を人ひと目めから隠かくすように停めた車を『解かい体たい』する、青い作さ業ぎよう着ぎを着た男の姿すがただった。

　既すでに車のあちこちが解体されており、パーツが路ろ上じように散さん乱らんしている。

「なっ……!?　お、おい手前てめえ！　何をしてやがる！」

　想そう像ぞうの埒らち外がいだった光こう景けいを前に、それまでの余よ裕ゆうは何ど処こへやら、強い怒りを露あらわにする襲撃者。

　しかし、そんな怒ど号ごうを聞いた作業着の男は謝しや罪ざいする様よう子すも怯おびえる様子もなく、レンチをクルクルと回転させながら語り始める。

「悲しい……とても悲しい話をしよう……」

「ああ……？」

「そこのレストランで朝あさ飯めしを食ってるラッドの兄あに貴きから、『診療所がもう開いてるか見てこい』という指し示じを受けた俺おれの前に、運命の試し練れんが立ち塞ふさがった……。診療所のド真まん前まえに停められた車が邪じや魔まで、中の様よう子すが解わからない……」

　右手で振ったレンチの先を左手でパシリと受け止めつつ、作さ業ぎよう着ぎの男は言葉を続ける。

「しかし、見ず知らずの人の車を土ど足そくで乗り越えるなどという真ま似ねをすれば、俺おれだけではなくラッドの兄あに貴きや仲間の品ひん位いまで疑われる……。しかし、俺はこの車を持ち上げて運ぶ程ほどの力はないし、移動させようにもキーがない。ああ、この神から与えられた試し練れんを乗り越えるにはどうしたらいい!?　この試練を乗り越えた先に何がある!?　そう、診しん療りよう所じよがある！」

　わけの解らない事を叫び続ける男に、襲しゆう撃げき者しや達たちは顔を見合わせたが──

　彼の声と独どく特とくな言い回しを聞いたフーが、目を見開きながら呟つぶやいた。

「えーっと……あいつ確か……ラッドの舎しや弟ていの……グラハムだっけか？」

　──ていうか、今あいつ、ラッドがどうこう言わなかったか？

　疑問に思うフーの視線の先で、グラハム・スペクターは建物を見上げながらテンションを反転させ、レンチの先をビシリと診療所の入口に突きつける。

「そう、診療所だ！　例えば後に世界を救う男が心しん臓ぞう発ほつ作さを起こし、この車があるが為ために中に入れなかったとしよう！　つまり、この車があるから世界がピンチだ！　世界を救うにはどうすればいい？　俺がこの車をどかせば世界は救われる！　イコール！　世界を救うのは俺！　そして今、俺が診療所に入れない！　やはりこの車は世界の敵であると証しよう明めいされた！」

　本ほん人にんだけが意味の解る言葉を繰り返し、巨きよ大だいなレンチを車の前ぜん部ぶに絡みつかせ、器き用ようにバンパーを外して見せた。

「楽しい……楽しい話をしよう！　この俺が世界の救きゆう世せい主しゆとするならば、世界の敵たるこの車に何をしても許されるという事だ！」

　──ああ、思い出した。

　──あいつ、馬ば鹿かだったっけか。

　グラハムの事を色々と思い出しつつ、フーは片かた眉まゆを顰ひそめたが、この隙すきにとばかりにラブロを抱え起こし、襲撃者達から離れるように部屋の隅すみへと移動する。

　そうこうしている間にも、グラハムの自己完かん結けつ大だい論ろん弁べんは続いていた。

「ならば話は簡単よ……この車を持ち上げられないなら、この車をバラバラにしてパーツごとに分けて運べばＯＫだ！　そして、その先で再び車を組み立てれば、車も救われる……。確かにこの車は世界の敵だが、同時に世界の一部だ……つまり世界の救世主たるこの俺としては、敵であるこの車も救うべきだと判はん断だんしたが宜よろしいか！」

　そこで無む駄だにレンチを上に投げ、パシリと受け止めると同時に、襲撃者にその先せん端たんを向けた。

　あまりに現実離ばなれした事じ態たいに、襲撃者の男達は暫しばし呆ほうけていたが──

「大変だミリア、あの人、世界の救世主らしいぞ！」

「じゃあ、私達も助けて貰もらえるの!?」

「俺達が地球の一部でありますように！」

「火か星せい人じんだと思われたらどうしよう……」

　と、背後から聞こえてきたアイザック達の叫びで我に返った。どうやら手の痛みからは立ち直ったらしく、アイザックはミリアを襲しゆう撃げき者しや達たちから守るように抱きしめていた。

　すると、襲撃者のリーダー格かくと思おぼしき男が、顔を真まっ赤かにしながら仲間達に叫ぶ。

「誰だれかあの車の前のアホを黙だまらせろ！　野や次じ馬うまが集まってきてるじゃねえか！」

　ただでさえ、ゆうべの飛ひ行こう機き襲撃事件で警官がいつもより多く街をうろついている状態だ。こんな騒ぎが続けば、すぐにでも警官が集まってくるだろう。

　仲間の二人が自分達の車を乗り越えてレンチ男の元に行くのを確かく認にんし、襲撃者は言った。

「車は捨てるぞ。このまま裏うら口ぐちか窓から、アイザックとミリアだけ連れて逃げる」

　そして、フーとラブロをジロリと睨にらみつける。

「運が悪かったな。お前らには消えて貰もらう」

「なんだそりゃ!?　おかしいだろ!?」

　フーが抗こう議ぎの声を上げるが、リーダー格の男は、構わず懐ふところからナイフを取り出した。

　だが、暴ぼう力りよくによって手に入れた彼の優ゆう位いは、そこで終わる。

　唐とう突とつにその場に現れた、更さらに理り不ふ尽じんな暴力によって。




　ナイフを握ったままフーに歩みかけた所で、背後から激しい物もの音おとと悲鳴が響ひびき渡る。

　悲鳴の声が仲間の物だと判はん断だんし、慌あわてて振り返ると──

　どうやって車の上に持ち上げられたのか、手足を歪いびつな方向に曲げて倒れた仲間が一人。

　更さらに、車の横では、別の仲間が鼻と前まえ歯ばのあたりを陥かん没ぼつさせて転がっている。




「よっこらせっと」




　まだ外されていなかった車のドアをバキリと外し、半はん壊かいした車の内部を通る形で、一人の男が門の内側にその姿すがたを現した。

　男は首をゴキゴキと鳴らし、診しん療りよう所じよのドアの中に視線を向ける。

　するとその先には、三人ほど残った襲撃者と──その内の一人にナイフを向けられた顔かお見み知しりの姿があった。

「いよぉ、フー。取り込み中かぁ？」

　その声を聞いて、ナイフから入口の方に目をやるフー。

　彼はそこに立つ男の姿を見て、衝しよう撃げき半分、不ふ安あん四割、そして安あん堵どが一割と言った複雑な表情を顔に浮かべた。

「らっ……ラッド！　ラッドじゃねえか！」

「相変わらず、手前てめえはトラブルに巻き込まれる性た質ちらしいな」

「な、なんでこんなとこに……」

「いやあ、昨日きのう休きゆう診しんの札が掛かってるからよ、グラハムに様よう子す見みに行かせたら、俺おれのいるレストランまでバキンだのガコンだの、こいつが車解かい体たいする音が聞こえて来てな。こりゃあ祭だと思って走って来たら案あんの定じようってわけだ」

　肩を竦すくめるラッドに、フーは『一体なんでＮＹに!?　いままでどこに居たんだ!?』などと様々な疑問を想おもい浮かべるが、目の前からナイフが消えたわけではない事を思い出し、襲しゆう撃げき者しやを刺し激げきしないようにゆっくりと後ずさる。

「なんだお前は？　殺されたいのか？」

　ナイフを握った襲撃者が言うが、頰ほおには冷ひや汗あせが滲にじんでいた。

　ラッドはそんな男を無む視しし、部屋の中に更さらに視線を巡らせ──思わぬ人物がいる事に双そう眸ぼうを見開いた。

「ああ……？　ん？　おい？　アイザック？　もしかしてアイザックかぁ？」

「えっ……ああっ！　ラッド！　ラッドじゃんか！」

　驚き合う二人を見て、フーが呟つぶやく。

「え、知り合い？」

　その呟きを聞いたのか、ラッドはクツクツと笑いながらフーに言う。

　彼の眼めには、もはやナイフを持った男は映っていないようだ。

「いやあ、アルカトラズで少しの間一いつ緒しよになってな」

「あ……アルカトラズ？」

　──何なに言ってんだ、ラッドの奴やつ？

　──アルカトラズって、刑けい務む所しよだよな？

　──ラッドはともかく、アイザックがそんなとこいたわけねえだろ。

　何かの間違いか隠いん語ごの類たぐいだろうと判はん断だんしたフーだが、それを追及できる余よ裕ゆうがあるほど、彼はナイフを前にして剛ごう胆たんではなかった。




　一方、そのナイフを握っている方の襲撃者は、アルカトラズという単たん語ごを聞いて懸け念ねんを抱く。

　──アルカトラズ、だと？

　目の前の男が、外で倒れている二人の仲間のうち一人をやったらしい。

　それは解わかるが、見るからに危険な空気を孕はらんでいるこの男の正しよう体たいが分からなかった。

　アルカトラズに入るとなれば凶きよう悪あく犯はんの可能性が高い。

　もしかしたら著ちよ名めいなマフィア組織のメンバーかもしれず、そうだった場合ここで下へ手たに揉もめる事は避けておきたい。

　そう考えた男は、ナイフを懐ふところにしまい、ゆっくりと周りの全員から距離をあけた。




「あぁ？　なんだぁ？　せっかくの祭だってのに、得え物ものしまっちまうのかよ」

　笑いながらも不満げな声をあげるラッドとは対たい照しよう的てきに、フーは安あん堵どの溜ため息いきを吐く。

「よ、良かったよ考え直してくれて。何が目的か知らねえが、まず話し会おうぜ、な？」

　しかし、襲しゆう撃げき者しやの男達はそんなフーの言葉は無む視しし、無む言ごんのまま視線で合あい図ずを送り合う。

　ラッドはそれが気にくわなかったようで、とりあえず残る三人を始し末まつするかと足を踏み出したのだが──

　ナイフをしまった男が、代わりに懐ふところから手しゆ榴りゆう弾だんのようなものを取り出した。

　そのピンが抜き放たれ、床に落とされた瞬しゆん間かん──

　異常な勢いで煙えん幕まくが噴ふき出し、診しん療りよう所じよ内部から門の付近までを白い闇やみが覆おおい尽くす。




　そして、煙が晴れた時には、既すでに襲撃者達の姿すがたは無く、グラハムとラッドに伸のされていた男達の身体からださえも消え失うせていた。

「あーあー、逃げやがった」

　ラッドは特に驚いた様よう子すも悔くやしがる様子も見せず、周りを見回しながら口を開く。

「まあ、つまんなそうな連れん中ちゆうだったしな」

「た、助かった……のか？」

　恐おそる恐る周囲を見渡すフーだが、彼の頭はまだ混乱していた。

「おい、ラッド、なんでお前、この街に……」

　しかし、ラッドは彼の声を聞くよりも前にアイザックに話しかけている。

「よう！　アイザックちゃんよお、マジで久しぶりだなあ？　フィーロの知り合いってのは知ってたが、まさかフーを探しに来たらお前に会うたぁなあ」

「いやー、俺おれ達たちもフーさんとは昨日きのう知り合ったばっかでさ」

「ねえねえアイザック、この人、お友達？」

「おお、その可愛かわいい嬢じようちゃんが、お前の彼女のミリアちゃんって奴やつか？」

　和わ気き藹あい々あいと語り合う面めん々めんを前に、フーは完全に話しかけるタイミングを失ってしまった。
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　そんな彼の肩に、背後からラブロが手を置き、語りかける。

「お知り合いのようですね。邪じや魔まをしてはなんですので、私は裏うら口ぐちや入にゆう院いん患かん者じやさんの様よう子すを見てきます」

「お？　あ、ああ。気を付けろよ。まださっきの連中が残ってるかもしれないからな」

「ええ、その時は、せいぜい大きな悲鳴を上げますよ」

　ラブロはそう言うと、そのまま診療所ロビーから奥の通路へと去って行った。

　残されたフーの耳には、アイザックやラッド達の談だん笑しようと、外でグラハムが車を解かい体たいし続ける音が響ひびき続ける。

　混乱の極きわみであはったものの、彼は静かに頭かぶりを振ると、苦く笑しようしながら独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

　背中から湧わき上がる嫌いやな寒さむ気けを、口から吐き出す事で追い払おうとするかのように。




「一体……この街で何が起きてるってんだ……？」





⇔






ＮＹ某ぼう所しよ　大だい病院　個室




　日が昇りきるかきらないかという時間帯たい。

　病院の中でも特別な人間が使用する個室のベッド上に、ただの一いち捜そう査さ官かんに過ぎない男が横たわっている。

　どうやら捜査に関する極ごく秘ひの会話を中で行えるように、捜査局きよくが病院と掛け合ってこの部屋に入院させたのだ。




「……申もうし訳わけありません、タルボット副ふく室しつ長ちよう」

　顔面に包ほう帯たいを巻いてベッドに横たわる男、エドワード・ノア捜査官が、部屋の入口に現れた男──ヴィクター・タルボットにそう告げた。

「無む理りすんな」

「いえ、喋しやべる事に問題はありません。深しん呼吸や咳せきをするとアバラに響ひびきますが」

「なら、せいぜい喉のどを嗄からさねえこったな」

　エドワードは、恐らく毛布の下も包ほう帯たいだらけだろう。

　全身打だ撲ぼくに、数カ所の骨こつ折せつ。

　少なくとも、全ぜん治ち半年はかかると聞いている。

　つい20分前までは意い識しきが無かったという話だ。

　本来はまだ面会できる状態ではないのだが、エドワード本ほん人にんの希望で、こうしてヴィクターがＮＹ市内に設立した捜そう査さ本部から駆かけつけた次し第だいとなっている。

「どうだ？　セラードの一いち味みから押おう収しゆうした不ふ死しの酒、吞んどけば良かったって後こう悔かいしてるか？」

「まさか」

　苦く痛つうに満たされている筈はずのエドワードだが、口くち元もとを笑えみに歪ゆがませ、あっさりと答えた。

「不死者しやになっていたら、こんな形で休きゆう暇かも味わう事すらできませんでしたよ。副ふく室しつ長ちようこそ、羨うらやましいのではありませんか」

「……かもな」

　窓から外の景色けしきを見るヴィクター。

　表情が見えない為ため、それが適当な相づちなのか本ほん音ねなのかは解わからない。

　暫しばらく沈ちん黙もくした後、エドワードの方から本ほん題だいを切り出した。

「副室長……私を襲おそった連れん中ちゆうの事ですが……」

「すまんな。目もく撃げき情報はあるんだが、まだ確かく保ほできてねえ」

　ヴィクターは目を伏せつつ、できる限りの情報を伝えていく。

　フィーロ・プロシェンツォと同じ帽ぼう子しが現げん場ばに残されていた事。

　しかしそれはフィーロが犯人だという証しよう拠こ品ひんではなく、フィーロに対しての警けい告こくらしいという事。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、エドワードは思わず苦く笑しようを漏もらした。

「よりによって、俺おれですか。あいつとは寧むしろ敵同どう士しだったってのに」

「ああ、よっぽどマヌケな伝でん言ごん屋やだったらしい」

　そんな冗じよう談だんめいた会話をした後、ヴィクターは顔から表情を消して部ぶ下かに断だん言げんする。

「安心しろ。その巫ふ山ざ戯けた連中は、俺が絞こう首しゆ台だいに送ってやる」

「貴方あなたは裁さい判ばん官かんではない。その権けん限げんはありませんよ、タルボット副室長」

「皮ひ肉にくで返すとこじゃねえだろ、そこはよぉ」

　ばつが悪いとばかりに目を逸そらす上じよう司しに、今度はエドワードが真剣な表情となり、事件について、別べつ方面からの話を切り出した。

「……ゆうべの航こう空くう機きの発はつ砲ぽう事件に関しては、何か進展が？」

「いや。こんな事になるなら、お前に一いつ旦たん休めなんて言わねえで徹てつ夜やさせときゃ良かったな」

　実際、ヴィクターの部ぶ下かの殆ほとんどは徹夜で事件の捜そう査さに当たっていた。しかし、エドワードを含めた数名は、今日きようの午後までに港こう湾わん部ぶ各かく所しよを回らせようと、数すう時間の仮か眠みんを命じていたのだ。

　捜査本部はごたついていたため、近いという理由でエドワードを自宅アパートで眠らせたのも、今となっては痛つう恨こんのミスだ。

「そっちの件にも、フィーロ・プロシェンツォが絡からんでると思うか？」

「勘かんで語る事を許していただけるのならば、恐らくは」

「ああ、俺おれもそう思う。つーか、不ふ死し者しやが……ヒューイが同じ街にいる以上、本ほん意いだろうが不ふ本意だろうが関わっちまうもんかもしれないがな。まあ、その不死者もセラードの爺じい様さまのせいでだいぶ減ったが」

　ヴィクターがどこか寂しげに言うのを聞き、エドワードが問う。

「副ふく室しつ長ちようからは、時とき折おりセラード・クェーツに対する敬けい意いのようなものを感じますが」

「……」

「答えづらい事なら結けつ構こうです」

「いや……正直な話、セラードの爺様が船で喰い合いを始めた時はよ、ショックではあったが……『やっぱりな』とも思ってたのさ。あの爺さんほど貪どん欲よくな人間を俺は他に知らねぇ。知識だろうと金だろうと力だろうと、取れるもんは全部持もってっちまう」

　自分でもどんな表情をして語れば良いのか解わからないのだろう。ヴィクターは窓の外に顔を向けたまま、表情を笑ったり引き締めたり二に転てん三さん転てんさせていた。

　本ほん人にんは隠かくしているつもりなのだろうが、外側が少し汚れているせいか、窓まど硝子ガラスに薄く反射して丸まる見みえとなっている。

　しかし、敢あえて指し摘てきはせず、エドワードは上じよう司しの話を聞き続けた。

「だがな、あの、果てがねえんじゃないかっつー強ごう欲よくさを、俺は評ひよう価かしてるし尊そん敬けいもしてる。俺はどこかで自分の欲って奴やつを諦あきらめちまうからな。もちろん、爺さんに正しさは欠片かけらもねえ。人間の本ほん能のうに正直なあの強欲を止められるのは、人間の知ち恵えが生み出した法と組織だけだ。俺はそう思ってたが、まさかギャングのガキが爺さんを喰っちまうたぁな」

「同じ事です。フィーロのガキが欲に塗まみれたら、我々が始し末まつをつける。変わりはありません」

「真ま面じ目めだな、お前さんは」

　薄く微笑ほほえむヴィクターだが、やはり窓の外に顔を向けたままで、部下に見せようとはしない。

　そんな上司の人間臭くささにエドワードも苦く笑しようしかけたが、まだ全ての意見を言い終わっていないと気付き、表情を引き締め直して口を開いた。

「私を襲おそった連れん中ちゆう……何者だと思いますか？」

「情報が足りねえが……恐らくはヒューイの手て下したの『妖怪ラルウア』か『タイム』あたりか、あるいはヒューイと手を組んでるっつー噂うわさのあるルノラータの下したっ端ぱどもってとこだろうよ。大おお穴あなで、ベリアム上じよう院いん議ぎ員いんの子こ飼がいのチンピラって筋すじもあるかもな」

　決めつけは良くないとはいえ、ヴィクターの部ぶ下か達たちはその線が強いという事で捜そう査さを進めていた。ただ、フィーロ・プロシェンツォ個人を恨うらむ理由に心当たりが無い為ため、捜査の糸いと口ぐちが摑つかめずにいる状態である。

「あのガキに恨みがある奴やつも調べてみたが、セラードの手て下しただった連れん中ちゆうは、もう殆ほとんど気力もねえだろうし、マイザーがセラードを喰ったと思ってるだろうしな……。あとは、街のチンピラをよくシメてたって話だな。ダラスって野や郎ろうがよく『フィーロをいつかぶっ殺す』とほざいてたらしい」

「ダラス……。ああ、取るに足らない街のチンピラですよ。私が今の職しよく場ばに来てからは見かけた事もありませんでしたが……」

「そんな野郎が、捜査局きよく員いんの手前てめえを襲おそうわきゃねえよなぁ」

　上じよう司しの言葉に頷うなずきつつ、エドワードは自分の考えを述べ始めた。

「……倒れてから意い識しきを失うまでに一いつ瞬しゆんだけ見ましたが、妙みように高そうな靴くつを履はいてました。その辺りのチンピラを雇やとった、という雰ふん囲い気きでは無かったように思えます」

「ああ、ただのチンピラじゃあねえ。逃げる連れん中ちゆうを目もく撃げきした奴の話だと、妙みように身なりのいい奴らだったって話だからな。ベリアム子飼いのチンピラってのはそっから出た説だ」

　その言葉を聞き、エドワードは暫しばし考えた後、言葉を続ける。

「これは、私の勘かんですが……」

「なんだ？」

「一昨日おととい、会議で関かん連れん組織を列れつ記きなさってましたが……、私を襲った連中は、そのどれにも当てはまらないような気がします」

「……根こん拠きよを聞こうか？」

　ヴィクターは『思い過ごしだ』とは言わずに、部下の言葉を促うながした。

「勘は勘としか言えないのですが……。どの組織のやり口とも違う気がします。無む駄だに挑ちよう発はつ的てきと言いますか……直接会あった事はないので断だん言げんはできませんが、ラッド・ルッソや『吸ラ血ミ鬼ア』の連中のように、無む駄だに常じよう軌きを逸いつ脱だつした空気も感じませんでした。ネブラの社員が一番近ちかい気がしますが、断だん定ていするには違い和わ感かんがあります」

　そして、エドワードは瞳ひとみに暗い影を宿し、こんな時に戦せん線せんを離り脱だつしている自分への憎にくしみを込めつつ、重い調子でその言葉を口にした。




「もしかしたら……これは我々が考えている以上に、根が深い事ヤ件マなのかもしれません」













十四章　未来は誰だれにも解わからない







　明めい晰せき夢むというものがある。

　睡すい眠みん中でありながら、自分が『夢の中にいる』と認にん識しきしたまま見る夢だ。

　殆ほとんどの場合は、『これが夢だ』と認識した瞬しゆん間かん、血けつ圧あつや意い識しきレベルの変化が生じ、身体からだ全体が覚かく醒せいしてしまう。

　だが、直前に殴なぐられたせいか、寝ね不足で疲労が溜たまっていたせいか、あるいは別の要よう因いんが働いたのか──その答えは恐らく永えい遠えんに解らないだろうが、とにもかくにも、ネイダー・シャズクールは、今自分が立っている場所が『夢の中』だと明確に認識していた。




　懐なつかしいブランコが見える。

　その奥には、故こ郷きようのトウモロコシ畑がどこまでもどこまでも広がっていた。

　既すでに火か事じで焼けてしまった納な屋やの屋根が綺き麗れいなまま残っているのを見て、ネイダーは「ああ、やっぱり夢なんだな」と再さい認識する。




　　　　　　　キイ


キイ




キイ　　　　　　　　　　






　背後から突とつ然ぜん鉄の軋きしむ音が聞こえるも、ネイダーは特に驚きはしなかった。

　それが、何の音か知っていたからだ。

　振り返ると、そこには鏡かがみ写うつしのように、今まで見た光こう景けいと反はん転てんした景色けしきがあり──その中で、ブランコがキイキイ音を立てて揺れている。

　ブランコに乗っているのは、一人の少女。

「……ソーニャ、お前……」

　幼おさな馴な染じみの名前を呟つぶやくが、ブランコに乗った少女の顔はぼやけている。

　その顔がいつ、さっき見た夢のようにヒルトンの少女に変化するのかと怯おびえながら──ネイダーは一歩ブランコに近づいた。




　──「ネイダー。ネイダー」

　──「ねえねえ」

　──「いつ、ヒーローになってくれるの？」




　幼馴染みの少女が自分に語りかけるのを見て、ネイダーは、ここが夢ゆめで良かったと安あん堵どした。

　もしも、現実の中で本ほん物ものの幼馴染みの少女に言われていたら、確実に心が折れていたであろうと理解していたからだ。

「……やめてくれ」

　ネイダーは首を振りながら彼女の存在を拒きよ絶ぜつしようとするが、ここが夢だと解わかっていても、弱り切った彼の心では、夢を操あやつる事まではできなかった。




　──「あっ」

　──「ねえねえ、その後ろの人達、ネイダーの仲間なんだね！」

　──「凄すごいよ、ネイダー！　ネイダーは、やっぱりヒーローなんだね！」




　少女の言葉に、ネイダーはゆっくりと背後を振り返る。

　振り返る前から、そこに何がいるのかは何となく解っていて──

　あるいは、そう予想してしまったからこそ、そこに『彼ら』が現れたのかもしれない。

　手にトンプソンを持った、黒いスーツ姿すがたの男達たち。

　『幽霊レムレース』。

　ヒューイ・ラフォレットの配はい下かである彼らを裏うら切ぎらせ、そのまま自分の手て駒ごまにした。

　その筈はずだった。

　だが、実際は──




　無む数すうの銃じゆう口こうがこちらを向き、思し考こうが停止する。

　夢ゆめの中なので、ある意味では停止していないのだが──ネイダーの如い何かなる心理が働いたのか、数すう十じつ丁ちようの銃口が向けられたのは自分ではなく、ブランコに座る幼おさな馴な染じみの少女だった。

「やめろ……やめろお前ら……」

　──「何を止めろというのだ、同どう志しネイダー」

「……っ！」

　足あし元もとから響ひびく声を聞いた瞬しゆん間かん、空の色がガラリと変わった。

　更さらには、周囲の風景さえも。

　一いち面めんのトウモロコシ畑は消え失うせ、広こう大だいな荒こう野やが周囲の景色けしきを塗ぬり潰つぶす。

　ただし、少女の乗るブランコはそのままで、ネイダーから見て左右に──地ち平へい線せんまで続く線路の上にポツンと乗っている状態だ。

　──「これは、お前が望んでいる事だろう？」

　自分の意い思しとは関係なく、強きよう制せい的てきに視線が声のする方──即すなわち、自分の足あし元もとへと向けられる。

　そこには、口から千ち切ぎれかけた舌したをダラリとぶら下げ、滝たきのような鮮せん血けつを吐き出し続ける黒くろ服ふくの男──グース・パーキンズが地を這はいずっていた。

　あの『フライング・プッシーフット号』の事件の後に、ネイダーの目の前で舌を嚙かみ切り自じ害がいした男。

　舌を失った上、口から大量の血が溢あふれている状態で喋しやべれる筈はずもないのだが、声だけはネイダーの耳にハッキリと聞こえて来る。

　──「お前は、あの女が邪じや魔まなんだろう？」

「違う……違う……」

　──「何が違う？　すぐに『違う』と言えるという事は、邪魔な理由はハッキリと解っているという事だ。同志ネイダー」

「黙だまれ……お前死しんだだろうが……これ夢だろうがよぉ！」

　叫び声を上げたつもりだが、喉のどから出た声は果てしなくか細く感じられた。

　──「彼女さえ居なければ、約束などというものに縛しばられ、罪ざい悪あく感かんを覚える事もあるまい」

　グースの声が大きくなり、ネイダーは、ブランコがカタカタと揺れるのを感じ取る。

　列車が来る。

　やはり、夢だからだろうか。この先に何が起こるのかという確かく信しんがあった。

　そして、予想した通りのものが現れる。

　巨きよ大だいな列車が、左右から物もの凄すごい勢いでやってくるのが見えた。

　──「彼女さえ居なければ、お前はこれまで通り、適当に他人を喰ってそこそこの人生を送る事ができるだろう」

「噓うそだ……俺おれはそんな……噓だ……」

　列車は物凄い勢いで迫るが、今から駆かけ寄ればブランコに乗る少女を助ける事ができる。

　少女はまるで列車に気付いていないかのように、こちらを見て微笑ほほえんでいるような気がした。

　この期ごに及んでも、ネイダーは彼女の顔を夢ゆめの中に思い浮かべる事ができなかったのだ。




　だが、それでも──

　ネイダーは、足あし元もとに這はうグースを蹴けりつけた後、勢い良く走り出した。

　──「無む駄だだ。間まに合わん。お前はただ、全力を出したフリをするだけだ」

　地面を転がるグースが言うが、ネイダーは構わず夢の中の地面を蹴り続ける。

　足の裏うらの感覚などなく、ただ、なんとなく前に進んでいるというモヤモヤとした速度。

　──「そして、詐さ欺ぎ師しのお前は自分を騙だますのだろう？　同どう志しネイダー。やるだけの事はやったと。自分は運うん命めいに負けただけだとなぁ」

「黙だまれ……黙れぇっ！」

　グースの声を無む視しし、ネイダーは右手を伸ばす。

　あともう一歩で、少女に届く。

　今ならまだ、間に合う。

　列車に挟み潰つぶされる前に彼女の手を取れば、そしてこちらに抱き寄せれば、彼女の顔を思い出す事ができるに違いないと信じて。




　しかし──

　伸ばされた右手を、銀ぎん色いろの閃せん光こうが通り抜ける。




「あ……」




　そこで、思い出す。

　自分には既すでに、彼女に差しのばす右手など無かったのだという事を。

　ネイダーの右手て首くびから先が血を噴ふき出しながら零こぼれ落ち、視し界かいの端はしから一人の女が現れる。

　幼おさな馴な染じみと違い、こちらの女の顔はハッキリとしている。

　まるでゴミを見るような目で、女は血の付いた巨きよ大だいなナイフを構え直すと──そのまま、なんの躊躇ためらいもなくネイダーの喉のどを搔かききった。




　そして、左右から来た列車が、ネイダーの世界そのものを挟み潰つぶし──────





⇔






「うあああぁぁあぁぁあぁっ！」

　悲鳴を上げて、ベッドから跳ね起きる。

　呼吸を荒げつつ、ネイダーは自分の右手を確かく認にんするが、そこには安っぽい義ぎ手しゆが装そう着ちやくされたままだ。

　──夢ゆめだ。

　──そうだ、夢だ……。

　自覚していたにも関わらず、夢であった事に心の底から安あん堵どする。

　目を瞑つむって呼吸を整えようとするネイダーに、少し離れた場所から声がかけられた。




「お、脅おどかすない……。大だい丈じよう夫ぶか？」

　薄く目を開くと、ぼやけた視し界かいの中にロイの姿すがたがあった。

　その後ろには、黙だまったままこちらを見ているアパムがいる。

　だが、あのような夢を見た直後では、先せん刻こくのように襲おそいかかる気き力りよくは起こらなかった。

　どうやらここは自分の部屋らしいが、あれからどれぐらい経たったのだろう。

　窓の外から漏もれる明かりを見るに、正しよう午ごを少し過ぎたあたりだろうか。

「大丈夫か？　いいから、まずは落ち着けよ、な？」

「……ああ。大丈夫だ。もう暴れたりしねえよ」

　暫しばらく深しん呼吸を続けた所で、ロイが更さらに話を切り出した。

「お前が寝てる間に……その、アパムから聞いたよ。お前と、こいつのいた……なんだ、『幽霊レムレース』って連れん中ちゆうの話をな」

「……そうか」

　心の底から湧わき上がる震えを隠かくしつつ、ネイダーはベッドから上じよう半はん身しんだけ起こしたまま、精せい一いつ杯ぱいの強がりを口にする。

「で、なんで俺おれはまだ生きてんだ？　生いけ捕どりにすりゃヒューイからご褒ほう美びでも貰もらえんのか」

　その言葉を聞き、それまで黙っていたアパムが大きな溜ため息いきを吐き出した。

「だから、違うっつってんだろ。俺もお前と似たような立場なんだよ」

「……あぁ？」

「俺も、『幽霊レムレース』を抜けた身だ。俺はあの列車から、仲間を見み捨すてて逃げたんだよ。さっき言ってたヒルトンがどうこうってのも初はつ耳みみだ。まあ、俺は幸い、まだ誰だれにも見つからずに済んでるよ」

「それを、信じろってのか」

　訝いぶかしげに言うネイダーに、アパムが肩を竦すくめて言う。

「まだお前が生きてるって時点で、信しん憑ぴよう性せいのある話だと思うけどな」

「……」

　完全に信じる気持ちにはならなかったものの、意い識しきを失う前にアパムが自分の安あん否ぴを気き遣づかう言葉を口にしていた事を思い出し、ネイダーは暫しばらく沈ちん黙もくした後に口を開いた。

「さっきは……悪かったな。手前てめえは一度俺おれを裏うら切ぎってるからよ、これでチャラにしてやる」

　ネイダーの頭に浮かぶのは、夢ゆめの中にも出て来た黒くろ服ふく集団。

　裏切りを持ちかけた自分が逆に裏切られ、数少ない賛さん同どう者しやが皆みな殺ごろしにされた時の光こう景けいだ。

　敵てき意いを残しながらも『チャラ』という言葉が出て来た事を確かく認にんし、アパムも少し表情が緩ゆるむ。

「正直、そう言って貰もらえると助かるよ。ぶっちゃけた話、お前は俺おれ達の事を棺かん桶おけの中でずっと恨うらんでるもんだと思ってたからな」

「……恨みは、もうグースの野や郎ろうに晴らしたからな」

「？　どういう事だ？」

「もう、手前らの事は恨んでないって事だよ。聞いた話じゃ、あの列車の中で『幽霊レムレース』は殆ほとんど全ぜん滅めつだったらしいじゃねえか。グースの野郎も惨みじめったらしく燃えかすになって線せん路ろに転がってたぜ」

　過去を思い出しながら語るネイダーだが、先せん刻こくの悪あく夢むに出て来た不ぶ気き味みなグースの姿すがたを思い出し、僅わずかに顔を青くする。

　そして、更さらに数すう度ど深しん呼吸をした後、ロイに尋たずねかけた。

「で、俺はどうなる？　追い出されるのか？」

「わけあり連れん中ちゆうが集まってるって説明したろ。俺達がお前を売るってまだ疑うなら、せいぜい部屋の鍵かぎを自じ腹ばらで頑がん丈じようなもんに変えてくれ」

　皮ひ肉にくを込めながら言うロイに、ネイダーが訝いぶかしみながら言う。

「話は聞いたんだろ。テロリスト崩くずれなんか匿かくまってなんの得がある？」

「家や賃ちん払ってくれんなら、まあ、それが得だろうな」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑い、ロイはネイダーとアパムに言った。

「まあ、どうだっていいさ。俺は警察でもねえし、俺自じ身しん、警察にゃあんま探られたくない過去があるしな」

　──ああ、ヤク絡がらみだろうな。

　ネイダーはロイの風ふう貌ぼうからそう判はん断だんしたが、あえて追及はしなかった。

　見た目こそ不ふ健康そうだが、話してる感じなどから、現在も継続して中ちゆう毒どくにかかっているわけではなさそうだ。

　そう判はん断だんしていたネイダーは、改めて今後の事を考える。

　──どうすりゃいいんだ。俺おれは。

　──ここに隠かくれて、とりあえずヒルトンのアマをやり過ごすか……。

　──……いつまで？　いつまで隠れりゃいいんだ？

　──あいつはどこにだっているんだぞ？　３年刑けい務む所しよに隠れたってのに、それでもあの女は……ていうか、なんなんだよヒルトンの連れん中ちゆうは……。なんで俺の顔を……写真でも出回ってやがんのか？

　落ち着いた今になってみると、様々な疑問が湧わき上がる。

　あのウェイトレスが自分に会ったのが完全に偶ぐう然ぜんだったのだとしたら、ヒルトンは何な故ぜあんな格かつ好こうをしていたのだろうか。

　ウェイトレスとしてスパイ活動でもやっているのか？　そう思ったネイダーは、いくつかの特とく徴ちようをあげて、ロイ達にどの店のウェイトレスか尋たずねてみる事にした。

　すると──

　駄だ目めで元もと々もとという覚かく悟ごで聞いたにも関わらず、あっさりとロイから答えが返ってきた。

「ああ、その色の制服だったら……『蜂の巣アルヴエアーレ』だろうな」

「……『蜂の巣アルヴエアーレ』？」

　するとアパムが、ロイの後を続ける形で答える。

「リトルイタリーのあたりじゃ一番でかいレストランだな。たしか、マルティージョ・ファミリーって小さな組織が経営してる筈はずだ」

「マルティージョ？」

　──それって、昨日きのうのカジノの……。

　──……。

　──……なんだ？　なにが起こってる？

　人間として、ネイダーは能力が高い方ではなかった。

　だが、僅わずか数年の間で、詐さ欺ぎ師しとして成り上がり、そして死の淵ふちまで堕おちたという経験が、彼の中に妙みようなわだかまりを呼び起こす。

　一連の出来事ごとに妙な『繫つながり』を感じ、ネイダーの背せ筋すじに冷つめたい汗あせが滲にじんだ。

　しかし、自分がその繫がりの中心にいるわけではない事も解わかる。

　たまたま何かの連れん鎖さの傍を通ってしまっただけだという感覚はあった。

　自分の逃とう亡ぼう劇げきなど霞かすんで消えるような、巨きよ大だいな『何か』の流れの傍にいるのではないか？

　錯さつ覚かくだと思いたかったが、冷たい予よ感かんが頭から離れない。

　詐欺師として長年裏うら社会に籍せきを置いた身として、あくまでネイダー個人レベルでの話だが──理り屈くつでは説明できない『流れ』という物は確かに存在すると感じていた。

　賭かけで勝ち続ける時、何をやってもうまく行かない時、そんな些さ細さいな流れとは別に、大きな運命のような流れ──早い話が、身を置いている組織が上り坂か、あるいは斜しや陽ように向かうか、そんな『流れ』を感かん知ちする事には自信があった。

　その流れを感じながらも無む視しした結果が、右手の喪そう失しつと惨みじめな逃とう亡ぼう者しや生活である。

　同じような『流れ』の中に──国が動くとまでは言わないが、一つの組織が潰つぶれる時よりも大きな『流れ』が自分のすぐ傍そばにある気がしてならなかった。

　ネイダーは今まで感じた事の無い奔ほん流りゆうの気け配はいに背せ筋すじを震わせるが──それが自分にとって吉きちとなるのかどうかも解わからない。

　あまりにも大きすぎて、運うん命めいの流れる方向すら見み極きわめられない状態だ。

　──もし、俺おれの勘かんが当たってるとしてだ。

　──俺は……どうすりゃいい。

　──流れに巻き込まれないように逃げ出すべきなのか？

　──それとも、流れに乗って逃げるべきなのか？

　問題は、ヒルトン──つまりはヒューイの関係者達たちにとってどのような風向きとなっているのか。それが重要なのだが、下へ手たに探ろうとすればそれだけで死にかねない。

　何かマルティージョ・ファミリーやヒューイ一いつ派ぱの間で揉もめているのならば、上う手まくヒューイの組織が潰つぶれる事を望むべきだろう。しかしＮＹの中の小さなギャング団がヒューイ・ラフォレットの組織を潰せるとも思えなかった。

　──ああ、糞くそ。

　──俺は、どうすりゃいいんだ。

　暫しばらく黙だまり込んでいると、ロイが軽く笑いながら声をかけてくる。

「何を悩んでるのか知らねえが……あんた、家族はいるのか？」

「……いや」

「彼女とか、昔むかし馴な染じみの友達とかはいねえのか」

「……ああ……まあ……」

　ネイダーの頭に思い浮かぶのは、先せん刻こく夢ゆめの中に出て来た幼おさな馴染みの少女だった。

「人の縁えんは大だい事じにした方がいいぜ。うっかり道を踏み外してヤバイとこに落っこちた時、引っ張り上げてくれる事もあるからな。俺は、それでクスリを止めれたって口だからな」

「……人の縁でがんじがらめになるって事もあるだろうよ。孤こ独どくってのも一つの生き方だぜ」

「まあな。いや、相談すんなら俺やアパムよりも、あんたの身み内うちにした方がいいんじゃねえかって思っただけの話さ」

「ああ……そうか、そうだな。悪いな」

　それで話は打ち切られる筈はずだったが、ネイダーの中には、幼馴染みの少女が今どうしているのかという事が気になっていた。

　故こ郷きように一度帰かえった時には既すでにいなかったが、まさかヒルトン達になにかされたのではないだろうか。

　──そうだ。あいつを探そう。

　──ソーニャに会えば……何か変わるかもしれない。

　しかし、自分が今会あえば、逃とう亡ぼう生活に巻き込む事になってしまうのではないだろうか？


──そうだ、だから会う必要はない。　　　　

──いいや、それはただの言い訳わけだ。　　　　



　二つの相あい反はんする思いが心に浮かぶが、ネイダーは、それが天てん使しと悪あく魔まなどという高こう尚しようなものではなく、情なさけない自分同どう士しが善ぜんにも悪にもなりきれずに罵ののしり合っているだけだと知っていた。

　自然と、彼は義ぎ手しゆとなった右手を見つめていた。

　何かに向かって手を伸ばす勇気が欲しい。

　彼女を引き寄せる手でもいい。

　彼女を突き飛ばして自分から遠ざける為ための手でもいい。

　周囲に渦うず巻まいている巨大な『流れ』に乗るにしろ逃げるにしろ、動き出さなければ始まらないのだ。

　ただ、ほんの僅わずかな切っ掛けが欲しい。

　蛙かえるが飛び込んだ時の波は紋もんのような、小さな流れでも構わない。

　自分の背を押す流れがあれば。

　──いや……違う。

　──結局、動かない言い訳を探してるだけだ。

　自分から波を起こす気き力りよくも無くなっていたネイダーは、なんとなく、このまま自分はこのままずっと停てい滞たいして、生きながら腐くさっていくのではないかと予想した。

　そして、その予想は半はん分ぶん当あたりかけていたのだが──




　ネイダーは忘れていた。

　４年前まえの時点で、既すでに彼は馬ば鹿か騒さわぎの流れに取り込まれてしまっていたという事を。




　ロイ達と話が続かなくなって居い心地ごこちの悪くなったネイダーは、目をハッキリ醒さまそうと自分の顔をパシリと叩たたき──気付く。

　──あれ、これ……包ほう帯たいか？

　自分の顔と頭に、きちんと包帯が巻かれて治ち療りようされた痕あとがある。

　触さわると痛む箇か所しよがある事から、先せん刻こく気き絶ぜつした時にどこか切っていたのかもしれない。

「これ、あんたが治療してくれたのか？」

「え？　ああ、違う違う！　俺らは傷きず口ぐち押さえてただけだって。ちゃんと傷見みて包帯とか巻いたのは医い者しや先生だよ！　昼に新しい運うん搬ぱん係がかりの連れん中ちゆうを紹しよう介かいしに来てくれてさ。丁ちよう度どいいやって思って頼んだんだよ」

「そうか……治ち療りよう費ひ払わないとな」

「いいってよ」

「そういうわけにはいかねえだろう」

　下へ手たに借りを作りたくないと思っていたネイダーは、二人がいなくなったら枕まくらから何枚か札を抜き出そうと考えていた。

　だが、ロイは更さらに首を振る。

「いやいや、要いらねえってよ。アフターサービスだって言ってたぜ」

「？」

「ったく、なんだよ。医い者しや先生と知り合いなら、そう言えよな」

「は？」

　わけが解わからず、目を丸くするネイダー。

　──何なに言ってんだ？

　──俺に医者の知り合いなんて……。

　そう思いかけた所で、ふと、気付く。

　──いや、一人だけ居たな……。

　──でも、まさか……だよな？

　混乱するネイダーの横から、扉とびらが開く音が聞こえてきた。

「おお、先生！　ネイダーの奴やつ、目めぇ醒さましたぜ！」

　ロイが明るい声を放ったその先に、ネイダーは自然と目を向け──

　奇き跡せきの再会というには、あまりにも色あせた男がそこに立っていた。

「やあ、具合はどうかね。ネイダー君」

「──────っ！」

　ネイダーは言葉を失い、その男を凝ぎよう視しする。

　男は全身に灰はい色いろの布を纏まとっており、顔まで灰色のターバンとマフラーで覆おおい隠かくしていた。

　灰色の魔ま術じゆつ師し。

　それが、彼を見た時に多くの者が抱く第一印いん象しようだ。

　多分に漏もれず、ネイダーも同じ印象を抱いていた。

　もっとも、初めて会った時は、状況が状況だけに別のものを思い浮かべていたのだが。




　爆ばく発はつによる火傷やけどと多量の出しゆつ血けつにより、死にかけていたあの日。

　乾いた大地を這はう自分の目の前に現れた灰色の男を見て、ついに死しに神がみが現れたに違いないと本ほん気きで思った。

　確かに彼は、ネイダーにとって死神として現れたのかもしれない。

　命を奪うばいに来たのではなく、『君の死はまだ予定に無い』と告げる為ために。




　そして、彼は思い出す。

　記き憶おくとしては失っていないが、ずっと心の底に沈めていた事実を。

　自分は既すでに一度死しんだ身だったという事を。

　馬ば鹿かな事を繰り返した結果、投げ捨てる形となった命は、彼が通りかかるという『単なる偶ぐう然ぜん』によって拾われていたのだという事を。

「やれやれ、星の巡めぐり合わせというのは、本当にあるものだな」

　灰はい色いろの魔ま術じゆつ師しがそう呟つぶやくのを聞いて──

　ネイダーは、気付けば目に涙を浮かべていた。

「あんた……なんでここに」

　単なる偶然の再会に、何な故ぜ涙が出てくるのか解わからない。

　ただ一つ解わかるのは、今、自分の背中が確実に押されたという事だけだった。

　──これは……いける……のか？

　──俺おれは、まだ終わってなかったのか？

　一度そう思うと、全ての運うん気きが自分に向かって流れているように感じられる。

　その小こ者ものらしい自惚うぬぼれがかつて己おのれを死に追いやったのだが、今はその性質がどん底から立ち直る為ための原げん動どう力りよくとして、極めて前向きに働こうとしていた。

　──いや、信じろ。ここで信じないでどうするよ、俺。

　ああ、きっとこの大きな『流れ』は、自分にとって有利となるものに違いない。

　今ならば、何をやっても上う手まくいく気がした。

　時代は俺の物なんじゃないか？




　そう信じかけたネイダーだが、僅わずか数秒でその気持ちに水を差される事になる。

　灰色魔術師の後ろから、見み覚おぼえのある顔が聞き覚えのある声を紡つむぎ出した。

「よう、ネイダー！　半はん日にちぶりだなぁ、オイ」

　フレッドの背後に立つラッド・ルッソが凶きよう悪あくな笑えみを浮かべているのを確かく認にんし、自分はきっとまだ夢ゆめの中にいるのだと思ったが──




　残念な事に、いくら待っても目の前の景色けしきから醒さめる時間は訪れなかった。





⇔






30分後ご　食堂




　再びどん底の気分になったネイダーは、ロイ達が一いつ旦たん退たい出しゆつした部屋の中で、ラッドから長なが々ながと話を聞く事になった。

　それによると、昨日きのう言っていた『ラッドの昔むかし馴な染じみがいる』と言っていた診しん療りよう所じよの主あるじが、灰はい色いろ魔ま術じゆつ師し、つまりはフレッドの事だったらしい。

　──「驚いたぜ。まさか、フーの奴やつがあの魔術師と一いつ緒しよに列車を無ぶ事じに降りてたとはなぁ」

　──「しかも、そこで刑けい務む所しよ時代に会った奴とも再会しちまった。世界ってのは狭いなオイ」

　──「お前ともまた会えたしな」

　ラッドはそんな感じでざっくりと説明していたが、ネイダーにとって不安だったのは、カジノの軍ぐん資し金きんとして預かっていた金の事だった。

　しかし、それは杞き憂ゆうに終わる。

　──「ああ？　金？　あぁ。別にいいさ。あれはお前にくれてやった金だ」

　大たい金きんだったにも関わらず、あまりにもあっさりと言い放ったラッドの言葉に、逆ぎやくに膝ひざから力が抜けてしまった。

　それから暫しばらくは、ラッドが興きよう味みを示していた『フライング・プッシーフット号』との関わりについて語り続ける。

　つまりは、アパムがロイに語ったような事を、今度はネイダーの口から語り続ける形となったのだ。アパムも居れば話しやすかったのだが、彼はビルの内ない装そう工こう事じで働く技ぎ術じゆつ労働者という一いち面めんも持っているので、そちらへと出勤していってしまった。

　そして現在、話を聞き終えたラッドが、ニヤニヤ笑いながら口を開く。

「ヒューイか。いいねぇ。こんな所で縁えんができるたぁ思わなかったぜ。……つっても、お前程てい度どの下したっ端ぱじゃ、ヒューイのアジトなんて知るわきゃねえよな」

　喜び半分、落らく胆たん半分といった調子で言うラッドに、ネイダーは静かに安あん堵どした。

　──再会したら殴なぐり殺されるかもしれないと思ってたが……。

　──まさか、あの医い者しやの知り合いとはな。

　──こいつ、思ったよりもいい奴やつなのかもな。

　──連れの奴らも、あの作さ業ぎよう着ぎの奴はともかく……今日きよう一いつ緒しよにいる二人はなんか暢のん気きな連れん中ちゆうだしよ。

　ラッドに対してとんでもない思い違いをしつつ、ネイダーは扉とびらの外に目を向ける。

　部屋の入口は開きっぱなしになっており、廊下で会話する者達の声が聞こえてきた。




「悲しい……悲しい話をしよう」

　そんないつもの口こう上じようを切り出したグラハムに、傍そばにいた男女が抗こう議ぎの声をあげる。

「ええっ!?　やめようぜ悲しい話なんて！」

「悲しい話をすると、幸せが逃げていっちゃうよ！」

「楽しい話にしようぜ！」

「面白い話でもいいよ！」

　今までに経験した事の無い返しをされ、グラハムはむう、と考え込む。

「こんなにも悲しい気き分ぶんなのに楽しい話をしろとは、神かみは今日きようも俺おれに無む理り難なん題だいを与えたようだ……。まてよ……つまり俺に無理難題を与えたお前達たちは……神!?」

　狂った切り返しをするグラハムに、男女──アイザックとミリアは驚きの声を上げる。

「ええっ!?　そうなのかミリア!?　俺達神様なのか？」

「オーアイゴッドだね！」

「そうか……気付かなかったぜ……。だけど、どこの神様だろう」

「日本じゃないかな。日本には神様が八百万まん人にんいるってヤグルマさんが言ってたし」

　真剣に話し合う二人を見て、傍そばにいた青年、シャフトは『なんだこいつら』と呆あきれかえっていたのだが、すぐに彼にも話の矛ほこ先さきが向くこととなった。

「楽しい話……神に捧ささげるレベルの楽しい話などどうすればいい……。とある国のとある宗しゆう教きようでは神に生いけ贄にえを捧げて御ご機き嫌げんを取ったと言うが、俺に捧げられる生贄はシャフトだけだ……。というわけで、これからそこにいるシャフトが抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とう間違いなしの面白い話をします」

「そんな無む茶ちやな!?」

「面白く無かった場合、シャフトの手足の関かん節せつが楽しい方向に曲がりますが宜よろしいか！」

「宜しいわきゃないでしょうが！　なんで俺が生贄にならなくちゃいけないんです！」

　激しくツッコミを入れるシャフトに、アイザックがグッと親おや指ゆびを立てる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、兄にいちゃん。前向きに考えようぜ！　神様への生贄に捧げられたってことは、息子むすこやヤギみたいに大だい事じに扱われてたって事だぞ！」

「アブラハムには七匹ひきの子ヤギだね！」

「息子とヤギじゃだいぶ違う！」

「安心しろシャフト……例えお前の正しよう体たいがヤギだろうと、今までと変わらずに手て下したとしてこき使ってみせる……！」




　廊下からの会話の一部を耳にして、ネイダーは彼らの事を心の底から羨うらやんだ。

　──ああ……。

　──なんか……馬ば鹿かって平和そうでいいよな……。

　このまま不ふ況きようによる国家的な苦しみにも気付かぬまま、彼らは彼らなりの人生を歩むのだろうか、などと、柄がらにも無くセンチメンタルな事を考えるネイダー。

　そんな気分になったのは、男女の暢のん気きな雰ふん囲い気きが、どことなく幼おさな馴な染じみの少女に似ていたからかもしれない。

　今の空気ならば、幼おさな馴な染じみの少女の顔もハッキリと思い出せるのではないだろうか。

　ラッドが『さて、このあとどうすっかなー』と呟つぶやきながら思し案あんしているのをいい事に、ネイダーは故こ郷きようの思い出を脳のうに満たそうとしたのだが──




　その試みは、一階の方から響ひびいてきた喧けん騒そうによって邪じや魔まされる結果となった。





⇔






宿しゆく泊はく施設　一階




　ネイダーの部屋の周りにいた面めん々めんは、階下から聞こえてきた怒ど鳴なり声や笑い声、そして金属同どう士しが衝しよう突とつする音が気になり、揃そろって一階まで降りてきた。

　一体何なに事ごとかと、最初に食堂を覗のぞき込んだネイダーは、そこにある顔を見つけて、慌あわてて顔を廊下の奥に引っ込める。

　──あいつ確か……。

　会話などをしたわけではないが、あのナイフのように鋭い目つきには見み覚おぼえがある。

　──カジノで、フィーロとかいうオーナーの小こ僧ぞうと一いつ緒しよにいた奴やつじゃねえか！




「とりあえず、落ち着いて下さい。スミスさん」

　ラック・ガンドールの言葉に、スミスと呼ばれた男は、視線をこちらに向けぬまま答えた。

「それは、この小こ娘むすめに言うんだな」

　彼が視線をラックに送れぬ理由は、僅わずか10センチほどの距離を置いて相あい対たいしている女だ。

　サルーンガール風ふうの娘が、手にした日本刀とうでスミスを縦たてに切り裂さかんとしており、それをスミスが両手に持った拳けん銃じゆうで受け止めている。

　そんな退のっ引ぴきならない光こう景けいを前に、ラックは淡たん々たんとした調子でスミスに語りかける。

「先に銃を抜こうとしたのは貴方あなたですよ、スミスさん」

「そりゃそうさ。あんたがここに来たとなれば、当然俺おれの首が目的だろうからな」

　渋しぶい声で答えるスミスに、日本刀の女──マリアが笑う。

「アハハハハっ！　相変わらず馬ば鹿かだねー、アミーゴ！　今さらラックがあんたみたいな弱よわ虫むしの首なんて欲しがる筈はずないじゃん！」

「貴き様さま……っ！」
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「なんだよおい、随ずい分ぶん面白そうな事になってるじゃねえか……って、ありゃ、もしかしてスミスのアホか？」

「楽しい話をしよう……あれ間違い無くスミスの旦だん那なだ。なるほど……日本刀とうは神かみに捧ささげる供く物もつとして造つくられる事もあるという……。つまり、スミスの旦那は俺おれとシャフトの為ために、神への捧げ物である日本刀を手に入れようとしてくれているのか！　こんな嬉うれしい話があるか！」

「つーか、あそこにいるのは昨日きのうフィーロのカジノにいた奴やつだな」

　食堂から覗のぞいていたラッドとグラハムがそんな会話を続けているが、廊ろう下かの陰に隠かくれているネイダーには内部の様よう子すを確かく認にんする事ができなかった。

　すると、食堂をちらりと覗いたロイが、ネイダーの所に来て囁ささやいた。

「ありゃ、ラックさんだ。ラック・ガンドール」

「……誰だれだ？」

「この宿しゆく泊はく施設の出しゆつ資し者しやの一人さ。表おもて向むきはジャズホール経営者だけど、ガンドール・ファミリーっていう小さな組織のボスだよ。いや、俺おれの彼女が、そのジャズホールで働いててさ。何度か世せ話わになった事がある。そこまで極ごく悪あく人にんじゃない……と思いたいけど、マフィアはマフィアだからねえ」

「また別の組織か……」

　──一体なんなんだ、次から次へと！

　心の中で悲鳴を上げるネイダーを余よ所そに、食堂内ないではラックと呼ばれた男が冷静な調子で言葉を紡つむぎ続ける。




「マリアさん」

　ラックの言葉に、日本刀とう娘むすめがやはり振り向かぬまま答えた。

「何？　アミーゴ。こいつの何ど処こを斬きって欲しい？」

「そちらの方を弱よわ虫むしと言った事を、取り消して謝しや罪ざいして下さい」

「え？　だって……」

「だって、じゃありません」

　子供を叱しかるような言葉だったが、その声の奥には、それこそ刃やいばさながらの鋭い圧力が込められている。

　マリアはムスリと頰ほおを膨ふくらませた後、日本刀を引きながら頭を下げた。

「むー……。悪かったよ、ごめんなさいアミーゴ。貴方あなたは弱虫なんかじゃありませんでしたー」

「貴き様さま……そんな適当な謝あやまり方で俺おれの狂きよう気きが鎮しずまるとでも……」

　文もん句くを言いかけたスミスだが、横から弟で子しの少年に『ここは師し匠しようも度ど量りようを見せて引くべきですよ』と囁ささやかれ、渋しぶ々しぶ銃じゆう口こうを下におろす。

　彼らの横では一人の老ろう人じんが酒を呷あおっており、騒さわぎに動じた様よう子すもなく酒の臭においを振りまいていた。

　そんなカオスな空間の中で、ラックは泰たい然ぜん自じ若じやくたる態度で口を開く。

　対たい象しようは、スミスだけではなく──酒さけ臭くささに満ちた老人に対してもだった。

「Ｍｒ．スミスにＭｒ．アルキンス。お二人に、折り入って仕事の話があります」

　ラックの放った整せい然ぜんたる声に、スミスは眉まゆを顰ひそめ、アルキンスと呼ばれた老人は、酒さか瓶びんを口につけたまま目だけを薄く開け広げる。

　そして、ラックは簡かん潔けつに語り始めた。

　２月の半なかばに開かれる『ラーズランス』でのカジノ開かい帳ちよう式。

　ルノラータ・ファミリーが裏で動いているという事実。

　詳しよう細さいは伏せたものの、そこで何か荒あら事ごとが起こる可能性があり、組織とは別に、身み軽がるに動ける人間を数人雇やとい入れたいという事。

　一通り語り終えた時点で、疑問の声が上がる。

「……腑ふに落ちんな。それこそ、数かず合あわせにそのあたりのチンピラでも雇えばええじゃろう」

　酒臭い息と共に正せい論ろんを吐はくアルキンスだが、ラックは静かに首を振った。

「普通のマフィア同どう士しの抗こう争そうなら、それもありでしょう。いえ……その場合なら我々のファミリーだけで十分です」

「ほ、言うのう」

「ですが……状況は少々特とく殊しゆです。貴方達二人に声を掛けたのは、それが理由なのですが……」

　そこでラックは一いつ旦たん言葉を止め、スミスの横にいる少年に目を向ける。

　視線の意味を察したのか、スミスが少年について説明した。

「こいつは俺おれの一番弟で子し……いずれ俺の狂きよう気きを全て受け継ぎし存在だ。何を聞かれても問題はない。もしもこいつを信じないなら、それは俺を信用しないのと同じ事だ」

「……まあ、いいでしょう。一般人じんが信じられる話でもありませんから」

　スミスの言葉よりも、寧むしろ少年の目を見て判はん断だんし、ラックはそのまま語り続ける。

「……今回の件は、不ふ死し者しや絡がらみの可能性があります」

　そこで、少年がピクリと反応した。

　ラックにとっては少し予想外がいの反応だ。

　彼は、少年がかつてガンドール・ファミリーに乗り込んできて、セラードの残した『できそこないの不死の酒』を叩たたき割ったという事実を知らない。事件そのものは当とう然ぜん報告を受けて知っているが、直接の面めん識しきが無い為ため、目の前の少年と結びついてはいなかった。

　気にはなったものの、ラックはポーカーフェイスで言葉を紡つむぐ。

「……これは可能性に過ぎませんが……テロリストのヒューイ・ラフォレットが絡んでくる可能性もあります」

　フィーロから聞いていた情報を元に呟つぶやいた言葉だが、それに反応したのは、食堂を覗のぞいている野や次じ馬うま達だった。




「……ヒューイ・ラフォレットだと？」

　ギチリ、と、ネイダーの背骨が歪ゆがむ。

　──そのカジノパーティーだかなんだかに……ヒューイの組織が絡むってのか？

　──それか……？

　──俺の感じてた妙みような胸むな騒さわぎの正しよう体たいは……それなのか？




「……ヒューイ・ラフォレットだと？」

　ギリ、と、ラッドは奥おく歯ばを軋きしませる。

　──まさか、こんなとこでも名前が聞けるとは思わなかったぜ。

　──カジノねぇ……確か、あの赤あか毛げ野や郎ろうとメルヴィとかいう野郎も来るんだよな。

　──そりゃつまり、上う手まくいきゃ三人纏まとめてぶち殺せるって事じゃねえか！




「待て、それ以前に、俺達がガンドールの仕事を受けると思っているのか？」

「儂わしは酒さか代だいさえ貰もらえりゃ構わん。『葡萄酒ヴイーノ』の奴やつとやり合う機き会かいは、またにしておこう」

「くっ……少しは同どう調ちようしろ爺じじい」

　スミスとアルキンスの会話を聞いて、ラックは『葡萄酒ヴイーノ』が敵に回っている事はまだ伏せようと思いつつ、溜ため息いきを吐いてから言葉を続けた。

「確かに。かつて敵だった組織の仕事を受けるなど、正しよう気きの沙さ汰たではないでしょう。堅けん実じつに安あん寧ねいの日々を生きたいなら、こんな話を受ける殺し屋など居る筈はずがありません」

「……」

　ピクリ、とスミスの鼻がひくついた。

　横でそれを見ていた弟で子しの少年は『ああ、この仕事受うけるな、師し匠しよう』と確かく信しんしたが、敢あえて何も言わずに沈ちん黙もくする。

「だからこそ、スミスさんにお願いしに来たのですよ。貴方あなたは殺し屋という職業に関して、常じよう識しきを超えた美び学がくをお持ちだと伺うかがっています。私は貴方という個人ではなく、その狂きよう気きじみた仕事への信しん念ねんに対して敬けい意いを払いに来たと思って頂いただければ結けつ構こうです」

「ほ、ほほう……」

　素そっ気けない返事をしようとするが、スミスの口くち元もとは嬉うれしそうにニヤつきかけていた。

　歪ゆがみかける口くち元もとを銃じゆうを持ったままの手で押さえながら、スミスが答える。

「なるほど。貴き様さまは中々見み所どころがあるようだ。ただ、噂うわさに聞き想そう像ぞうするだけでは不十分だ。俺おれの仕事を目にした時、お前自じ身しんが本当の狂気に取り込まれ……ぐおっ!?」

　と、その途と中ちゆうで背後から蹴けりを入れられ、前につんのめるスミス。

「うおお……糞くそ、何者だ！」

　怒りを露あらわにしながら背後を振り返ると──そこには、凶きよう悪あくな笑えみを浮かべたラッドが立っていた。

「なっ……ラッド!?　貴様、何な故ぜここに!?」

「ったく、相変わらずムカツク言い回ししてやがんな。どうせ自分だけは特別で永えい遠えんに生きられるとでも思ってやがんだろ」

　ラッドは親おや指ゆびでクイ、と背後にいるグラハムを差しながら、スミスに露ろ骨こつな殺さつ気きを向ける。

「手前てめえがグラハム坊ぼうやに慕したわれてて命いのち拾びろいしたなぁ？　あぁ？」

「面白い……拾わせた命に殺される道どう化けになってみるか？」

　スミスはゆっくりと銃じゆう口こうを持ち上げるが、ラッドはそんなスミスを無む視ししてラックに顔を向けた。

「話は盗ぬすみ聞きさせて貰もらったぜ。腕の立つ奴やつを探してんだってなぁ？」

「貴方は……」

　ラックは当然、ラッドのことを知っていた。

　フィーロの知ち人じんという事を抜きにしても、昨さく晩ばんのカジノでの暴あばれっぷりを見て忘れられる筈も無い。

「俺も、仕事を探しててな。少しは役に立つと思うぜ？　お前フィーロの友達だろ？　知り合い価か格かくだ。報ほう酬しゆうはスミスの馬ば鹿かの半はん額がくでいいぜ」

「……」

　ラックは、暫しばし沈ちん黙もくした。

　毒どくを喰らわば皿まで。

　そう思って、ここまでかつての敵をスカウトに来たのだが──

　まさか、この男がいるとは思わなかった。

　昨日きのうの騒ぎだけを見ても、十分に解わかる。

　この男は強い、だが、危険でもある。

　毒どく皿ざらを載のせていたテーブルまで胃いに叩たたき込むようなものだ。

　だが、更さらに数秒熟じゆく慮りよした後、ある種の覚かく悟ごを決め、ラックは言葉を切り出す。

「……暴あばれ馬だと判はん断だんすれば、こちらも蹴けり殺される覚かく悟ごで処しよ分ぶんしにかかる事をお忘れ無く」

「……はっ！　いいねぇ！　そういう死ぬのを覚悟した目、大好きだぜ？」

　ラッドの言葉を聞いて、ラックは心の中に苦く笑しようを浮かべる。

　──決死の覚悟？　不ふ死し者しやになった私が？

　──失ったと思っていたものだが……この男が読み違えているとも思えない。

　──つい数すう時間前まえに奴やつの『右手』で殺されかけたからな。昔の感覚が少しは戻ったか。

　そんな事を考えながら、ラックは大きく息を吸い込み、ラッドを含めた殺し屋達に告げた。

「とりあえず皆さん、ガンドールの事務所まで来ていただきましょうか」




「そこに足を踏み入れた瞬しゆん間かんから、もう引き返せないという事だけはお忘れ無く」





⇔






夕方　ミリオネア・ロウ　ジェノーアド家け別べつ荘そう




「それにしても……マルティージョ・ファミリーへの上じよう納のう金きんはいいとして、当面の生活費ひをどうするかが問題よね……」

　ニースの言葉に、ジャグジーが自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑いながら答えた。

「しょうがないよ。心は痛むけどこのワインを買ってくれる人を探してみよう」

　そう言ったジャグジーが手に持っているのは、先日イブ・ジェノアードが贈ってくれた高級ワインだ。

　もらい物を売るというのは気が引けるが、背に腹は替えられない。

　ジャグジーは箱から一本ワインを取り出し、腕で抱えこみながら玄げん関かんに向かう。

「せっかく縁えんもできたんだし、マルティージョさんがやってるレストランで買ってくれないか聞いてくるよ」

「今度は私も行くわ。どんなお店か見ておきたいし……」

　そんな会話を紡つむぎながら、二人で玄げん関かんまで降り立った時──

　呼び鈴りんが鳴り響ひびき、外から聞き慣なれた声が響いてくる。

「あのう、どなたかいらっしゃいますか？」

　聞き覚えのある声に二人は顔を見合わせ──ジャグジーは、扉とびらが開く前に慌あわててワインを花か瓶びんの陰に隠かくし置いた。

　思わず挙きよ動どう不ふ審しんになるジャグジーを余よ所そに、落ち着き払ったニースが玄関の扉を開け放つ。

　するとそこには、可愛かわいらしい声に似に合あう、可か憐れんな少女が立っていた。

　扉の外には門もん前ぜんに停まる車があり、その横で執しつ事じ姿すがたの老ろう人じんと、ふくよかな黒こく人じんの家か政せい婦ふが立っている姿も見える。

「あっ、お久しぶりです、ジャグジーさん、ニースさん。あの、先日お送りしたワイン、ご迷めい惑わくでは無かったでしょうか？」

「い、いえっ！　とんでもございませんないです！　ハイ！」

　緊きん張ちようと罪ざい悪あく感かんが入り交じり、目を泳がせながら声を震わせるジャグジーを余よ所そに、ニースが少女に向かって恭うやうやしく挨あい拶さつをして見せる。

「お久しぶりです。イブ御お嬢じよう様さま。いつも御ご贔ひい屓き頂いただきまして感謝しております」

「あはは、堅かた苦くるしい挨拶はやめて下さい、ニースさん」

　微笑ほほえむ少女は、ジャグジー達とは違い、このミリオネア・ロウという高こう級きゆう住宅地がよく似合う雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

　彼女はイブ・ジェノアード。

　この別荘の正当な持ち主であり、管理と引き替えにジャグジー達に寝ね泊とまりを許している『雇やとい主ぬし』でもある。

　本来ここは彼女の別べつ荘そうであるとはいえ、突然の来訪に慌てたジャグジーだったが、少女の微笑みが僅わずかに曇っている事に気付き、恐おそる恐る尋たずねかけた。

「あ、あの……どうかしたんですか？」

　するとイブは、少しだけ周りを気にしながら、ジャグジー達に対して逆に問いかける。

「あの……つかぬ事をお伺いしますが、ダラス兄にいさんが、こちらに来てはいないでしょうか？」

　その言葉に、ジャグジーとニースは改めて顔を見合わせた。

　イブの推すい測そく通り──

　ほんの数すう時間前まえまで、ダラスはこの別荘に居たのだから。




　──「お前ら、俺おれに投とう資ししろよ。もしも俺がカジノで勝ったら、一割増ましで返してやるぜ」

　突然現あらわれて、横おう暴ぼうな事を言い放つ屋や敷しきの持ち主。

　もっとも、ジャグジー達からすれば屋敷の持ち主はイブなので、ダラスは『厄やつ介かいな人』という扱いだった。

　不ふ良りよう少年達が揃そろって金きん欠けつだと告げると、彼は途と端たんに不ふ機き嫌げんとなり、

　──「何ぃ!?　無む一いち文もんだぁ？　けっ！　使えねえ連れん中ちゆうだぜ！」

　──「ったく、貧びん乏ぼう人にんの面つらぁ見てるとこっちのツキまで落ちらぁ。あばよ！」

　そう悪あく態たいをついて、彼は別べつ荘そうの中から時計や食器など、高く売れそうな物をいくつか手にして出て行った。




　包つつみ隠かくさずその事実を告げると、イブは大きな溜ため息いきをついた。

「あのう……兄にいさんがご迷めい惑わくをおかけして、本当に申もうし訳わけありません……」

「あ、いえいえ！　いいんですよ、慣なれてますから！」

「ジャグジー！」

　ニースに小こ声ごえで窘たしなめられ、ジャグジーはハッと気付く。

「あっ！　いえ、その、ちちち、違うんです！　別にいつも迷惑かけられっぱなしとかじゃなくて……」

「いいんです。兄が色々な人に迷惑を掛けているのは知っていますから……。何度も止めるようにお願いしているんですけど……」

　ゲスではあるが妹思おもいのダラスの事だ。恐らくは彼女の前でだけ改心したフリをして彼女を騙だましているのだろう。

　ジャグジーはそう思ったものの、口には出さずに単純な疑問だけを口にした。

「でも、どうしてダラスさんもカジノパーティーに？」

「も？」

「あ、いえ、言葉のあやです、気にしないで下さい」

　自分達もそのカジノの開かい帳ちようイベントに行くとは言わない方がいいだろう。ただでさえ心配性しようなイブを、余よ計けいなトラブルに巻き込んでしまう事になりかねない。

　ジャグジーは適当に誤ご魔ま化かしつつ、話の続きを促うながした。

　どうやらイブの話によると、他の富ふ豪ごう達たち──特にルノラータ・ファミリーと関わりを持つ者達に、『招しよう待たい状じよう』が配られたらしい。一族に一枚ではなく、個人ごとに一枚ずつという大おお盤ばん振ぶる舞まいだったという事である。

「私の父と一番上うえの兄を殺したのはルノラータ・ファミリーの人間なのに……そんな私達に招待状を送るなんて……思わず怒りがこみ上げて来ました。うちに届いたのは私とダラス兄にいさんの分の二通だけです。彼らはジェノアード一族に私達兄弟きようだい二人しかいないと知っていて、それでもなお招待状など送りつけて来たんです」

「それは……酷ひどい話だね」

「私は憤いきどおりを覚えたのですが、兄さんは何な故ぜか乗り気で……。『カジノのオープンは常じよう連れん客きやくを摑つかむ為ために当たりを出やすくするんだ』と言って、家にある現金を殆ほとんど持ち出して家を出てしまったのです……」

「うわあ……」

　話を聞いていたジャグジーとニースは揃そろって『相変わらず物もの凄すごいゲスな人だ』と思ったものの、流石さすがにそこまでは口にしなかった。




　その後、ダラスを見かけたら必ず連れん絡らくすると約束し、イブを見送るジャグジー一いち味み。

　彼らは互いに顔を見合わせ、暫しばし沈ちん黙もくを続けていた。

　すると、沈黙に耐えきれなくなったニックが恐おそる恐る告げる。

「あのよ……てことは、ダラスさんも当日、来るんだよな？」

　彼の言葉を皮切りに、不ふ良りよう少年達が互いに囁ささやき始める。

「……鉢はち合あわせしたら、どうする？　金出ださなかったくせに遊んでたらドヤされるぞ」

「金はマルティージョの人に借りたって言えばいいだろ」

「ウア、ダラス、マルティージョのフィーロ大だい嫌きらい、いつか殺す、言ってた」

「おいおい、俺おれら、フィーロの手伝いってバレたらどうなんだよ」

「ナイフで刺してくるかもな」

「そんときゃ返り討うちよ」

「でもあの人、確かなんか死なない身体からだなんだろ？」

「大だい丈じよう夫ぶですよー。その時はどこかに生きたまま埋めちゃえばいいんですよー」

「メロディって時々怖こわいこと言うよな……」

「埋めたらイブちゃんが泣くだろ」

「代わりに俺がイブちゃんの兄あに貴きになるから大丈夫だ」

「黙だまれ」「死ね」「消えろ」「去れ」

「ヒャッハァ？」「ひゃっはぁ！」

　仲間達はいつも通りのノリになったのだが、ジャグジーはいつも以上に疲れた顔をしながら、ニースにだけそっと弱よわ音ねを吐き出した。

「……ゴメン、ニース。またなんか厄やつ介かい事が増えたみたい」

「安心して、ジャグジー。いざとなれば、厄介事なんて私が全部吹ふき飛ばしてあげるから」

　ニースはそう言ってウインクしたが、眼がん帯たいをしているので結果的に目を瞑つむって微笑ほほえんだように見える。

「……いや、逆に安心できないんだけど……とりあえずありがと、ニース」

　過去に何度も同じようなやり取りをしてきたが、だからこそ、ジャグジーにはその『いつも通り』が嬉うれしかった。

　せめて、夜に仲間達と共に居る間だけは平へい穏おんでありたい。

　そんなジャグジーのささやかな願いは──

　僅わずか数分後、けたたましく鳴る呼び鈴りんの音によって打ち砕くだかれた。




「ただいま」

　玄げん関かんの扉とびらを開けると、そこにはレイルが立っていた。

　それだけなら何の問題もなかったのだが、背後に立つ男が大だい問題だった。

「やあ、一日ぶりだねぇ！　元気にしてたかい刺青いれずみ君！　いいねぇ、君のその刺青、親から貰もらった身体からだへの反はん抗こうって感じで自然の敵てき感かん丸まる出だしだよ！　面白くなってきたよ！」

　クリストファーのテンションについて行けず、ギギギと首をレイルの方に向けるジャグジー。

「ああ、行く所がないらしいから、泊とめてあげてよ。同じ仕事するんだから、打ち合わせしやすくなっていいんじゃない？」

　気き軽がるに言うレイルの言葉を聞き、ジャグジーは寧むしろ自分がどこかに吹き飛びたくなった。

　ただ、彼にとって唯ゆい一いつの救いだったのは──

「突然押しかける形となってしまい、本当に申もうし訳わけありません」

　と、クリストファーの後ろから現れたリカルドが口にした、次の一ひと言ことだった。




「家や賃ちん代わりに、この家に住む皆さんの食費ぐらいは納めさせて下さい」





⇔






夜　ルノラータ別べつ荘そう地ち前まえ




「さーて、今日きようも仕事終おわりっと」

　メルヴィをルノラータの別荘に送り届けた後、クレアは同じ敷しき地ち内にいたヒューイと夜までシャーネについて言葉を交わし、そのまま門の前へと出て来ていた。

　どうやら、ヒューイはルノラータの人間と会議する為ためにここに来ていたらしい。

　──テロリストのヒューイ義と父うさんと、ルノラータ・ファミリーねえ。

　──どういう取り合わせなんだか気になるが、まあ、後でシャーネにゆっくり聞こう。

　シャーネは個別に何かの仕事をしているらしく、ヒューイと会ってからはまだ再会していない。先ほどヒューイから聞いた話では、クレアの話を切り出す度たびに表情が二に転てん三さん転てんして面白かった、との事だ。

　──ああ、今すぐにでも探し出して会いたい所だ。

　──親父おやじさんに『娘むすめさんと結婚するつもりです』ってちゃんと報告したって言わないとな。

　──まあ、その為ためにも、あの糞くそ野や郎ろうを期日まではしっかり護ご衛えいしないとな。

　そんな事を考えながら、塀へいの外がい周しゆうを確かく認にんしてから帰る事にする。

　時間外がいなのだが、軽いサービスのつもりで不ふ審しん者しやがいないかだけ見ようとしたのだ。

　もっとも、ルノラータ・ファミリーの別べつ荘そうと知って近づく命いのち知しらずはそうそういないだろう。

　クレアはそう考えていたのだが、自分の予想はあっさりと裏うら切ぎられる結果となった。




　裏うら手ての細い路ろ地じに来た所で、近くにあったゴミや石を積み上げ、何とか塀を乗り越えようとしている女の姿すがたを見つけたからだ。

「うわあ」

　思わず、喉のどの奥から声が出た。

　まさかあんな露ろ骨こつに怪あやしい真ま似ねをしている者がいるとは思わなかったと、半分呆あきれつつ女に近づいて行く。

　スタイルのいい女性で、キッチリとした格かつ好こうをしているが、とても屋や敷しきの関係者しやとは思えない。門もん限げんを破ったルノラータ家の御ご令れい嬢じよう、という歳としでも無さそうだ。

「あー、そこのお姉ねえさん？」

　まさかメルヴィを狙ねらう刺し客かくとは思えなかったが、怪しい人物には違いない。

「ここは怖こわいマフィア屋さんの別荘ですよ。何か盗ぬすむつもりなら、未み発見の古こ代だい遺い跡せきとか沈ちん没ぼつ船せんとかにした方がいいぞ。何しろ通つう報ほうする奴やつがいない」

　不審者に対して的まと外はずれなアドバイスをするクレアだが──

「ええっ？　そうなんですか？　いえ、泥どろ棒ぼうするつもりじゃないんですよう？　ただ、探してる人がこの中にいるみたいで……」

　さして焦あせる様よう子すもなく振り返った女の顔を見て、動きを止めた。

「ん？」

「はい？」

　きょとんとする女の顔を、月と遠くにある街灯の明かりだけを頼りに観察し──

「その耳の形と鼻筋の流れ……」

「え？」

「もしかして、シャーネのお姉ねえさんですか！」

　少しでも事情を知っている者ならば耳を疑うような、突とつ拍ぴよう子しもない事を口にした。

「えっ。シャーネって、シャーネ・ラフォレットさんですか？」

「はい」

　そんな男に対し、女もやはりマイペースで答える。




「ええと、関係性せいで言うなら、私はあの子の姉じゃなくて、母親という事になりますけど……」




「お母かあさんでしたか！　いや、お若いですね！」

　唐とう突とつ過ぎる邂かい逅こうに対して、クレアはヒューイの時と全く同じように応おう対たいした。

「初めまして、フェリックス・ウォーケンです。お会い出来て光こう栄えいです」

「はあ。私はルネといいます」

　何な故ぜ突然この人は自己紹しよう介かいをするのだろう、とばかりに首を傾かしげる女の手を取り、クレアは感謝の言葉を述べた。

「いやあ……ありがとうございます。シャーネを俺おれの世界に生んでくれて、本当にありがとうございます！」

「えええ？」

「娘むすめさんと交際させて頂いただいているので、どうぞよろしく。正直、結婚を考えています」

　シャーネとヒューイならば雰ふん囲い気きは似ているが、目の前の女性と似ている部分は少ない。それでも、僅わずかな遺い伝でん性せいの相そう似じを見み抜ぬいたのは、彼の類たぐい希まれなる観かん察さつ眼がんの賜たま物ものか、それともシャーネへの愛あい故ゆえなのかは解わからない。

　ただ一つ確かなのは、クレアはあまりにも異い質しつであるという事。

　しかし、そんな『異常な人類』を前にしても、ルネは驚きの表情一つ見せず、興きよう味み深ぶかげに観察の目を向けるだけだった。

　珍めずらしいキノコを見るような目でクレアを眺ながめていたルネだが、ふと、ある事に気付いて声を上げる。

「あれ？　あの、ええと……シャーネさんと結婚するっていう事は、一いつ緒しよに暮らすんですか？」

「もちろんです。海の見える場所に一いつ軒けん家やを建てようと思っています」

「じゃあ、ずっと一緒って事ですよねえ」

「死が二人を別つまで……いや、死んだ後も一緒にいる予定です」

　冗じよう談だんでもなんでもなく、本気でそう断だん言げんする男に、やはりルネは困ったように口を開いた。

「うーん。おかしいですねえ。ヒューイさん。一人は私にくれるって言ってたのになあ。じゃあ、もう一人作った方なんですかね？」

「？」

「私は、シャーネさんをここに引き取りに来たのが目的の一つだったんですけど……ええと、フェリックスさんでしたっけ？　シャーネさんと結婚するって、ヒューイ・ラフォレットさんは知ってるんですか？」

「ええ」

　クレアは力強く頷うなずき、ヒューイとの『契けい約やく』について口にする。

「私がお義と父うさん……ヒューイさんのとある仕事を手伝えば、シャーネとの結婚を笑顔と共に認めてくれると」

「あれれ、そうなんですか……うーん。困りましたねえ……ヒューイさんったら勝かつ手てに……。じゃあやっぱりもう一人の方を……」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやく彼女を見て、クレアは考えた。

　──なるほど、どっちが娘むすめを育てるかで揉もめてるんだな。

　──離り婚こんでもしたのかな。シャーネならもう独り立ちしてるのに。

　と、常じよう識しき的ではあるが、極めて的まと外はずれな推すい測そくを。

　──そういやシャーネからは父親の話はよく聞くけど、母親の話は聞いた事がないな。

　どうやら複雑な家庭環かん境きようらしいとは思ったが、当然ながら、そんな事でシャーネへの想おもいが変わる事はない。

　すると、暫しばらく困った表情で悩んでいた女が、クレアに尋たずねかけた。

「じゃあ、こうしましょう。ヒューイさんのお仕事の間でいいですから、私のお仕事のお手伝いもしてくれませんか？　そうすれば、残念ですけど、シャーネさんは貴方あなたにお譲ゆずりします」

　娘を露ろ骨こつに物もの扱あつかいしているのが気になったが、腹を痛めた子なら自分の一部という感覚なのかもしれない。

　ひっかかりはしたが、人の心に関する常じよう識しきが無いクレアはそう考えて納なつ得とくすると、愛する女の母親に対して、自信満まん々まんに言い放った。




「任せて下さい。俺おれに不ふ可能はありませんから」





⇔






夜　ニュージャージー州某ぼう所しよ　ジェノアード邸てい




「ダラス兄にいさん……」

　家に戻ったイブは、一人兄を心配し続けていた。

　彼が家を空あけるのはしょっちゅうだが、今回は家族を殺したルノラータ・ファミリーが関わっているのだ。

　死なない身体からだであるとはいえ、以前のようにドラム缶かんに詰められて川かわ底ぞこに沈められた日には、もう二度と見つける事はできないかもしれない。

　一番確かく実じつなのは、自分の招しよう待たい状じようを持ち、会場に直接出で向むいて兄を見つける事だ。

　しかし、家の現金を殆ほとんど持っていってしまった兄のせいで、参加費ひすら払えないかもしれない。招待状を持っている身とはいえ、最さい低てい限げんのカジノチップも買えないようでは追い出されてしまうかもしれない。

　それ以前に、カジノのイロハすら知らない自分が、上う手まく会場の中で兄を探す事などできるのだろうか？

　招しよう待たい状じようで同どう伴はん者しやは認められているものの、イブにはカジノに詳しい人間の心こころ当あたりなどは無かった。

　正確には一人だけいるのだが、とても誘える相手ではない。

　ラック・ガンドール。

　彼ならばカジノにも明るいし、ダラスを探す事は容よう易いだろう。

　しかし、ダラスは彼に対して決して許されない事をしているのだ。

　とても協力してくれるとは思えないという事もあるが、ここでラックに協力を仰ぐ程ほど、イブは恥はじ知しらずでも残ざん酷こくでもない。

　せめて助言だけでも貰もらえぬものかと思ったが、そんな図ずう々ずうしい真ま似ねもできなかった。

　──そもそも、ダラス兄にいさん……ガンドールの人達に遭あったらどうするつもりなんだろう。

　──マフィアの人達の会合だから、来る可能性もあるのに……。

　イブは、ルノラータとガンドールが一時期抗こう争そう状態だったという事を身をもって知っている為ため、流石さすがにガンドールが来る事はないだろうと予想している。

　しかし、世の中に絶対などという物がない事も彼女は知っていた。

　何しろ、『人は絶対に死ぬ』という常じよう識しきすら、数年前まえに覆くつがえされてしまったのだから。

　かといって、どんなトラブルが起こっても全ては兄の自じ業ごう自じ得とくだと割り切れる程、イブは強くも弱くもない。

　自分に一いつ体たい何ができるのだろうか。

　藁わらにでも縋すがりたい。

　そう思っていた所で、執しつ事じのベンヤミンが部屋のドアをノックした。

「御お嬢じよう様さま、妙みような男が、御嬢様に話があると……」

「私に、ですか？」

「ルノラータのカジノに関する事だとおっしゃってますが……お引き取り願いましょうか？」

「！　いえ、話だけなら伺うかがうとお伝え下さい！」




　寝ね間ま着きからすぐに着替えて客きやく間まに降りていくと、そこには高そうなスーツを身に纏まとった男が、スーツケースを横に置いてソファに座って居た。

「これはこれは、初めまして。ジェノアード家の若き当とう主しゆにお会い出来て幸いです」

「いえ、私は……そんな器うつわではありません」

　当主の座など、自分には似に合あわない。すぐにでも兄のダラスに譲ゆずる予定だったのだが、ダラスは没ぼつ落らくした家の当主の座など面めん倒どうなだけだと、のらりくらりと拒きよ否ひし続けている。

　それは実はダラスなりの『イブにいい思いをさせてやりたい』という妹への優しさなのだが、完全に逆ぎやく効果になっていた。

　兄の余よ計けいな気き遣づかいを知らぬイブとしては、純じゆん粋すいに自分には向いていないと思って答えたのだが、客きやく人じんの男は首を振って言葉を紡つむぐ。

「いえ、貴女あなたには当とう主しゆとしての気き品ひんがあります。本来なら……間違っても、ルノラータのようなマフィアが経営するカジノに入るような女性ではない」

「……御ご存ぞん知じなんですか、招しよう待たい状じようの事」

「この近きん辺ぺんの富ふ豪ごうなら届いているかと思いまして……。ジェノアード家を選んで訪ねたのはたまたま……と言いたい所ですが、貴女のような人ならば、私のような『プロ』との縁えんはないと思いましてね」

「……プロ？」

　一体なんのプロだというのか、首を傾かしげるイブに客人は答えた。

「それはもちろん、ギャンブルのですよ。早い話が、専せん属ぞくのギャンブラーです」

「専属の……ギャンブラー？」

「聞いた事がないのは当然です。貴女はこれまでカジノなどに縁えんはなかったでしょうからね。遊び慣れた富豪は、カジノで効こう率りつ良く勝つ、もしくはよりギャンブルを楽しむ為ために、私のような人間を雇やとい入れるわけです」

　客人はタキシードのポケットからトランプの束たばを取り出し、箱から空あけて綺き麗れいにシャッフルして見せた。

　カードを左手に持ち、手の中で歪ゆがませながら勢い良く『射しや出しゆつ』する。

　俗ぞくにマシンガンシャッフルと呼ばれる混ぜ方の一種で、トランプを傷めやすいので本来ならば嫌きらわれるやり方だ。

　だが、トランプを遊びぐらいでしか触った事の無いイブの目には、その派は手でなシャッフルは魔ま法ほうのように映り込む。

　驚いている彼女に、別の種類の派手なシャッフルを見せながら客人は言った。

「……貴女のような人には、私のようなプロは必要無ないとお思いでしょう。カジノに行くつもりもないかもしれません。ですが、今日きようは私の腕を買ってくれと言いに来たのではありません」

　そこで客人はシャッフルを止め、スーツケースをテーブルの上に置いた。

「ルノラータの開かい催さいする最大級きゆうのカジノ……様々なディーラーが集まります。もちろん、私の同どう業ぎよう者しや達たちも……。私はただ、そこで自分の実力を試したいんです！」

　声に力を込めつつスーツケースの蓋ふたを開けると、そこには札さつ束たばが詰まっていた。

「当日のカジノチップ代も私が出します。もしも勝つ事ができれば、儲もうかった分は全て差し上げます。負ければそれまでですが……お願いです。貴女の招待状の『同どう伴はん者しや』として、私をそのパーティーに参加させてはもらえないでしょうか」

　客人はスーツケースから札束を一つ取り出し、イブの前に差し出し、告げる。

「申もうし遅れました。私の名はネイダー・シャズクールです。この一ひと束たばで、どうか私に貴女をカジノでエスコートする権けん利りを売って頂いただきたいのです」




　言ってから、ネイダーは背中に嫌いやな汗あせを搔かくのを感じ取った。

　──馬ば鹿かか俺おれは。

　──ギャンブルのプロって、ガキでも信じねえぞこんなの。

　──何が『この金で貴女あなたをエスコートする権けん利りを売って頂いただきたい』だ。

　──売ばい春しゆん婦ふ口く説どいてるんじゃねえんだぞ。

　内ない心しんで自分自身を罵ののしり続けるも、表情と態度には一切出ださない。

　宿泊施し設せつでコソコソしていた筈はずの彼が、何な故ぜこんな場所にいるのか。

　それは、ひとえに彼の『臆おく病びようさ』が招いた結果だった。





⇔






５時間前まえ　宿泊施設　一階




　ラッド達が去って、静かになった宿泊施設。

「やれやれ、なんだったんだ全く」

　嵐あらしが去った事を安あん堵どするロイだが、ネイダーはカクカクと震えていた。

　──なんだよ……本当に何が起こってんだ。

　──これは……本当にどういう『流れ』なんだ？

　──俺に……有利な目はあるのか？　ヒューイの組織を潰つぶすチャンスなんてあるのか？

　──『流れ』を……『流れ』を確かめねえと。

　流れを確かめる。

　妙みような物もの言いいだったが、種たね明あかしをしてしまえば、それは単に『逃げる理由探さがし』に過ぎない。

　ネイダーが何か重要な決けつ断だんから逃げる時によく使う手口だ。

　もしもサイコロで１の目が出たら、自分の運は向いているから大きな賭かけに出よう。

　それは一見前まえ向むきだが、六分の五の確かく率りつで外れる計算だ。

　つまりは、六分の五の確率で『ああ、外れたからしょうがない』と言って諦あきらめる口こう実じつを作る事ができる。たまたま六分の一の確率が出たとしても、今度は別の理由を探す。『もしも夜までに雨に降られなかったら』『もしもトランプの一人遊あそび、クロンダイクを三回連続で成功させたら』『もしもあそこにいる犬の傍そばに石を投げても吼ほえられなかったら』といったように、様々な事を賭けの対たい象しようとし、その賭けに外れたら『今日きようは日が悪い』といって諦めるのだ。

　今回の流れに乗って、ルノラータのカジノに乗り込み、ヒューイの組織を潰す。

　そして、幼おさな馴な染じみの前に堂どう々どうとヒーローとして凱がい旋せんする。

　馬鹿げた未来だと思ったが、それを頭から否定すれば、自分は幼馴染みにも過去の自分にも顔向けできなくなるだろう。

　この期ごに及んで顔かお向むけできる可能性せいがあると思っている自分がおこがましいとは思ったが、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな自分自じ身しんを納なつ得とくさせる為ために、とりあえず彼はチャレンジする事にした。

　諦あきらめやすいように、限り無く不ふ可能に近い目標を設せつ定ていしたのである。




　──『もしも招しよう待たい状じようを持っている金持ちを騙だましてルノラータのカジノパーティーに潜もぐり込めたら、命を賭かける事になっても最後まで突っ走る』という、あまりにも馬ば鹿かげた設定を。




　無む理りに決まっている。

　そもそも、東部の金持ちにコネなど無い。

　どんな金持ちがルノラータと繫つながっているか解わからない状態だし、この不ふ況きようで誰だれがこんな見ず知らずの男の話を聞くというのだ。

　本当に自分に有利な『流れ』が来ているなら、そんな困こん難なんも全て乗り越えて、何もかも上う手まくいく筈はずだ。

　今日きよう一日、ヒルトンから隠かくれながら金持ちを探し、駄だ目めだったら諦あきらめよう。

　そんな逃げ道を用意する自分は卑ひ怯きよう者だと思いつつも、ネイダーにそんな自分の性しよう分ぶんを覆くつがえす勇気はなかったのだ。

　ただし──

　彼は、気付いていなかった。

　自分がギリギリの所で踏みとどまっていると思っていたその『流れ』に、自分もとっくに吞み込まれていたのだという事を。

　恐らくは、ヒューイの元で『不ふ死し者しや』という存在を知ってしまった瞬しゆん間かんから。




「なあ、ロイ。あんた、ルノラータと関係ありそうな金持ちに心当たりなんてねえよな」

　元麻ジ薬ヤ中ン毒キ者ーの宿泊施し設せつ手伝いに金持ちの知り合いなどいないだろう。

　調査の気き楽らくな第一歩として尋たずねたのだが、ネイダーにとって意い外がいな答えが返ってきた。

「ん？　ああ……いるっちゃいるな」

「……は？」

「イブ・ジェノアードって言うんだけどな。あそこの家いえ柄がらはルノラータと色々と関わりが深くてさ」

「ま、まさか……家とか解わかったりしないよな？」

　恐おそる恐る尋ねるネイダーに、ロイは申もうし訳わけなさそうに首を振る。

「いやあ、流石さすがに家までは知らねえなあ。ニュージャージーのどっかってのは解るんだが」

「そうか、そうだよな」

　どこかホッとしながら、早そう々そうに話題を打ち切ろうとしたネイダーだったが──

　思わぬ伏兵が、彼らの話に割り込んできた。

「ジェノアードさんちか？　知ってるよ？　なあミリア」

　それは、フレッドが新しん入いりの物ぶつ資し運うん搬ぱん係ががりとしてロイ達に紹しよう介かいしていた、奇き妙みような二人組だった。

「うん、アイザック！　何回も下した調しらべしたから、バッチリ覚えてるよ！」





⇔






ジェノアード邸てい　客きやく間ま




　そして現在。

『下調べ』というミリアの言葉が気になったものの、あれよあれよという間に、こうして本ほん人にんの前に座ってしまっている。

　危険なので街に出たくないと言ったのだが、グラハムが『シャフトに車で送らせるよ』と言いだし、結局ここに辿たどりついてしまった。

　駄だ目め元もとで『ルノラータのカジノの事で話がある』と執しつ事じに言ったのだが、まさか本当に招しよう待たい状じようを受け取っているとは思わなかった。

　だが、偶ぐう然ぜんもここまでだ。

　こんな胡う散さん臭くさい話を信じる者はそうそういない。

　余よ程ほど金に困っているか、あるいは途と轍てつも無いマヌケだけだろう。

　何しろ、本来詐さ欺ぎを行う為ための手て順じゆんを全て無む視しし、殆ほとんど出たとこ勝負の出で任まかせを口にしただけなのだ。心理的誘ゆう導どうなど、せいぜいトランプのシャッフルで脅おどかした程てい度どである。

　あとは、イブに怪あやしい男め、何が目的だと激げつ昂こうされればそれで終わりだ。

　警察を呼ばれる前に潔いさぎよく退てつ散たいすればいい。

　軽い気持ちでそう考えていたのだが──




「……解わかりました、条件があります」

　イブからの返答は、想そう像ぞう以上に思いつめた、真剣な声こわ色いろだった。

「……へ？」

　思わず聞き返したネイダーに、イブは構わず『条件』を口にする。

「お金は要いりません。その代わり、私の兄にいさんを説せつ得とくして連れ戻すのを手伝って欲しいんです」




　この瞬しゆん間かん、ネイダーもやっと気が付いた。

　自分は既すでに、『流れ』どころの話ではない、巨きよ大だいな『渦うず』の中に足を踏み入れてしまっていたのだという事を。

　そして、確実に今、イブ・ジェノアードという少女が生み出した新たな『渦うず』に巻き込まれてしまったのだと。




　不ふ死し者しや達たちを取り巻く渦は、いよいよその流れを激しくする。

　マフィアやカモッラ、あるいは個人の生み出す大だい小しよう様さま々ざまな渦を取り込みながら。

　激げき流りゆうの底の暗くら闇やみに何があるのか、まだ誰だれも知らぬまま。




　そして、ネイダー・シャズクールはその暗闇に向かってただ沈み続ける。

　流れに逆らう事も、自分の手で小さな『渦』を作る事すらできずに──

　ただただ、深く冷たい闇の中へと沈み続けた。

　他の者達のように、自身の為ためになるささやかな欲望すら抱けぬまま。
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接続章　誰だれも責める者はいない







アメリカ東ひがし海岸某ぼう所しよ　港こう湾わん部




　時は、夕刻まで遡さかのぼる。

「おい、捜そう査さできねえ、ってのはどういう事だ」

　エドワードの見舞いを終えてから数時間後ご。

　ヴィクターは『昨日きのうＮＹを襲おそった水上機きが飛び去った方向』の調査を進めさせた結果、洋よう上じようのどこかを移動しながら本ほん拠きよ地ちとしている可能性を見出した。

　補ほ給きゆう路ろと思おぼしき港町をいくつか絞しぼり込み、船の出入りを確かく認にんさせた結果、ある港で、出港データや積み荷を秘ひ匿とくしている船が発見された。

　これは当たりに違いないと、ヴィクター自ら出しゆつ陣じんしたのだが──船を強きよう制せい捜査する許きよ可かが下りなかったのである。

　風が吹きすさぶ波は止と場ば。

　その事実を報告したビル・サリバンは、青あお筋すじを浮かべるヴィクターに対して頰ほおを搔かきながら言葉を紡つむぎだした。

「あー……その、外がい国こく籍せきの船でしてね。色々と問題がありまして」

「空くう砲ほうとはいえ、ＮＹの上で機き銃じゆうをぶっ放した馬ば鹿かどもがいるんだぞ、余よ所その船だからって遠えん慮りよしてる場合じゃねえだろ！」

「えー……それが、ただの外国籍の船、というわけではなく……。まあ、どのみち、我々の部ぶ署しよにも無む関係ではないので、慎しん重ちようにあたった方がいいと思いますよ」

「ああん？」

　訝いぶかしむヴィクターに、ビルは双そう眼がん鏡きようを手渡し、沖おき合あいの船を指さす。

「丁ちよう度ど、その船の一つが先せん刻こく出しゆつ航こうしまして、今は沖合に停てい泊はくしています。見ていただくのが手っ取り早いかと」

「回りくどい真ま似ねをするな。言葉で伝えた方が早いに決まってんだろ。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずとは言うが、百ひやつ見けんを一いち聞ぶんで解わからせるのがいい報告ってもんでな……」

　ブツブツと文もん句くを言いながらも、双眼鏡で沖合の船を見るヴィクター。

　その瞬しゆん間かん、彼は全身を強ばらせ──部ぶ下かへの文もん句くの代わりに、驚きの声が呻うめき漏もれる。




「噓うそだろ……」
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夜　レストラン『蜂の巣アルヴエアーレ』




「じゃあ、マイザーさんも襲おそわれたってんですか!?」

　発はつ煙ぽう騒さわぎについて警察で事情を聞かれていた為ため、夕方になってから店に顔を出したマイザー。

　彼から事の顚てん末まつを聞き、フィーロが驚きの声をあげた。

　そして、驚きはすぐに怒りへと変わり、メルヴィに対して怨えん嗟さの声を絞しぼり出す。

「畜ちく生しよう……舐なめやがって、あのメルヴィとかいう野や郎ろう……」

「まだ、彼が犯人と決まったわけではありませんよ」

「でも、あいつ以い外がい考えられないじゃないですか！」

「そうだとしても、証しよう拠こが無い内にがなり立てては相手の思う壺つぼですよ」

　自分自身が襲おそわれたというのに、冷静さを保っているマイザーを見て、フィーロは自分がまだまだヒヨッコだという事を思い知らされた。

　もっと自分の心をコントロールできるようにならなければと思い、冷静に今回の件の全ぜん貌ぼうを推すい察さつしようと試みる。




　だが、それは10分程ほど経けい過かした所で、強きよう制せい的に打ち切られる結果となった。

「フィーロ、あんたに電話だよ」

「俺おれに？」

　セーナから言われ、店の奥にある電話機きを取るフィーロ。

「はい、もしもし。フィーロ・プロシェンツォですけど」

　すると、電話から聞こえてきたのは、聞き覚えのある声だった。

『やあ、フィーロさん。お元気ですか』

「お前……メルヴィか!?」

『おや、声を覚えていて下さったんですね！　これは光こう栄えいの極きわみです。如何いかがです？　ヤグルマさんとマイザーさんもお元気ですか？』

　今日きよう襲しゆう撃げきされた二人の名前を告げるメルヴィ。あからさまな挑ちよう発はつだ。

　フィーロは激げつ昂こうしかけたが、ここで怒ど鳴なっては、マイザーの言う通り相手の思う壺つぼだと自じ制せいし、怒りを極きよく限げんまで押し固めた声で告げる。

「何も説明しなくていい。今から、どのあたりの海に沈みたいか考えておけ。一いつ緒しよにコンクリに詰めてもらいたい食い物もな」

『おや、私を喰い殺すとは言わないんですね』

「その価か値ちもねえ」

『それは困った。貴方あなたとの個人的な賭かけ……私が貴方の中のセラードの知識を望む以上、私が負けたら貴方に喰われるしかないかな、と思っていたのですが』

　クスクスと嗤わらい声を交えながら言ってくるメルヴィに怒りを沸ふつ々ふつと煮たたせ、フィーロが震えるような声で言い返した。

「なるほど。確かに、セラードの糞くそ野や郎ろうの知識とお前の脳のう味み噌そじゃ、釣つり合あいが取れるかもな」

『ええ。でも、それではあまり面白くないと思いましてね』

　メルヴィはそこまで言った後、僅わずかに間を空あけた後、妙みような事を言い出した。

『……フィーロ・プロシェンツォ。そろそろだと思うが……電話は切るなよ？』

「そろそろ？　なんの話だ？」

　フィーロが訝いぶかしげにそう尋たずねた瞬しゆん間かん──

　勢い良く店の扉とびらが開かれ、服をぼろぼろにしたチェスワフ・メイエルが駆かけ込んできた。

「チェス!?」

　思わず駆け出そうとしたが、受話器きから響ひびいた声が彼の足を引き留めた。

『電話を切るな！　そのままだ、そのままだぞ、フィーロ』

　慇いん懃ぎんな調子が消え去り、強い口く調ちようになるメルヴィ。

　だが、声の中には相変わらず不ふ快かいな笑えみのような物が感じられる。

　チェスがセーナやマイザーから何か声をかけられているが、真まっ先さきにフィーロの元に駆かけ寄り、言った。

「ごめん……本当にゴメン、フィーロお兄にいちゃん……」

「チェス……？　なんだよ、何があった!?」

　受話器きを耳に当てながら、フィーロはチェスに問いかける。

　メルヴィの言う事を無む視しして電話を切らなかったのは、チェスの姿すがたを見て、猛もう烈れつに嫌いやな予よ感かんに囚とらわれたからだ。

　そして、その予感は最さい悪あくの形で的てき中ちゆうする。




「部屋が急に爆ばく発はつして……エニスお姉ねえちゃんが……エニスお姉ちゃんが変な連れん中ちゆうに……っ！」




　刹せつ那な、フィーロの頭の中は真まっ白しろになった。

　完全なる空くう白はく。

　それは、ある意味で現実からの逃とう避ひかもしれなかった。

　一秒程てい度どの間だが、フィーロにはとても長い時間に感じられ──

　空白の時間は、受話器から響ひびく盛せい大だいな笑い声によって打ち切られた。

『ハハハハハハハハハハハハハハハ！　ハハハハハハハハハハ！　ビンゴ！　最高のタイミングで電話ができたようで何よりだよ！　フィーロ・プロシェンツォ！』

　もはや、昨日きのう会った時のような慇いん懃ぎんな態度は微み塵じんも無い。

　悪戯いたずらが成功した直後の子供のように、沈ちん黙もくするフィーロに高らかに口こう上じようを唱うたいあげる。

『さあ、賭かける物のバランスは整ったなぁ！　君が勝てば、エニスは無む傷きずで返してあげよう！　ただし、俺おれが勝ったら、お前の中のセラードの知識を全て貰もらう。どういう意味か解わかるな？　まあ、裏うら技わざとして適当なホムンクルスを作って、それに左手で知識を分け与えて私に差し出すって手もあるぞ？　セラードの知識を使えば簡単だろう？』

　勢いで副ふく次じ的な手を告げた後、鼻で笑いながら付け加える。

『ただし、カジノの開かい帳ちようまでに間に合えばの話だがな』

「おい……待て……」

　ようやく思し考こうが空白から現実に戻りかけたフィーロは、ただそれだけ絞しぼり出すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　しかし、そんなフィーロに対し、メルヴィは容よう赦しやなく言葉を叩たたきつける。

『安心するといい！　エニスを喰うつもりはない！　ただ……下へ手たな真ま似ねを……そうだな、例えば新聞社や警察に駆かけ込むような真似をすればどうなるか保ほ証しようはできないな。喰わなくても……いや、喰わないからこそ……痛みと恥ち辱じよくを永えい遠えんに与え続けられるからな。ハハハハハ！』

　下げ卑びた笑い。

　だが、その裏うら側がわにある物は、間違い無く憎ぞう悪おだ。

　その底知れぬ憎悪の正しよう体たいが解わからず、フィーロは震える声で呟つぶやく。

「……なんでだ？」

　エニスを返せと叫びたかった。怨えん嗟さの言葉だけをぶつけたかった。

　しかし、カモッリスタとしての絆きずな──エニスと同じように、『家族』で結ばれたマルティージョ・ファミリーとの絆が、彼の感情が決けつ壊かいするのをギリギリの所で防いでいた。

「何な故ぜ、俺おれをそこまで憎にくむ？」

　確かく信しんに迫る問い。

　しかし、答えは想そう像ぞう以上にシンプルで、不ふ可か解かいなものだった。

『簡単だよ。君がセラード・クェーツを喰ったからさ』

　そして、笑い声の消えた、完全に無む感情な声が受話器きから響ひびき渡る。

『……君は、俺の未来を奪ったんだ。……返して貰もらうよ』

「……ぁ？　それは、どういう……」

　問い返した時には、既すでに通話は切れていた。
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　呆ぼう然ぜんとしたまま、フィーロは周囲を見渡す。

　こちらを心配そうに眺ながめているセーナやマイザーの姿すがたが見える。

　そして、ふと視線を落とし、身体からだは無む傷きずだが、服のあちこちが焼け焦こげたチェスを見て、エニスが攫さらわれた事が真実であると実感した。

　ここが、フィーロの理り性せいの限界だった。




　叫び声を上げる代わりに、フィーロはその拳こぶしで思い切り電話機きを叩たたき壊こわした。

　拳が潰つぶれるのも構わずただの一いち撃げきで電話機を粉こな々ごなにしてみせたのである。

　彼の形ぎよう相そうを見たのか、それとも放つ空気で事じ態たいを察したのか、電話機を壊されたにも関わらず、セーナもマイザーも何も言う事はなく────




　ただ、静せい寂じやくだけが、フィーロ・プロシェンツォを責め続けた。

　フィーロに、自分自じ身しんを責めさせ続けた。

　ヤグルマが襲しゆう撃げきされたという話を聞いた時に、何よりも先にエニスの元に駆かけつけなかった自分自身の愚おろかさを。





⇔






ルノラータの別べつ荘そう　メルヴィの個室




「さて……あとは、悪魔の動きを封じるだけか」

　電話を切ったメルヴィは、妙みように冷めた表情のまま、自分の部屋から外に出た。

　そして、廊下に歩きだそうとした所で、背後から声を掛けられる。

「自分の部屋に専せん用ようの電話を引くなんて、どんな魔ま法ほうを使ったのかしら」

　振り返ると、自じ室しつの扉とびらの横に、冷たい目をした美女が一人立っていた。

　ブロンドの髪かみを後ろで束たばね、カジノのディーラー服に身を包んでいる。

「……カルロッタさん。盗ぬすみ聞きですか？　趣しゆ味みがいいとは言えませんね」

　自分がここに来るまで、ルノラータのカジノのトップディーラーだった女に対し、メルヴィは更さらに皮ひ肉にくを続ける。

「それに、カジノでもないのにその服を着てるってのも、趣味がいいとは言えませんよ」

　しかし、カルロッタは僅わずかに目を細めたものの、怒りを見せる事もなく、淡たん々たんと言葉だけを吐き出した。

「あなたが何者だろうと気にしないわ。だから、私がどんな服装だろうと気にしない事ね」

「そう思うなら、貴女あなたの取り巻きに、私の尾び行こうを止めるように言ってくれませんかね」

「自分で直接言いなさい。私がやらせてるわけじゃないわ」

「なら、なんの用です？　まさか皮肉を言うためだけにそこで待ち伏せしてたんですか？」

　からかうように言うメルヴィに、カルロッタは言った。

「ええ、皮ひ肉にくを言うためだけよ。新しいカジノを取り仕切るのは貴方あなた。それがドン・バルトロの決定である以上、妬ねたむ事すらファミリーへの裏うら切ぎりになるわ」

　その言葉を聞いて、メルヴィは苦く笑しようしながら言葉を返す。

「……ルノラータの上の方の人達って、本当にバルトロさんへの忠ちゆう誠せい心しんが凄すごいですよね。まあ、せいぜい私も、Ｍｒ．ルノラータのお役に立てるように頑がん張ばりますよ」

「そう……。じゃあ、貴方に一つだけ忠ちゆう告こくしてあげる」

　冷たい表情のまま、カルロッタは目を細めてメルヴィに呟つぶやいた。

「少しは欲を出しなさい。でないと、いつか足あし元もとを掬すくわれるわよ」

「……やだなあ、電話を盗ぬすみ聞きしたんなら、意味は解わからなくても、僕が欲よく塗まみれだっていうのは解るでしょう？」

「……それが、貴方自身が本当に抱いた感情なら別にかまわないのだけれどね」

　そこで初めて、カルロッタは薄く笑い──メルヴィの表情から、微笑ほほえみが僅わずかに消えた。

　カルロッタはそのままメルヴィに背を向け、手を上げながら最後の言葉を言い放った。




「貴方が本当の自分の欲に気付けるように祈ってるわ。

　──メルヴィ・ドルメンテル」





⇔






３時間前まえ　東ひがし海岸某ぼう所しよ




　双そう眼がん鏡きようのレンズ越しに見えたのは、ヴィクターにとって忘れる事のできない『紋もん章しよう』だった。

　船の横に描かれた、砂すな時計をモチーフとした特とく徴ちよう的てきな家か紋もん。




　ドルメンテル家。




　かつてヴィクターやセラードを専せん属ぞくの錬れん金きん術じゆつ師しとして召めし抱え、莫ばく大だいな財を手足のように操あやつってきた一いち大だい貴き族ぞく。

　近きん代だいになってからはその勢いも衰おとろえ、欧おう州しゆうの一部地ち域いきで経けい済ざい活動を行っているだけだと把は握あくしていた。

　実際、あの一いち族ぞくがアメリカでの『不ふ死し者しや』の件に絡からんでいるなどという情報など欠片かけらも入ってきてはいなかったのだ。

「なんで……あいつらが今さら出てくるんだよ」

　固まるヴィクターとは対たい照しよう的てきに、ドルメンテル家の紋もん章しようを付けた船は、細さざ波なみに合わせて小こ刻きざみに揺れ続ける。




　まるで、ヴィクターを──

　あるいは、この国か、世界そのものを嘲あざ笑わらっているかのように。
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成なり田た良りょう悟ご

手に入れたiPhone5に浮かれて所構わず写真を撮っていたうちの一枚。サングラスに携帯の画面が反射していて、まるで心霊写真のような有様に。外に出ないので心霊と間違われても仕方ないぐらい肌が青白くなってますが私は元気です。そんな32歳の作家。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で様々なキャラデザをこなす実力派。









[image: ]電撃文庫





バッカーノ! 1935-B




Dr.Feelgreed








成なり田た良りょう悟ご





発　行　　　　2014年12月18日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2012 RYOHGO NARITA





※2013年9月13日発行の電撃文庫『バッカーノ! 1935-B Dr.Feelgreed』2版に基づき制作








[image: ]



item/image/p043.jpg





item/image/p084.jpg





item/image/cover.jpg
s
I 5
m 2

‘9\0






item/image/p315.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p316-p317.jpg
IR

A" QIR RE VA

VEeRQREY [womw] S |EEmN RS YUP WK D42°
KRBT S IO ) MV ANIRR S | B Aol O N W% (—DREFS
REW] [ENAS OV Om S EORQOH YR I 0087 1R [ib] v
Lok ERGEEES TR v M) Sivssw®

KEH L5+ [R] w8 [H] T8RN NL —IhT — { AR QD U G—
WORY [—omaN-s 8§ 8o w] VEDHeS [LAR—N—] Q&Y | ERmd
SN ARAY {5 S o

[wsggo~] VELQHeN [LAR—N—] QNI <A>AQEELRS [RH] s¥
HEBQ W SH -0 QUS4
H)RUER WV E & VEIHIRGRAS AV E St HHE < QHmu O O\ A Ak
(QPIEET [A>AUS 0 VI KESUS ITNRN NG IRV UEEREURR] ©
VED-0 QIR Qo Q7 it S IWQ S WV ROCHE N MK ANSUBER
BRI
D300~ NEK R B R M@K 43 5 © YA E R EGY XS e S 12
BRASEHER | Q8o B KPS g v By ¥ NG HECROHR

[&]

UERUR D ADVER KW 500 S0 dn®
N QHOSIHIVESQ LI O LQ R [~omw] B —~omod eI’

ARV 4 & IN AR — IO L AUES O 1 Sarde® s Q BREIRE R0 IR-K B K.V
P AR SR O <UL ¥ N — Q HN N — 0B e’ A SRR
VN £ 48 S D40

[{AR=N—] {REUEDVOIERS | O LSS hinQ L 1RFP80-RVBIS Hfn
R EMECIREW VIR O VRO WVIELO RIS i

VORISR | EFHNEDT [ NNN=] WSO [~omn-O) UK e
LA 48 MR B8 SR AR | B QEEIEN 0 IV S D
Arbdon—

54 5 ERUIESEHR T O a4 S VEHE UERQH-280 o4 m ) S K
P A — O QB HEM-pER LN QN v | mERA e UNT Dy — 1
43 0 s QRN M BRI L4510 SRR 4

HEAAEAVE O IRHL$4Q° OISR VB O L QAR N WVIBRILR L 46 O W
ROV LR Y S P R0 BT H QIR PSRN O WO A #QES
U RIBE QRO v Ot S D4R #) R8N O WVERENGHES 1 1 Vil Q%





item/image/p151.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p264.jpg





item/image/gaiji-002.jpg





item/image/gaiji-001.png
7





item/image/p228.jpg
L]

LT






item/image/p309.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		接続章　流れには逆らえない



		余話２　想い人はあどけない



		八　章　不死研究者は気兼ねない



		九　章　殺し屋は惑わない



		十　章　逃亡者の塒に毛布は無い



		十一章　役者は揃うも嚙み合わない



		十二章　寡黙な男は焦らない



		十三章　暴力は何も生み出さない



		十四章　未来は誰にも解らない



		接続章　誰も責める者はいない



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p299.jpg





item/image/p177.jpg





item/image/k002.jpg
TR 5 40R° TR IR ) S RO Siatoy
RSB IFINXA0RUHARNNRR
MEDME A H—-- INNK AN Ly
...... R M R EL ‘R H 3 0 i
N AD— BT VO VY
A

88 <1 | BNl LRV RE
MrOR04S

TSoIKEN,
MNWRBUB RV NINFOH0H610 2
o | KRS IO XL R KIS
SROMHIHhERI DN O V3951043,
TR L BeHINE >R STE
WE R 6L AT HhHI WS
D85 N BKISERE W V4D A1)
FQBS5 OMTNRD) |
648 “ QI S RIS M NP O {68
R PORINO FRIREL P KRR
SELNEO MRS RIPI LIS -
BESHRIIMO 6218 SRR K-

RN 00 KD L0
LO{BNORY
RN BRSNS (=l

O—PANHIN 0N D
R & — ‘

A0 SO 0 U230
NNV A —\-18 FEKE O j30 -0
R
TSIV O ap” KA —\-%
NS FR 10N 10 40 N4 BR 1 56 0
4016 042,07 #RIFE2IN I3 1IN
|

TNV 2 Q0 H6510° | X< pEL)
e HEE VO VKO LIBT3
MNPV H—\-RIRE D KL 160
INREIRIILINING NVRIR.Q0
5NN

T | RERIIBOW MH—
- TERIEL4P6 )

TH0I843° S\ A OHEEIHIN0 1007 <4
S2SHHIEE05 5

Eﬁ_oﬁi___ezéow,\mwms<
SBPL0£85 - O R






item/image/p214.jpg





item/image/k001.jpg
R RS

Ryohgo Narita
A5 AM+IFINYI

Hlustration : katsumi enami





item/image/k004.jpg
Tt6. 0 497 K- D UK R 48 4o 16 for
Ei
TRIS 116 D4 -6° ER 1) i '
RO NROSS VTSR IBVE
HHSRRGERVAfL-10,
618" KEEIESHH R LR S
S Etz:?c N

HHIONSIORM R
T #18SRIBIDHE=S—
WOV 3

=S ESINREVER 1
R EERIKSIK WP R VS

OB A D7 Ih VK






item/image/k003.jpg
IAVAVE S (3 S R e J AV
26°INDLIDNINISHT6°185 0
OSHE EIR D4

THE R Hn 5 49 S I LU L. h0 48 —
L1195 VORI BBIER/NN RS
SN O MR —

TRo” 4646 IRIB PINV 40PN S
TS ORI

...... 18187 PSP 51008 £6° Il 418
RNSEWDOD OO ML i
HHNORROBRONP),
TRIEPN MRS R
T2 8 B T © RNV 246 > I S R IR
R

TQ QAR EIR 1S LRI IR IK
b P SRS EIo]

Fosseas #618 NV HER S VS VLR
SO0T| [<PRL RO QNS
< <ERABEL- L R L2300

[ 20 mawﬂ_mﬁcw\.ﬁm?.‘_

TN QW6 — RSN S0
B RBYLUBESMURK/EB IR
6~ S5RISOR<BURMBK
BRERAD VD S\ ZHCBI 50 8 O 56
PEROE#ERCR I N24318

]

[AADFEFEDE

SO0 KRN HS ST 85 N0
EHOL SH e HEBW6—
INSJRESR OISR M INN 25
LR IND LR BB HC oMK ITQ N
INRLHOLORNIIREBN W
LXINAN XSS U @It
RN QI —

Toeee D 248410 REK I8 | <R |
LI R540 4040 16 0 001N 3102
Moy

TSN QBRI IR .G

TIRe
TRR NV B IRINLI BT Q) B
T HBH0RE VRS R IE W MR NG 1 1600

-~ _ N\ WN0IREs
y /// N%@b%zravam@ﬁ\ﬁ
&7
YR 1S R0 SR

N\ = I SSREmEE L EUKONM S
. g o 5






item/image/k006.jpg
P13
P21
P31
P53
P99
P131
P153
P187
pP237

P301

b2
REE2
N B

A B

MNUSIEHSZ B0
BOARBHET LW
TR E [E R L
BUEBIEZEDEW

HTHOBICER EED
‘EERDDEAEDEN

FREBIEESTN

FNNETOEAHS L

HRRISHEICHEES LW
HLEDBE L

Designed by Yoshihiko Kamabe
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